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　──冬の初まりのころは、雪が降っているときよりも、雨が降っているときのほうが体が冷える。




　そんなことを初めて言われたとき、小しよう玉ぎよくはなに言ってるんだこの人……としか思えなかった。しかし帝都に住む者は、よくそんなことを口にする。あまりにも言われすぎたおかげで、小玉は初めて言った人間が誰だったのかは覚えていない。

　帝都はこの国の最北端にあるわけではないが、それでも小玉が生まれ育った地よりはかなり北側に位置する。当然相応に寒く、冬には雪も降る、季節の変わり目がかなりわかりやすい地である。

　帝都暮らしは長いものの、小玉は南方の生まれであった。だから幼少期の小玉は、目にしたことのない「雪」というものについて、憧あこがれと畏い怖ふのようなものを抱いて育ってきた。それは小玉にとって寒さの象徴だった。

　初めてこの地で雪を見た小玉が猛烈に寒いと感じたのは、その先入観と視覚から入った情報があまりにも強烈だったからかもしれない。

　けれども二年経っても三年経っても、小玉は雪よりも雨の日のほうが寒いという言葉に、実感を覚えることはなかった。




　冬によく小玉の温おん石じやくの扱いをしていた親友・張ちよう明めい慧けいは、ひっつく小玉にこんなことを言ったことがある。

「あんたが耐えられる寒さを五として、ここの冬の雨の日は五十、雪の日は三十くらいの寒さなんじゃないかね」




　どっちにしろ、「小玉が耐えられないくらい寒い」という点で同じだから差異がわからないのだと。

「あーうん、そうだねきっと」と、明慧にすり寄りながら小玉が全面的に肯定したのは、説得力があったからというより、そのぬくもりから離れたくなかったからである。冬になれば動きが鈍くなる小玉だった。

　もちろん明慧は、否定したからといって、暖をとらせてくれなくなるような懐の狭い漢おとこ……じゃない、いや漢でもいいか。ただ当時の小玉は、寒さのあまり頭の動きもにぶっていたので、そのことに気づいていなかった。

　しかし十年以上経って、今の小玉がよくよく思い返すに、明慧の言っていたことは正しかったなあという感想が浮かぶのだ。

　寒さに弱い小玉にとっては、冬の雨の日も雪の日も同様に寒いものだった。しかし十五歳のころから帝都で暮らして、小玉も今年で四十歳。今朝方寝床で雨音を聞き、「今日は雨だから冷えるな……」とごく自然に思った自分に気づいたのだ。

　比較できるようになったということは、明慧の言を参考に考えると、小玉が耐えられる寒さは少なくとも三十くらいまで向上したのだろう。正直、小玉がこれまで経験したあらゆる出世よりも嬉うれしい向上である。

　とはいえ、年をとるにつれて冷えが堪えられないと感じているのも事実で、ここらへん体の声はわりと矛盾している気がする。

　さて、つらつらと冬の雨の日の寒さについて考えている最中も、窓の外からしとしとと、あるいはときどきぴちゃんと、水が落ちる音が聞こえてくる。朝からずっと、雨脚は遠のく様子がない。今日の雨は、よほどの健脚と見える。

　とはいえ小玉がいる部屋に窓から侵入してくるのは、雨音だけだ。ここでは、惜しげもなく上等の炭が使われていて、冷気を追い出していた。

　そんな快適な部屋の中には、この国の皇帝、皇后、皇太子が一堂に会している。炭を惜しむ理由が、かけらもないわけだ。そもそも集まる人物以前に、部屋自体が皇帝の宮であるのだし。

　しかし面子メンツの豪華さのわりに、三人が一緒にいる理由はありふれている。「用事のついでに家族で食事を」というのは、国家的にはまるでちっぽけな事情だろう。しかし小玉本人にとっては、とても大事なひとときである。

「近ごろ……」

　隣に座っている皇太子であり、小玉の義息子むすこの鴻こうに声をかける。彼は笑顔の中に、「なんでしょう」といいたげな表情を作った。

　小玉は言葉を続ける。

「……とみに体が冷えます。太子、根を詰めないように」

　口から出てしまうと、実に説教くさく聞こえる言葉だ……自分の言ったことについて、そんなことを思う小玉だったが、鴻は素直に受けとってくれたようである。

「はい！」

　大きく頷うなずく鴻に、小玉は頭を撫なでてやりたい衝動にかられる。しかし正装している彼の冠がずれてしまうことに気づいた。持ち上げた手の行き先を急きゆう遽きよ変更して、鴻の背中を撫でた。

　鴻はふふと笑う。

「母上も夜、あたたかくしていますか？」

「ええ、ちゃんと」

　もしかしたら彼は、誰よりも小玉の寒がりを知っているといえるかもしれない。小玉は冬の夜にはよく、ぽかぽかした体温の彼を抱きしめながら寝たものだから。

「おふとんを、かたまでかけてねてくださいね！」

　彼自身が乳母に注意されていることを、おそらくはそのまま言っているのだろう。そのことを察して、小玉は吹きだしそうになるのをこらえた。

　食卓に侍はべる宦かん官がんが、食器の蓋ふたを開ける。その内容に目を向ける小玉は、中身が真っ黒でないことに安あん堵どした。しばらく髭ひげの育成に心血を注いでいた文ぶん林りんは、その一環としてやけに黒色の食材を食べるようになっていたのだ。もはや自分の体を張った、人体実験の様相を呈している。他人で試さないことを褒めてあげるべきだろうか。

　髭が伸びる前に、文林の歯が真っ黒になるんじゃないかと心配していた小玉だったが、その心配は杞き憂ゆうに終わった。彼の歯は相変わらず白いままだし、彼の髭は相変わらず貧相なままである……多分。

　多分というのは、文林がしっかりと髭を生やしている姿を、小玉がまだ拝んでいないからだ。

　髭ひげ面づらをきちんと見栄えする様相にするためには、数日間腰を据えて伸ばす必要がある。そしてその間は、どれほど毛根が立派な髭の持ち主でも、傍はた目めにはかなり見苦しいことになる。

　しかし文林は、ほとんど毎日誰かの目に触れるご職業である。そして体面も重視されるご職業である。髭を伸ばしかけの、むさ苦しい様子を衆目に触れさせることは、あまり好ましいことではない。

　したがって彼は、毎日剃そる短い髭を観察および記録しながら、効果のなさに肩を落とし続けているのだった。

　小玉もその記録を見せてもらったことがある。分厚さに反比例して、実に不毛な育毛観察記録だった。




　なんとも泣ける話である……ただし、話を聞いた清せい喜きの目め尻じりで輝いていたのは、間違いなく笑い涙だったけれど。




　話は食卓の上に戻る。文林が髭育成を諦あきらめたからなのか、今日はあらかじめ三人が集まるとわかっていて献立に配慮していたからか、見たところ特に黒くない。

　色とりどりの皿の上には、これまた色とりどりの食材が調理されて、品良く並べられていた。食卓全体が、さながら一つの芸術品のような眺めだ。

　ちょうど小玉の目の前に、冷菜の皿が置かれている。その中に茄子なすが用いられている料理が並べられているのを、小玉は見てとった。季節外れに茄子が出るとは、さすがは皇帝一家が食べる料理だ。だがかかる金額の多寡はともかく、鴻は茄子が苦手なはずだった。正しくは潰つぶしていない茄子が、だ。

　文林と鴻の皿に冷菜を取りわけてやりながら、小玉は鴻のぶんの茄子はやや少なめにしてやる。潰されていないとはいえ、かなり複雑に調理されているから、鴻はこれでも食べられるかもしれない。だが、多くは無理ではないかと思った。

　しかし案に相違して、鴻は茄子を率先してぱくぱくと食べはじめた。彼の食が進まないようだったら、自分が食べてやるつもりだった小玉は、拍子抜けする。でもそういえば、紅こう霞か宮を出る直前から、鴻はだいぶ茄子を食べられるようになっていた。小玉はそのことを、ようやく思いだした。

「お前も早く食べろ」

「あ、はい……」

　文林に促され、小玉もまた食べはじめた。

　子どもがいい加減大きくなったというのに、いつまでたっても小さいころのままのように見えてしまい、ついそういう扱いをしてしまう……友人の李り阿あ蓮れんが言っていたことがある。

　それはこういうことなのかと、小玉は合点がいった。後宮と東宮と、ふだん離れていると、なおさらそういうふうになっていくのだろうか。

　きっとそうなのだろう。そして小玉のこれからの人生では、自分の中の小さな鴻と、目の前にいる鴻との差はどんどん広がっていくはずだった。それは寂しい予感であるが、同時に鴻の未来に対する輝かしい展望でもあった。

「太子、茄子……もう少し食べますか？」

「はい！」

　鴻は快活に頷く。

「ああ、俺にももう少しくれ」

「はい」

　小玉は鴻の皿に、茄子を追加してやると、冷菜の皿ごと文林のほうへ押しやった。

「いや……そこまでたくさんいらないが」

「はい」

「いや、『はい』じゃなくて」

　彼の言いたいことは、小玉だってわかっている。だが最近の文林は、食が（主に黒いものに）偏っているので、こういう機会に色々な……色が黒くない食材を、たくさん食べていただきたい。

　そんな妻つま心ごころ、お察しください。







　鴻はもちろん、察してくれた文林にも、あれを食べさせこれも食べさせ……と、非常に有意義な時間を過ごした小玉は、文林と共に鴻を見送った。鴻は太子として、父帝と母后に対する挨あい拶さつを立派にこなし、輿こしに乗って帰っていった。

「さて小玉」

　鴻を送りだすと、文林が小玉に向き直る。

「はい」

　文林がちょっと顔をしかめる。

「さっきからなんだお前、その『はい』だけの反応」

　小玉としては、別に嫌がらせをしているというわけでなく、たまたまそういう反応が続いただけであるのだが。

「『例の件』の話でしょう」

　特に文林に聞かされたわけではないが、小玉も情報は摑つかんでいる。

「そうだ」

　そして文林も、知っている小玉に驚きはしなかった。

　文林は宦官に酒しゆ肴こうを運ばせると、人払いをする。

「まあ吞のめ」

　手酌で自らの坏さかずきに注ぎ、もう一つの坏にも注いで、小玉に差しだす。

「あたしは、ちょっと……」

　ここしばらく禁酒しているし、そもそもここで出される酒については、ろくな思い出がない小玉である。

　文林はしまった、という顔をした。すっかり失念していたらしい。

「いやさすがに……うちの宮も、そう何度も失敗はしないぞ……」

　そう言いながらも、出した坏を引っこめた文林である。

　結局人払いを撤回して、茶器一式を持ってこさせて、もう一度人払いをするという、よけいな手間で時間をとってしまった。

　そうしてようやく、話を始めることができた。文林は酒、小玉は茶を片手に。

「琮そう尚しよう書しよの引退の時期が、いよいよ本格的に決まった。まずそこはわかっているな？」

　また「はい」……と答えかけて、小玉はちょっとだけ表現を変える。

「うん、知ってる」

　琮尚書は六りく部ぶのうちの一つ、兵ひよう部ぶの長の職に就いている。部署が部署だけに、小玉が後宮に入る前から面識のあった人物だ。同じく小玉とは旧知の仲だった班はん将軍とは、友人であり妹の夫でありと、浅からぬ関係だった。

　だが先年、班将軍が寛かんと康こうとの戦いで落命してから、思うところがあってか琮尚書は辞職の意を表明していた。しかし諸もろ々もろのしがらみがそれを先延ばしにし、琮尚書はまだ官吏として宮城に留とどまっているのである。

「後任については早々に決まったんだがな……というより、それが真っ先に決まったのは、今思えば奇跡的なことだった……」

「ああそれ、そんなに早く決まってたんだ」

　どこか遠い目をする文林に、小玉は「たいへんだったね」と言って、坏に酒を注いでやった。

「後任が蘭らん英えいさんじゃないっていうのは、ちょっと驚いた」

　兵部の侍じ郎ろうという、尚書に次ぐ位に就いている王おう蘭英は、元々は武官だったが、後に文官に転身したという異色の経歴の持ち主である。現在琮尚書の片腕として働いており、人事が公表されるまで後任は彼女ではないかという下馬評が飛び交っていたものだ。

　しかし蓋を開けてみれば、次の尚書は琮尚書のもう片方の腕であった薛せつ侍郎に決まったのだった。

「むやみに出世させるというのは、目に掛けることと同義じゃない」

　それは、十年前くらいの小玉の上司たちに、言っていただきたい言葉である。あと何年も前に、小玉を皇后に押しあげた文林自身にも。

「成果と苦労が見あわないからな」

「ははあ」

　そりゃそうだろうな、と小玉ですら頷うなずく。

　この国で、女性官吏というのは、実は女性武官よりも難しい立場である。

　武官の場合、曲がりなりにも初代の皇后が軍を率いたという逸話があるため、存在意義について否定されることはまずない。初代の皇帝夫妻を否定するも同然だからだ。それは下手をすると、存命中の皇族に対する不敬罪よりも重い罪になる。

　しかし女性官吏については、その立場に対する裏付けとなる逸話というものが一切ない。これまで皇族ゆかりの女性が官吏になったことも、女性官吏が皇族の一員になったこともない。したがって女性が官吏として宮城に入るようになったのは、実は武官よりもずっと後のことだった。




　この宸しんという国は、一度滅んでいる。




　それをもう一度興した男は、滅んだ宸の後こう裔えいであると主張していた。だが実際は違うというのは、この国における暗黙の了解事項である。暗黙なのは実際に口にすると、政治犯扱いされるうえに、口にしたところであまり意味がないからだ。

　この自称後裔は、自らの妃ひ嬪ひんと子女の配偶者を、熱心に前王朝の皇族の血を引く者たちで固めた。したがって、この男はともかく、文林を含む子孫たちが初代皇帝の血を引いているのはまず間違いない。

　男は、自分が詐称している引け目があったからか、前の王朝……特に初代皇帝に関することについては非常にこだわった。祖そ法ほうに忠実であることはもちろん、初代の業績に準ずるなにかを作りだそうとした。それが武官につづいて文官に女性を採用するということだった。

　しかしそれは、あまりうまくいかなかった。何百年も経った今でも、あまりうまくいっていないというか……なんと表現すればいいのだろう。

　武官でまあまあうまくいっていたから、それでは文官でもうまくいくのか……というわけではない。武官の場合、たとえば後宮周囲の警備のような、閑職といったら聞こえは悪いが、半ばそれ専門のような受け皿がある。

　またそもそも採用の基準からして、文官と武官は方向性がまったく違う。禁軍以外はずぶの素人でも受け入れる……それどころかときに、徴兵で無理やり引っ張ってくるのが軍である。

　しかし文官は、ほとんどの場合厳しい試験を突破しなくてはならないのだ。なお難易度と倍率は、馮ふう王家の王おう太たい妃ひの矜きよう持じ並に高い。そんなものに、多くの女性武官たちと同じ出身である下層階級から挑戦する女はまずない。

　それでは上流階級の娘たちはどうかというと、彼女たちは嫁入り要員として育てられているため、まずこの戦いの中には参入しない。

　それにもともとあった女性武官という立場が、事情ありの女性のためのものという認識が広がっていたため、それと並び称されるものとして設けられた女性文官登用制度に、高貴な女性たちが興味を示すことはなかった。

　志すとしたら、中流階級の出で、親の理解と学のある娘たちだけである。その条件だけですでに数が絞りこまれてしまう。しかも条件を満たしていたとしても、これまで政治とは特に関わりのないことしか学んでいない娘のほうが多い。そういう人材は、仮に運良く及第しても、あまりぱっとしないまま官吏人生が終わることがほとんどだった。

　結果、科か挙きよに挑戦する女性はどんどん減っていった。数百年経った今では、最近及第者もいないしそろそろ廃止したらどうだろうか……という話題が出はじめたころに、ときどき、本当に稀まれに及第するくらいである。

　しかしそういう女性はたいてい途方もない根性の持ち主であり、胆力も闘争本能も旺おう盛せいであるため、官吏としては大成することが多い。したがって、女性の及第者が出るたびに廃止の話は立ち消えになるのである。

　蘭英もそのど根性枠の一人である。彼女のおかげもあって、女性文官制度は今日まで生きながらえているのである。

　娘である鄭てい綵さいが、蘭英に心服するのも納得できるというものである。人生三回やりなおしても、彼女にはかなわない自信が小玉にもある。しかし、そんな彼女が生涯のあらゆる困難を、軽やかに飛び越えているなどとは、さすがに小玉にも言えない。だから文林の配慮は正しいと思った。

　さて、文官としての琮尚書の後任については、本人も含めて滞りなく決まったわけだが、別の立場における後任については、非常に難しい問題を抱えていた。そしてその問題が、今日まで彼の引退を長引かせていた理由である。

　琮尚書は末席に近いとはいえ、皇族である。官吏として皇族がいるということは、朝廷においてはいささかならず重要なことである。皇帝以下皇族たちとの、橋渡しとしての役割が期待されるからだ。

　血によって脈々と受け継がれる支配者と、実力によって政治を司つかさどる者たち……という国の構造は存外難解なもので、緩衝材のような存在は欠かせないのだ。もちろん、その緩衝材役を担わされる人間にとって、これは大層な負担である。だが少なくとも、琮尚書は危なげなくそれをこなしていた。あるいは、こなしているように振る舞っていた。

　彼が抜けたあと、その緩衝材役を担う人間もやはり必要になるのだ。しかし問題があった。現在、皇族が非常に少ない。先帝による粛清の影響がここに現れているのだ。特にこの場合、官吏としての立場で動ける、ある程度以上の年齢の男性……という人材が求められる。こればかりは、女性であると周囲に不安を抱かれるからだ。それに女性皇族には、女性皇族にしかできない役割というものがあるので、その意味でもこういう仕事に動員することはできない。

　今回は求められる条件を合わせ技で満たして、後任が決まったようなものだ。

　皇族の一人に、茹じよ王おうという男性がいる。若いころは官吏として働いていたこともあったが、十数年前に職を退いて、今は領地で家族と過ごしている。彼を官吏として呼び戻すことで、皇族としての琮尚書の後任としようというのだ。

　しかし問題があって、彼が官吏として働いていた時期は短く、今から復帰したとしても、その前歴に見あった低い地位しか与えられない。「皇族と朝廷との橋渡し」というのは、公的に認められた役職ではなく、あくまで暗黙のものだから、地位を与える理由にならないのだ。

　そこで注目されたのが、彼の娘である。茹王には娘が二人いる。その長女を後宮に入れて、妃嬪の父親として茹王の地位を引きあげようというのだ。橋渡しという名目では無理でも、こういうかたちでならある程度の地位を保障してやることができるのである。なにせ皇帝の娘婿に対しても、専門の官位があるようなお国なので、姻いん戚せき関係と位はかなり密接に結びついている。

　この王女、皇族としてどころか、一般の家での基準でもとうに嫁いでいてもおかしくない年齢であるが、病弱だった故・茹王妃に似て体が弱かった。一年の大半を、寝床で過ごしているという娘だ。おそらくは二十の春は迎えられないだろうと言われている。茹王が領地に引きこもっているのも、この娘のためであった。

　そんな娘を、ここまで政治的な理由だけで後宮に入れるというのはあまりにも……と、難色を示したのは、他ならぬ琮尚書だった。あれでいい人である……というかそれ以前に、ごく一般的な良識を持ちあわせた人間であれば、当然の反応である。

　ここで一度話が振り出しに戻ったと思われたのであるが、意外にも王女の父親である茹王が乗り気になった。それは彼が政治的な立場に欲を示したからではない。少なくとも、彼の言い分では。




　──このまま娘を、誰にも嫁がせないまま死なせるのはあまりにも哀れだと思っていた。仮に形だけでも、誰かの妻にしてあげたいと思っていた。また後宮であれば、常に一流の医者に体調を診てもらえる。自領だけでは限界を感じていた……。




　これが茹王の言である。これを聞いて、琮尚書はついに腹を決めた。そして文林もそれを諒りよう解かいした。

「茹王女の体調を鑑み、春に彼女を徳とく妃ひの待遇で後宮に迎える。皇后として万事抜かりなく準備をせよ」

　文林に命じられ、小玉は力強く頷く。

「御意」

「頼む」

　彼の言う「万事抜かりなく」というのが、おそろしくたいへんなことだということはわかっている。だが、やってのけなくてはならなかった。

　また完全に政治的な理由だけで後宮に入ってくる若い娘のために、できるだけよい環境を整えてやりたいと、個人的にも思っていた。

　これから貴き妃ひの馮紅こう燕えん、そして昭しよう儀ぎから才さい人じんに降格されたままの李り真しん桂けいと綿密な打ち合わせをしなくてはならない。小玉が頭の中で算段を立てていると、目前で文林が坏さかずきを一気に呷あおった。

　おや、と思い、おかわりを注ついでやろうと酒瓶を手にとろうとすると、文林にとめられた。

「いや、いい……それより、これは個人的な相談なんだが……」

　真剣な顔に、小玉も思わず身を乗りだす。

「はい」

　また「はい」が出てしまった。文林も言っていたとおり、今日はどうしてかこの返事ばかり出てしまう流れになっている。しかし文林は、今回の「はい」については特に気にとめず、言葉を続ける。

「俺……そろそろ、本格的に髭ひげを生やしてみようと思う。これまで、剃そった髭の太さで成果を判断していたが、そろそろやってみるべきかと……実は昨日、夢の中にまた復ふく卿けいが出てきて、後押ししてくれたんだ」

　どういう回答を自分に期待しているのか、小玉にはちょっと分からなかった。しかし今自分が選ぶべき言葉がなんなのかは、よく分かっていた。

「はい」

　今日一番、やる気のない「はい」であった。




　　　　※




　紅霞宮の一室には、大量のおむつが積まれている。

　そのおむつ部屋（仮称）には、四人の若い娘がいた。紅燕、真桂、そして彼女たちづきの女官がそれぞれ一人ずつである。宮の……ひいてはおむつ部屋の主あるじである皇后は、ただいま不在だった。

「……九十八、九十九、百！」

　声を出しておむつの数を数えているのは、真桂である。そして彼女が数え終わったところで、腹心の女官である細さい鈴りんから、すかさず新たなおむつの束が手渡される。彼女は隣でおむつの検品をしていた。

　真桂におむつの束を渡すと、細鈴は自分の仕事に戻る。ほつれがないかまたは万一針が混入していないかを、手早くそれでいて丁寧に確認する彼女の目つきと手つきは、もはや業者のそれである。

　少し離れたところでは、紅燕づきの女官である雨う雨うが、真桂の数えたおむつを箱詰めしていた。その隣では主である紅燕が、簿冊片手になにやら書きつけている。

「これで襁褓むつきの数は、十分揃ったわね……」

　紅燕の呟つぶやきに、雨雨が笑顔を向ける。

「それはようございました。おかげで、春一番とともに雅が媛えんさまのもとに送り届けられそうです」

　かつて妃嬪だった雅媛は、坏はい胡こと呼ばれる部族のもとに嫁し、現在身ごもっている。嫁ぐ直前に彼女は、この宮の主である皇后に、子が出来たならおむつを作ってほしいと所望していた。

　皇后は快諾し、雅媛懐妊の報を受けると、約束どおりおむつ作りを始めた。そして特に頼まれていないが、紅燕と真桂もおむつ作りに参入した。その輪がそれぞれに仕えている女たちの中にまで膨らんだ理由は、愛情の輪が広がった……という優しい理由によるものというよりは、季節が冬に突入したという事情が大きい。

　冬はただでさえやることが少ない。その中針仕事という、絶好の時間つぶしの材料を与えられた女たちは張りきった。その結果、売っても余るほどのおむつ、ついでに肌着が完成したのである。

「向こうになめられるわけにはいかないわ。この大宸国の威信にかけて、量も質も申し分ないものを送らなくては」

　紅燕が鼻息荒くまくしたてる。

　うっかり愛国心に関わる様子を見いだしてしまったため、針を持つ女性たちはさらに張りきってしまったのである。基本的に上流階級の女性たちは、国家に対する誇りが強いことが多い。

　国の威信を表現するのに、おむつよりも適したものはたくさんあるはずなのだが、確かにこれだけのものが届けられたら、坏胡の面々は少なくとも面食らうであろう。もしかしたら送られる対象である雅媛ですら、仰天するかもしれないが。

「襁褓などを用意する時間をこちらで負担すれば、そのぶん雅媛どのの執筆の時間が取れますものね」

　そんなことを言う真桂に、紅燕は真顔になった。

「でもむやみに期待しすぎてはいけないわ。お産は前も後も、なにが起こるかわからないものと母が言っていたから。仮にしばらく新作を読めなくなってしまっても、文句めいたことを伝えては絶対に駄目よ」

　どうやら紅燕は、母親にも同じことを言い含められたのだろう。

「無論でございます」

　おそらくはそれを言われたときの紅燕とまったく同じ顔で、真桂は大真面目に頷うなずく。細鈴も、雨雨も。

「これが終わったら、茹王女の入宮の準備について、ね」

　まだ冬真っ盛りだというのに、春に発送するはずのおむつの箱詰めを現在急いでいるのは、春に向けて別の大きな用事ができたからだ。今皇后がこの「おむつの会（仮称）」に参加していないのは、一足先にその用事で動いているせいだった。

　春からこの後宮には、新しい妃ひ嬪ひんが加わる。その妃嬪が訳ありで、準備にえらく手間暇を要するのだ。

「茹王女さまについて、貴妃さまはどのようなことをご存じなのですか？」

　真桂が問いかけると、紅燕は少し難しい顔をした。

「あまり……」

「あら、お年ごろもかなり近いのに。それに……たしか従姉にあたるのでしょう？」

　真桂にそのつもりはなかったが、怠慢と言われた気がしたのか、紅燕はなぜか急に早口になる。

「わたくし、顔を合わせたことがないのよ。彼女なにせ体調が……体調だったから、公の場には出たことがないし」

「なるほど」

　元々嫌味を言ったつもりがなかった真桂はすんなりと納得した。王女の後宮入りが決まったのは、そのあまりに病弱な体のせいであるといっても過言ではないという事実もあいまって、非常な説得力があった。

「まあ何度か……文を交わしたことはあるけれど、それでも不調なときは妹に代筆させていたわね。その妹とより歳が近いというのもあって、そちらとの付きあいのほうがまだあるわね……といっても、会ったことはない程度だけれど」

　言いわけしたい気持ちがまだ続いているのか、紅燕はなにやら饒じよう舌ぜつであった。とはいえ真桂にしてみれば、情報はあるにこしたことはないのでなにも不満はない。しかもそれが未入手の情報ならば尚更のことだ。

「あら、妹御がおいでなのですか」

　真桂は怪け訝げんな顔をした。皇族についてある程度は頭に入れていたが、そんな情報については知らない。

　しかし紅燕はこともなげに言う。

「庶出だけどね」

「ああ……」

　真桂は得心して頷く。高貴であろうとなかろうと、よくあることだ。そしてさすがに真桂も、皇族の庶子たちまでは把握していない。いくら現在皇族の数が減っているといっても、きりがないからだ。おそらくは健康なのであろう妹姫と紅燕が、顔を合わせたことがないという事情についても、ついでに納得する。

「だからわたくしも、そこまで親しくはないわ」

　そんなことを平然と言う紅燕の態度は、別に高慢というわけではない。

　同じ「王の娘」とはいっても、嫡出と庶出では厳然たる差がある。特に紅燕のように、最も皇帝に近い血筋であり、父王の所領も数段上、今や最高位の妃嬪である娘に対しては、同じ嫡出の姫であっても遠慮するであろう。

「けれども茹王女については、まずは安心と言えるでしょう。彼女は間違いなくわたくしにつく。つまりは娘じよう子しにつくということよ」

「それはようございました」

　二人がもっとも心配しているのは、この王女が後宮内において新たな火種とならないかということだった。今はようやく人間関係が、落ち着きはじめたころなのだ。




　なおこの場合の「落ち着いた」とは、全員が味方となったという意味ではなく、敵と味方と中立派がほぼ固定したという意味である。




　それはともかく、これまで身内も含めて外部と没交渉な娘、しかも皇族の姫であるならば、格下で家柄も劣る妃嬪の風下にあえて最初から立つこともせず、格上で最も身近なはずの紅燕を頼りにするはずだった。

「だから彼女が、誰かに殺されないように気を配らなくては」

「それは大変でございますね」

　他人事のように答えながらも、真桂にとっても他人事ではないので、彼女もうんざりとした顔をして、少しうなだれた。

　自分たちの敵にとって茹王女の利用価値は、その命にある。皇后の庇ひ護ご下に置かれ、そして朝廷で重要な役目を持つ皇族の立場を保証する大事な娘だ。

　その命が寿命ならばともかく、万が一誰かの手によって奪われてしまったとあれば……その犯人はいうまでもなく一族込みで死を以て償うことになるが、みすみす蛮行を許してしまった皇后の責任も問われる。

　こればかりは、皇帝からの叱責ですむ話ではない。よくて廃后、悪くて幽閉……それくらいのことにすらなるかもしれない。

「先帝陛下におかれましても、もう少しはお考えいただきたかったものだわ」

　紅燕が仮にも前皇帝に対し、恨み言を呟く。内輪の場、相手が故人であるとはいえ、彼女の身分だから言える言葉である。

「あら蚊が……」

　真桂は彼女の言ったことを、全力で聞かないふりをした。細鈴からは「才人さま、それはさすがに無理が……」と耳打ちされたが、ここで大事なのは聞いていないという態度であって、真桂が言っている内容はこの際どうでもいいのである。

　なお現在、晴れてはいるものの、外には雪が積もっている。もし本当に蚊がいたとしたら、根性があるにもほどがある。

　もっとも、紅燕の言うことには一理あった。もう少し皇族が残っていれば、こんなめんどくさいかたちで妃嬪を迎える必要はなかった。しかし……残った皇族の中にも、鄒すう王おうのようなろくでもない人間が残っていたことを考えると、これは「もしも」に対する不毛な希望といえるだろう。

「いたしかたないことですわ。それに今回の件、長所もございます」

「まあね」

　茹王女が皇后につく見込みが高いからには、将来朝廷内においても皇后の立場が有利になるはずである。娘を大事にしていることで有名な茹王は、愛まな娘むすめを庇護する皇后に対して悪いようにはしないはずだった。

　真桂はちらと、外のほうをみやった。

「そろそろ……甘かん霖りん宮きゆうから、娘子がお戻りになるころでしょうか」

「そうねえ……でも病人に、本当にあの宮でいいの？」

　紅燕が顔をしかめるのは、かつての甘霖宮の主あるじが、不吉な死に方をしたからだ。謝しや月げつ枝し──生前は充じゆう媛えんの位を賜っていて、死後賢けん妃ぴの位を追贈された女性が後宮内の池で溺でき死ししている。

「もう何年か経っておりますうえに、宮の中で落命したわけでもございませんし……それを申しますならば、林りん靄あい宮きゆうよりはましでしょう」

　甘霖宮以外にも、四夫人にふさわしい宮はもう一つあるが、こちらはほんとうについ最近、持ち主が獄死したという縁起の悪さここに極まれりという宮だ。ここに比べればまだ甘霖宮のほうがましだった。

　なによりこの宮は南向きで日当たり良好という、極めて療養に適した場所だ。皇后はおそらく、この実利最優先で甘霖宮を選んだのだろう。

　さらにぶっちゃけた事情に目をむけてしまうと、後宮内で不吉な死が発生していない場所はどこにもないので、気にしはじめるときりがないのである。

「それに遡さかのぼれば、謝賢妃よりさらに前の甘霖宮の主は娘子ですわ。姫がそこに住まわれましたら、必ずやたくましく……いえ、健康に恵まれ、いえ……」

「そんなに言葉、選ぶ必要、ある？」

　何度か言いなおす真桂に、紅燕が不思議そうな顔をする。しかしあの皇后並に皇族の姫がたくましくなるのはいかがなものかと（真桂でさえ）思うし、よくよく考えれば皇后は後宮に入ってからしょっちゅう誰かに健康を害されていたので、やはりこちらの表現も適切ではなかった。

「……必ずや、福に恵まれるでしょう」

　さんざん悩んで出たのは、この程度の表現である。紅燕が「才女がそれか」という顔を向けてきた。

「まあいいわ。茹家の娘が来るおかげで、あなたもちょっと格上げされるわけだし」

「そういうことを言いたいわけでは……」

　思わず苦言を漏らした真桂に、紅燕はちょっとだけ皮肉げな笑みをうかべた。

「素直に恩恵を受けておきなさい」

　──まあ小憎らしい。

　紅燕の母である王太妃に言われるならともかく、この小娘には言われたくないわと真桂は思った。

　先日焼死した曹そう才人の一件で降格された真桂は、まだ才人のままである。しかしこの度茹王女の入宮の準備に携わるにあたって、適した位の者はあまりにも少なかった。そこで真桂が九嬪の末席である充媛の位に、暫定的ではあるものの、昇格することが決まった。したがって来月から真桂は、「李充媛」となる。

　そして茹王女の準備が終われば、その労に報いるというかたちで、九嬪の筆頭である昭儀の位に本格的に復帰する、ということが非公式ではあるがほぼ内定していた。

　王太妃が真桂に「昭儀の位に戻る」と予言風に言ったのは、この情報を摑つかんでいたからなのだろう……それどころか、王太妃自身が一口嚙かんですらいたのかもしれない。もっとも波風が立たないかたちで、真桂が昭儀の位に戻れるわけなのだから、王太妃の介入を真桂が勘ぐるのは自然な心の動きだった。

　真桂が王太妃の思惑について考えを巡らせていると、紅燕が不意に顔を上げた。なにかに気づいたときの猫に似ている仕草だ。真桂は動物をあまり好まないが、この娘に似ていると思えば猫に対して少し親しみがわいてくる。

「……お戻りになったわ」

　真桂は耳を澄ませた。宮の外から人の声が聞こえる。窓から外を覗のぞくと、皇后が宮の門をくぐる姿が目に入った。

「お出迎えをしなくては」

　紅燕がいそいそと立ちあがる。真桂は細鈴と雨雨に作業の続行を命じる。一流の業者の顔をした二人の返事を背にし、紅燕の後に続いた。




　　　　※




　小玉が久しぶりに立ち入った甘霖宮は、荒れこそしていなかったものの、すっかりと冷えきっていた。暮らす人間がいないと、建物はすぐこうなる。しかも今は冬だから、なおさらである。

　そんな場所に数刻いたわけだから、小玉の体もすっかりと冷えきるというものだ。持ってきた温石も早々に冷えてしまっていた。

「お茶をお淹いれしますわ」

「この温石をお使いくださいませ」

　出迎えてくれた紅燕と真桂が、二人で小玉の手を引き居間へと誘う。そしてかいがいしく世話を焼いてくれる。外がい套とうを脱がしてくれたり、椅子を勧めてくれたり……気持ちは嬉うれしいが、いくら「皇后に仕えている」という名目の妃嬪でも、そこまでしてくれる必要はない。

　なにより、仕事を奪われた清喜がすごい顔で見てきていて、居心地が悪い。そしてこの顔どこかで見たことがあった……恋人であった自分ではなく、文林の夢枕に復卿が出てきたと初めて知ったときだ。確かそのとき清喜は、「あの泥棒猫！」と言っていた。その「泥棒猫」は皇帝陛下なのですが……。

「二人とも、そこまでする必要はありません」

　小玉の言葉に、美しい娘たちは「まあ」と残念そうに目を見交わしながらも、離れてくれた。

「甘霖宮はいかがでございましたか？」

　小玉が茶を飲んで一息したところで、紅燕が尋ねる。

「思いのほか、悪い状態ではありませんでした。けれども暖かくなりはじめたら、すぐに空気を入れ換えて、調度もすべて交換します」

　言いながら小玉は、簿冊を紅燕に手渡す。それをぱらぱらとめくり、ときどき手を止めて、紅燕はふむふむと頷うなずく。

　今度は真桂が尋ねてくる。

「ご予算につきましては、先日伺った金額で確定でしょうか」

　きらりと目を光らせる彼女は、「できる女」という風格を漂わせている。実際できる女なのである、この人……。

「ええ。勅命もありますし、内ない侍じ省しようと六りく局きよくからの快諾が出ました……清喜！」

「はい、こちらに」

「この泥棒猫！」という顔を引っこめた清喜は、素早く仕事をこなす。彼から差し出された書類を受け取った真桂は、光らせたままの目でそれをじっくりと眺めて、熟考しはじめる。

　ややあって口を開く。

「けっこうですわ……ではもう、発注をかけることができますわね」

「そうですね」

　ここで紅燕が口を挟んだ。

「では大きな調度につきましては、わたくしが調えましょう。実家の領地に、よい職人がおりますの……李才人、あなたには布類を任せてもいいかしら。まずは敷布、窓にかける紗しや……」

　真桂がはきはきと答える。

「すでに色と布地の見本を手配しております」

　紅燕は「そう」と頷く。

「見本が届いたら、候補をまとめてから、一度娘じよう子しにご確認いただきましょう」

「かしこまりました」

「納品はもちろん間に合うわよね？」

「余裕を持たせるよう命じます。工こう場ばも春まで完全に押さえましたので、最優先で仕立てるでしょう」

「そう。布類一式が納品されたら、まずはあなたの宮、そしてわたくしの宮で『検品』をするから、そのつもりで予定を組むように」

「確かにその必要がございますわね。肌に直接触れるものになにかを仕込まれては、たまったものではないですし」

　二人はさくさくと、諸事を決定していく。




　──……すごい……話があっという間に進んでいく……。




　半ば畏おそれを抱きながら、小玉は二人を見つめる。そして清喜のほうはといえば、二人を眺める目が「泥棒猫のくせにやるじゃないの……」という、好敵手を認めるようなものになっている。身分が上の相手に対して、彼の眼まな差ざしはなんでそんなにも上から目線になれるのだろう。

　この場にいる人間の中でもっとも偉いはずの小玉は、「会議で傍聴するだけの立場だったのに、職掌上自らの願望に反してでも急に発言しなくてはならなくなった下っ端」みたいな気持ちで、おそるおそる口を開いた。

「では……では、わたくしは、甘霖宮の清掃を……します」

　紅燕と真桂は一瞬黙って、顔を見あわせると、真面目くさって頷いた。

「それは確かに、娘子御おん自みずからなさるのが、もっともようございますわね。特に寝室など、王女が長時間いそうな場所の壁に、なにかよからぬものを仕掛けられる可能性もございますし」

「娘子は武官でいらっしゃったおりに、捜索などなさっていたこともおありと伺っております。まさに適役ですわね」

「あなたならできる！」というようなことを口々に言われ、ものすごく買いかぶられている気が、ひしひしとしている小玉である。

「あ、でもそれは……たまに、ですので」

　二人は「ほほ」と笑う。

「ご謙けん遜そんを」

「娘子がご確認なさったあとは、茹王女がお越しになるまで出入りの制限と記録を、徹底すると問題もございますまい」

「…………」

　なんか建物全体を取り壊して、自分で一から建てなおしたほうが、よっぽど楽なのではと思いはじめた小玉である。




　　　　※




　そこから新年までの間に、小玉は主に紅燕と真桂、そして現在の女官の長である徐じよ麗れい丹たんを頼りに、新しい妃ひ嬪ひんを迎えるために奔走した。ここしばらく不干渉だった麗丹も、さすがに事が事なせいか全面的に支えてくれている。後宮内での情勢が落ちついたから、というのもあるのだろうが。

　今思えば、紅燕が宮に入るときは、母親である王太妃が諸もろ々もろの手配をしたうえに、梅ばい花かがいたおかげで楽をしていたのだと小玉は痛感する。けれども一つずつ……庭に植える木のことなども手配するうちに、小玉はまだ見ぬ茹王女に対する不思議な愛着を覚えるようになっていた。

　小玉が入宮するときは梅花が色々な準備を調えて、宮で待っていてくれた。もしかしたら梅花も、今の自分と同じ気持ちになってくれていたのかもしれない。そう思うことは、春が来るよりも先に、小玉の心を温めてくれた。

　そうして過ごしているうちに年を越し、春もいよいよ近づいてきたというころ……宮城中が騒然となる出来事が起こった。




　後宮に入る予定だった茹王女が、この冬を越せなかったのである。




　それは年越しの夜のことだったのだという。

　茹王女は、もうすぐ離れるこの家で最後の紅梅を眺めたいとねだった。それは故・茹王妃が愛した梅で、王女は常々母を偲しのぶよすがにしていたのだという。

　珍しく体調のよかった彼女に父王も折れて、少しだけ外に出してやったのだが、それが悪かった。

　冷たい夜風に当たって風邪をひいてしまった茹王女は、あっという間に寝ついてしまい、十日ほどで息をひきとったのだ。

　これで関係者一同の思惑に誤算が生じてしまった。退官するはずだった琮尚書は、急きゆう遽きよ延期を上奏し、文林も否やなどなくそれを受けいれた。

　後宮でも発注したあれやこれやをもう取り消すわけにはいかず、関係者一同「どうしよう……」などと混乱しながらも、それは後で考えることにして、まずは皆で茹王女の若すぎる死を悼んだ。

　朝廷で茹王に取り入ろうとしていた者たちは、右往左往した。そして思惑が外れた腹立ち紛れに、「若い娘が入るのを妬ねたんだ皇后が、茹王女を毒殺したのでは」などという噂を流しはじめる始末である。

　言いがかりもいいところだ。そしてこういう、人を悪趣味に楽しませそうな噂というのは、打ち消そうとしてもなかなか消えてくれないので、小玉はうんざりしながら文林と対策を練りはじめた。

　それが必要なくなったのは、茹王のおかげである。王女の葬儀の直後宮城に参内した彼は、愛まな娘むすめの死にげっそりとやつれながらもこんなことを述べた。




「上の娘が倒れてから、下の娘は片時も離れず姉の世話をしておりました。食事もすべて手ずから作り、水でさえ自分が口をつけてから姉に飲ませ……この不肖の父にはもったいない娘です。下の娘は文字どおり、帯も解かずに献身的な看病をしてくれて……上の娘は最期に『これまでずっとありがとう』と下の娘に……」




　最後は嗚お咽えつで言葉にならず、袖そでで顔を覆う父親の姿にもらい泣きする者も多数いた。茹王女とその妹は腹違いの姉妹ではあるが、両方とも生母がすでに亡いせいか仲は至極よかったらしい。

　現代の美談として茹王家の麗しい異母姉妹の愛はあっという間に広がり、そのついでで毒殺説が一気にかすんだ。

　これでもし毒殺説が本当のことだったら、毒味まで含めてそこまで献身的に姉を支えた妹が加担したことになってしまう。それは悪趣味に噂を楽しむ人たちにとって、実に「つまらない」ことなのであった。







　さて朝廷を感動の嵐で包んだあと、茹王は文林との謁見を果たした。そして対面するや真っ先に、自らの管理不行き届きを詫わびた。

　さすがの文林も……というか、根っこのところでわりと文林は常識的な人なので、娘を失った直後の父親に対しては率直に慰めの言葉をかけてやったという。

　確かに茹王は、娘を外に出すべきではなかった。しかしそれは、本人が誰よりも分かっているはずだった。またそもそも王女が外に出たいと言ったのは、後宮に入る前にと実家と母の思い出を惜しんだからだ。

　つまり彼女の死の遠因は、この後宮入りにあったともいえる。それを思えば、関係者の誰もがほんのりと悪く、また誰もがあんまり悪くなかった。

　当分は娘の喪に服し、ゆっくり体をいとえという文林の言葉に、しかし茹王は首を横に振った。

「臣はすでに勅命を授かった身でございます。そのご命令どおり、お役に立ちたく存じます」

「しかし、その方……」

　毅き然ぜんとした言い方の茹王とは対照的に、文林は言葉を濁した。もはや茹王の立場を保証する娘が、いなくなってしまったのだ。彼がいかに意欲的であっても、状況がそれを受け入れてくれない。

　だが茹王は「恐れながら」と申し出た。

「臣の次女を、大家のお側に置いていただけないでしょうか」

「次女？」

　亡くなった王女を献身的に支えた、異母妹のことである。

　茹王が言うには、次女は確かに庶出の娘ではある。だが生母を継けい妻さいとして、正妃に格上げする前に喪うしなってしまったために、庶子の扱いしかできなかっただけで、自分にとっても彼女も大切な娘である。長女がこうなってしまったのならば、次女を後宮に入れてやりたい……。

　こんなことを主張する茹王に、文林はうなった。

「だがさすがに、長女と同じ待遇で迎えることはできないぞ」

　いくら父親本人が、嫡女と同じように育てた……と主張しているとはいっても、庶子はやはり庶子である。今から嫡女に変えることはできない。亡き生母の地位を、特例で正妻に格上げしたとしても、やはり格差は残る。

　暗に断った文林であったが、さすがにそこまではしっかりと考えていたとあってか、茹王はすんなりと頷うなずいた。

「承知の上でございます」

「娘がさほど高位の妃嬪になれないのであれば、お前の朝廷での立場もあまり優遇はされない。そのことも承知の上か」

「それも承知の上でございます」

　文林は念を押したが、それでも彼は折れない。

　文林はためいきを一つつく。彼にとっても悪い話ではなかった。問題はあるが、次善の策であるともいえるかもしれない。

「検討はしよう。しばらく帝都に留とどまり、沙さ汰たを待て」

「御意」







　……ということを、文林は愚痴めいた口調で小玉に語ってくれた。

「そういうことになってたのかあ」

　聞いた小玉も、作る表情に迷ってしまう。

「茹王の提案は悪いものではない。むしろこの切羽詰まった状況の中で、よく思いついたともいえる」

「そうね……」

　彼に父親としての打算もしくは、政治に関する野心というものがあるにせよないにせよ、茹王の提案はおそらく朝廷にとっても検討に値する話であった。

　後宮にとっても、準備した調度品が無駄にならないという点ではよい話である……朝廷での問題に比べれば実にささやかなことではあるけれど。

　しかし小玉個人にとっては……小玉は茶杯を持つ手に少し力を入れる。口当たりよく薄く作られたそれが割れない程度に。




　若い娘が来る。

　後宮での振る舞い方をよく理解しているであろう、健康な若い娘が。




　そんな娘はすでに、後宮の中にいくらでもいる。だが新しく迎え入れるとなると……紅燕のときとは小玉の捉とらえ方がまるで違っていた。

　小玉は今、わかりやすく嫉しつ妬としている。胸の中にはもやもやどころではない焦燥感があった。

　──これが嫉妬か。

　茶杯を握る手の中に、嫌な、冷たい汗を感じる。実に恐ろしい感情だ。

　だが「嫌だ」ということはできない。それが政治的に非常に重要なものであると、個人としても皇后としてもよく分かっているがゆえに。

「あたしは……お迎え、すべきだと思う」

　なるべくなめらかに言えるようにと努力した。

　文林は小玉のほうをちらりと見て、「うん」とも、「うむ」ともつかぬうなり声をあげた。その顎あごには、まあまあ立派な髭ひげが生えている。彼の努力はなんだかんだでかなり実を結び、そして現在も努力を怠っていない。その妥協しない姿勢、小玉は好ましいと思うし、努力が実ったことを喜ばしく思っている。

　それにしても復卿の夢のお告げは、なんだかんだで当たっているので、そろそろ小玉も死者のご加護を信じようかと悩んでいるところである。でも相手は復卿だし……。

　先の寛との戦いで使者を務める者を選ぶ際に風ふう采さいが重視されたように、朝廷における身なりはかなり重要な要素だ。文林は確かに見目がよいが、朝廷でよしとされる外見とは大きくかけ離れていた。かなり前に文林が男だん娼しように間違えられたり、つい最近宦かん官がんに間違えられたりしたような「外見のそぐわなさ」は、皇帝としてはやはり問題だったようだ。

　科挙に臨む老人が、髭を剃そって年齢を偽るのが笑い話としてまかりとおっているように、この国で髭の有無は、男性の印象をかなり左右する。

　文林は髭の問題を若干茶化してはいたが、けっこう悩んでいたんだろうなと、最近になって小玉も反省している。自分ももう少し真剣に、協力を持ちかけるべきだった。

　文林の髭について考えていると、ふんぎりがついたのか彼が口を開く。

「……文官たちにも諮る」

「はい」

　頷く小玉に、文林はどこか皮肉げな笑みを向けた。

「話を変えよう。明るい……いや立場によっては暗い話だ」

「どういうこと？」

　眉まゆをひそめる小玉に、文林はこんなことを言う。

「お前、今年は出征しなくても大丈夫そうだぞ」

　いい話である。

　しかし、唐突すぎる。

「それは……うん、明るい話ね」

　戸惑う小玉に、文林が問いかける。

「『でも、なんでそんな予想ができるの？』と、聞かないのか？」

「え、なんでいきなり裏声使うの？　あとあたし、そんな気持ち悪い聞き方してるの、いつも？」

　妙になよなよした声音が耳に入るや否や、小玉の腕に鳥肌が立った。自分の体を抱きしめて、摑つかんだ両腕を激しく上下にさする。

「気持ち悪いって、お前……」

　小玉は首を横に振りながら言う。

「だって……本当に気持ち悪いよ……」

　文林がそんな言い方をしたということ、そしてもしかしたら意識していないだけでいつもの自分がそんな言い方をしているかもしれないのだということ。そのどっちも。

「で、あたしいつもそんな聞き方してるの？」

「いや、俺が質問してほしいのはそっちじゃないんだが……」

　そんなことはわかっている。だがこの件についてはっきりさせてくれないと、大事な話に集中できない。どうせ一瞬で済むことだし。

「……まあ、多少は誇張した」

「はいわかりました。じゃあ本題入って」

　文林の返答を聞いて、小玉は即座に話を切り替える。結局彼女が『でも、なんでそんな予想ができるの？』と言ってくれないのを察したのか、文林は残念そうな顔をしつつも事情を説明してくれた。最初からそうしてほしかった小玉である。

「まず、寛で皇帝の寵ちよう姫きが男児を産んだ」

「へえ」

　小玉はやる気なく相づちをうった。赤子の誕生は総じてめでたいことであるが、敵対国の慶事を喜べるような心の余裕はない。

「その直後、皇太后と皇后が死に、今あちらの皇帝はその妃ひ嬪ひんを皇后に立てようと躍起になっている」

「……うん、わかった！」

　得心がいった。

　それは確かに、「明るくて暗い」話だ。

「皇太后と皇后の死に後ろ暗い裏がありそう……というか、あるのはまず間違いないとして、さすがに向こうの廷臣も反発してるんでしょ」

　文林はにやりと笑った。

「そうだ。当分国内が荒れるから、こちらに目を向ける余裕はないだろう」

　それはこちらにとっては、なかなかに明るい話題である。

「寛はね。でも康はどうなのよ。今女王が妊娠してるんだって？　確かに動きは制限されそうだけど」

「それだけじゃない。それまで実権を握っていた大おお叔父おじを、排斥しようとしている。一度流産しかかったが、その責任をうまいこと大叔父にかぶせた」

「あらあ……」

　それもまた、「明るくて暗い」話である。

「それ本当に、その大叔父さんが原因なの？」

「知らん」

　文林の答えは、端的だった。多分文林にしても、実際の原因はどうでもいいのだろう。確かに女王の手腕のほうが、はるかに重要だ。

「こっちも今年は自国のことで手一杯だろう」

「なるほどね」

　小玉はため息交じりに頷いた。

「それぞれの国にとっては、今年の冬は忙しい冬ね……」

　早く春になってほしいと小玉は思ったが、かといって春になっても、どこもかしこも忙しいのだということに気づき、苦笑いするしかない。




　　　　※




　話は冬の直前に戻る。

　己の足で歩もうという意志を発露した少年は、その意気込みとは裏腹に、それほど日を置かずして寝込んだ。

　原因は風邪である。

　精神的にはともかく、肉体的にはちやほやされて育っていた彼は、長旅の疲労にはめっぽう弱かった。

　しかも雪こそまだ降っていないものの、冬の声が聞こえる時期だ。そんな中、これまで住んでいた場所よりもずっと北のほうに向けて移動しているのだ。体が受ける負担は著しいものだった。

　そんな少年に呆あきれも怒りもせずに、老夫婦は少年の世話をしてくれている。

　老人はどこからか小さな荷台を調達してきて、馬に牽ひかせた。少年は荷物と一緒にその荷台に横たわり、一方の老夫婦は歩いている。

　常に感じる小刻みな揺れのせいで、熟睡はできなかったものの、それでも少年の体への負担はかなり軽減されている。

　とろとろと眠りながら少年が抱くのは、申しわけなさ。それは彼が、生まれて初めて抱く感情だった。

「坊、もうすぐ着くぞ」

　老人に声をかけられ、少年は意識を浮上させた。上半身を起こして、周囲を見回した。周囲の植物は、葉がほとんど落ちているとはいえ、あまり見たことのないものだということがわかる。

　ああ、異国に来たんだという実感が、少年の胸に沸き起こった。その気持ちは、実際に国境を越えた時よりも強かった。

「熱は下がったかい」

　老婦人がおっとりと声をかける。彼女の手がすいと伸ばされて、少年の額に触れた。少年はそれを黙って受け入れた。

　初めてそうされたときは、ぶたれるのではないかと思って、とっさに身をすくめたものだった。しかし今では、その反射も鳴りをひそめている。

　老婦人のひんやりとした指が額に当たるのが気持ちよくて、少年はうっとりと目を細めた。手はあたたかいものだけが心地いいとはかぎらないのだと、少し感心しもした。

「ああ、まだ少し熱があるね」

　その言葉とともに、離れていく冷ややかさを名残りおしく思った。

　おかしなものだ、以前は暖かさをむやみに望んだものだったが、今は接触によって得られるものが、暖かかろうが冷たかろうがどうでもよくなっていた。

「もう少しで、揺れない寝床で休ませてあげられるからね」

「……その前に、あいつらの説得だがな」

　老人はなにやら苦い顔をしていた。狷けん介かいな印象の顔立ちの彼が、そのような表情を作ると非常に重苦しい空気が漂う。

　事情があるのだろうと、少年は思った。もちろんその「事情」とは、少年自身のことにほかならないことは察していた。

「それはあなたにお任せします。わたしたちは先に休んでいますので」

「お前……」

　老人は妻の言葉を一いつ蹴しゆうしたりはしなかった。彼の顔に困惑の色が浮かぶ。狷介な印象はあくまで顔立ちだけのことなのだ。

　老人の内面は、かなり寛容だということは少年にももうわかっていた。いきなり歩くと言いだした、旅慣れていない自分の意向を尊重してくれて、そしてこの体たらくになっても責めるようなことはしなかったわけなのだから。

「わたしは病人の体のことを優先したいわ。かわいそうに、こんなところで寝ているから、節々も痛んでいるでしょうに」

「そうさなあ……」

　老人は、左手で顎あごをさすりながら呻うめく。困りきった彼の様子に、どうにかしてやりたいという気持ちは少年の中にあるものの、口をさし挟むことはできなかった。そもそも少年自身、事情の全てを理解しているわけではないのだから。

　そのことに不安はある。とはいえ、自分に対する処遇がこれからどうなったとしても、今はこの二人に自分のすべてを任せるしかないのだ。それはあきらめではなく、覚悟として少年の中にある思いだった。

　現状、自分が頼れるのはこの人たちしかいないし、仮にその結果どうなったとしても、この人たちにされることならば受け入れるべきなのだろう。

　自分はどのような扱いを受けたとしても文句を言えない人間だ。少年の中で、そういう思いは日に日に強くなっていた。

　荷馬車のがらがらという音がやけに、耳についた。







　日がとっぷりと暮れたころ、一行はそこそこ立派な家の前に着いた。老婦人はさっさと少年を連れて入り、中にいた女性に布団を敷くよう指示する。老人は老人で、中から出てきた男と共に荷物を持って、奥のほうに引っこんだ。

「いいから休みなさい」

　老婦人に言われ、気になりながらも少年は眠りについた。ただでさえ疲れているところ、風邪の症状はやはり体に応こたえるものだ。

　まどろむ中、ふと人の気配を感じた。はっとして目を開けると、そこには一人の少女がいた。少年の顔を覗のぞきこんでいる。

「起こしちゃった？」

　驚いて身を起こす少年に、少女は無邪気に問いかける。確かに起こしちゃったわけなのだが、少女はまるで悪びれていなかった。

　辺りを見回しても、老婦人はいなかった。「お前は誰か」と、少年が問いかけようとする前に、少女がまた問いかける。

「お姉さんは……どこから来たの？」

　──お姉さん？

　少年は少年だから、つまりは男である。それなのにそんなことを言われて、少年は仰天した。

「あ……」

「声かすれてる。風邪ひいてるからかな。なんも言わなくていいよ」

　話しかけようとする少年を、少女が遮った。違う、そういうことじゃない。

「お水飲みたいの？　場所教えてあげる」

　違う、そういうことでもない。

　しかし喉のどが渇いていたのは事実だったので、少年は寝床から起き上がり、少女に手を引かれるがまま、暗い廊下を歩いた。

　厨くりやに着くと、少女が木の椀わんを棚から取りだした。水みず瓶がめの中から柄ひ杓しやくで水をすくって、軽くゆすいでから水を半分ぐらい満たし、少年に渡す。

　おそるおそる一口飲むと、おそろしいほど喉が渇いていた自分に気づき、少年はごくごくと飲み干す。

「おかわりいる？」

「……ん」

　椀を差しだすと、少女はまた水を注いでくれた。




　──だから、世話をする義理なんてないだろう!?




「わ！」

　いきなり大声が響き、少女は驚いて柄杓を動かす。

　こぼれた水が少年の腕をぬらした。

「…………」

　声が聞こえたほうに目をやる少年に、少女はすまなそうに言う。

「ごめんね。お父さん声大きいから」

　違う、そういうことじゃない。

　老人と、そしてさっきの男が、間違いなく自分について話をしているのだろう。そしてどう楽天的に考えても、話が弾んでいるようには聞こえない。

「お話、気になるの？」

　少年がこくりと頷うなずくと、少女は少年の手から椀を受けとり、また軽くゆすいでからしまった。そして少年の手をとる。

「ここに座ってなよ。お父さんもおじいちゃんも、ふだんそんなに話さないわりに声大きいから、きっとなに話してるか聞こえるよ」

　ぎょっとして少女の顔を見ると、少女は事もなげに言う。

「気になるんでしょ」




　──嫌ならお前らにずっと世話になるつもりはない！　あの子と一緒に、わしらは出て行く！

　──なに……、…………わよ。

　──お前！

　──あ……た、そんな…………。

　──そんな親不孝なことができるか！




　はっきりとした声の間に、ところどころ女性の声がとぎれとぎれに聞こえる。おそらくは老婦人と、寝床を支度してくれた女性のものだろう。

　少年は目を閉じて、響く声に耳を澄ませる。内容はやはり少年の世話をするか、放りだすかというものであった。

　体調も悪い今、放りだされたらすぐに死ぬな……と、他人事のように考える。できれば息の根を止めてから放りだしてほしいものだが、それはあまりにも楽に終わりすぎるというものだろうか。




　──あの男には、お前の命を救ってもらったことがある。

　──だがそれは、お互い打算のうえでの関係だろう！

　──違う。それより前のことだ……。

　──じぶ……、す…………。




　とぎれとぎれの会話を聞きながら考えているうちに、意識が消えていき、気づいたら朝だった。寝床に戻っていた。

　まさか昨日の会話は夢の中でのことだったのかと思ったが、顔を覗きこんでいた老人が、厳しい顔をしていた。

「あのおてんばから話を聞いた。お前は、どこまで聞いていた？」

　噓はつけなかった。

「命を、救った……というところ」

「そこを聞いたか。まあいい」

　老人は厳しい顔を少し緩めると、部屋の入り口のほうに顔を向けた。

「おい、阿あ嬌きよう。入ってきていいぞ」

「はーい！」

　昨日会った少女が部屋に飛びこんできた。少年に抱きつくようにして、そのままぴょんぴょんと跳ねる。見ているだけで忙せわしない存在だ。

　状況がのみこめず動揺する少年に、少女は笑顔をむけた。

「お姉さんは、ほんとはお兄さんだったんだね。髪長くてお顔がきれいだから、間違えちゃった」

「そうだ。だがお姉さんとして扱っていいぞ」

　老人が唐突に、とんでもないことを言う。ぎょっとする少年に対し、少女はあっけらかんとしていた。

「えー、お兄さんなのにお姉さんなんだね！」

「そうだ」

　違う。

　少女は「わかった～」と頷く。その理解力を自分にも分けてほしい。自分のことなのに、どうして自分は理解していないのだろう。

　目を白黒させる少年に、老人は静かに言う。

「お前はこれからしばらく、娘として暮らしてもらう」

「……わかった」

　その一言で理解した。察しはいいほうだ。自分が身を隠すために、女として偽る必要があるということなのだ。

「お姉さん？　お姉ちゃんかな？　お姉ちゃんはなんて名前なの？」

　楽しそうに聞く少女の頭を老人は一度撫なでると、敷布の上に指でこう書いた。

「嬉き児じだ。わかったな？」

　最後の問いかけは、孫娘に向けたものではなかった。少年は深くうなずく。自分はこれから「嬉児」という少女なのだ。

　これから女性としての立ち居振る舞いを身に付けなくてはならないな……と嬉児は思いながら、横でぴょんぴょんと跳ねている少女のほうを見た。

「わかった！　嬉姉ちゃんだ！」

　彼女がなぜ嬉うれしそうなのかは、まったくわからなかったが、彼女から女性としての立ち居振る舞いを学ぶことはできないだろうなということだけは、確信といってもいいほどわかった嬉児である。







　それから一月半ほど、嬉児は平穏な生活を送ることができた。

　予想どおり、阿嬌と呼ばれた少女から女性らしさを学ぶことはできなかったが、記憶の中にある母親たちの姿をなぞれば、問題はおおむねなかった。それに老婦人をはじめ、女性は他にも身近にいる。

　老夫婦の遠縁の娘だという触れこみは、この村では特に疑われていないようだった。身の上も、性別もまったくだ。ただし自分と同じくらい、またはちょっと年上の少年たちに、むやみに声をかけられはするという弊害はあった。

　老夫婦、そしてその息子夫婦、さらにその娘の阿嬌。五人との生活は慣れないこともあったが、常に誰かが嬉児について手助けをしてくれる。阿嬌以外は、嬉児に対する監視を考えて、身近にと心がけてもいるのだろう。特に老夫婦の息子は、嬉児に対してあからさまに冷淡な態度をとるが、それは当然のことのように思う。だから嬉児は、あまり意に介さず日々を送った。

　嬉児が特に一緒にいる相手は、あの阿嬌だった。彼女は思いついたことをなんでも嬉児に話し、嬉児はいつもそれを黙って、あるいは頷きながら聞いていた。

　嫌だとは思わなかった。静かであるよりは、声が聞こえたほうがずっと安心できたからだ。それも明るい声ならばなおさら。




　あの宮はいつも静かで、ときどき母の金切り声だけが聞こえるだけの場所だった。

　自分はあの場所が嫌いだった。

　大嫌いだった。




　嬉児は大したことをしたつもりはまったくなかったが、ある日阿嬌の母親から礼を言われた。

　その日の阿嬌は、嬉児相手に話したいだけ話して、そして満足すると家に帰るなり、いきなりそこらへんにうずくまって寝てしまった。

　具合が悪くなって倒れてしまったのかと、阿嬌の横でおろおろとしていると、阿嬌の母親が笑いながら「大丈夫」と言ってくれた。阿嬌を抱きあげつつ。

「この子は楽しくて疲れると、こうなるの」

「わたしが阿嬌を……こうしてしまったということ？」

　女の子らしい言葉づかいにしようと気をつけながらたどたどしく問うと、阿嬌の母親は「そういうことじゃないわ」と、少し慌てた様子を見せた。

「『この子を楽しませてくれてありがとう』ということよ。あなたに感謝してるの」

　そう言って、阿嬌に対するのとまったく同じ手つきで、嬉児の頭を撫でた。嬉児は少なからずとまどう。

　そんな嬉児に、阿嬌の母親は穏やかに語りかけた。

「ね、嬉児。この子はなんというか少し……特別な子なの」

「……そうなんだ」

　嬉児の周囲には、子どもがほとんどいなかったから、普通の子と特別な子の違いはよくわからない。けれども彼女が村で遠巻きにされていることはわかる。嫌われているわけではないが、皆彼女に……疲れてしまうというか。

　阿嬌が近くにいれば、声をかけてくる少年たちを追いはらうことができるのはありがたい。だからそこはありがたく有効活用しているが、どうして皆が阿嬌に対してそうなってしまうのかは、嬉児には理解できない。こんなにわかりやすくて、楽な人間はいないというのに。

　不思議そうな嬉児に、阿嬌の母は嬉しそうに笑った。

「そうなのよ。でも嬉児にとっては特別じゃあないのね。それはいいことだわ……ええ、とてもいいことよ」

　嬉児は怪け訝げんな顔をする。

「そうなの？　特別あつかいはいいことじゃないの？」

「時と相手によるわね」

　阿嬌の母親が、ふと遠い目をした。

「私の妹も同じような子だったわ……ここまで大きくはならなかったけれど」

　幸か不幸か察しのいいほうだ。だから嬉児は、阿嬌の母親の言葉に含まれたものに気づいた。

「もういないの？」

「ええ、いない」

　阿嬌の母は、不意に聞いたことのないような冷たい声を出した。驚く嬉児に、阿嬌の母は一瞬前の声が噓のような優しい口ぶりに戻る。

「あのころはね、こういう子が育つ時代じゃなかったの。けど今は違うし、違うままの時代であるようにしたいわ」

「…………」

　どう反応していいのかわからない嬉児に、阿嬌の母はもう一度頭を撫でると、「これからもこの子をよろしくね」と笑った。

　そのお願いに対しては、どういう反応をすればいいのかわかった。

「うん」







　一か月半後、阿嬌の両親が揃って出かけることになった。近所からも何人かが一緒に行くらしい。

「いつもは隣に阿嬌を預けてるんだが、親父とお袋がいるから安心だな」

　夕食時に用事を告げたあと、そんなことを言って阿嬌の父親はかすかに笑った。

　阿嬌も匙さじを持ちながら、にこにこと笑う。

「おみやげ持ってきてね！」

「馬鹿お前、仕事なんだぞ」

　そう言われて父親に額を小突かれても、阿嬌はにこにこと笑ったままだ。

　ところで嬉児は、阿嬌と同じ部屋で休んでいる。いくら女の子と偽っているからといって、男子と女子が同じ床で休むなど……と当初は思っていた。しかし他の者がまったく気にしなかったから、そのうち嬉児も慣れた。阿嬌のほかほかした体温を感じながら寝ると、あっという間に朝が来てしまう。

「阿嬌。叔父おじさんと叔母おばさんは、よく家を離れるの？」

　今日も阿嬌と同じ寝床に入って静かに問いかける。遠縁の娘という名目でここにいる嬉児は、阿嬌の両親を叔父、叔母と呼ぶようにしていた。

　阿嬌は「そうだよ！」とはきはき答えた。しかしあまりにもはっきりしすぎた声であるため、部屋の外から「黙って寝ろ！」と、阿嬌の父親の声が飛んできた。

　こそこそ話ができない阿嬌から、なにかを聞き出すのは無理がある。そう思いながら嬉児は、阿嬌を抱きしめて寝た。







　翌日、翌々日……いつもどおりの日が続いた。家の手伝いをし、雪の中を駆け回る阿嬌を見守り、その話し相手をする。

　ただいつもと違うことが一つあって、それは寝る前の阿嬌が決まって窓の外を眺めては、「おみやげなにかなあ」と呟つぶやくことだった。阿嬌の父はなんだかんだ言って、いつもなにかを持ち帰ってきてくれるのだという。




　──父親か……。




　嬉児の脳裏に、自分とよく似た面差しの男の姿が一瞬よぎったが、それはすぐ消えてしまった。嫌いではないが好きでもない男だった。どちらの感情を抱こうにも、あまりにも相手のことを知らなかったから。




「阿嬌、髪を梳すいてあげるから、ここに座って」

「うん！」

　阿嬌は家の手伝いとして「頼まれた」こと以外については、まったく集中できないため、たとえば自身の髪を根気よく梳くことは不得手だ。だから嬉児が髪を梳いてやり、その間阿嬌は話したいことを話したいだけ話すのだった。

「明日は叔父さんも叔母さんも帰ってくるから、早く寝よう？」

「うん！」

　元気に返事をする阿嬌を抱きしめて、今日も眠りに就く。

　阿嬌の母親が帰ってきたら、阿嬌が留守中にどんな様子だったか教えてやらないと……そんなことを思いながら、嬉児は眠りに落ちていった。最近はすぐに寝いってしまう。しかも眠りが深い。







　翌日、嬉児は阿嬌に手を引かれて、村の入り口まで迎えに出た。

　しかし戻ってきたのは、出て行ったときと同じ面々ではなかった。阿嬌の父親は体中に傷を負って、血を流している。背負われてぐったりしている女は、着ている服こそ阿嬌の母親のものであったが、まったくの別人だった。

　阿嬌は嬉児の手を握ったまま、父親に問いかける。

「お母さんは？」

「…………」

　目をそらす阿嬌の父親に、嬉児は悟ってしまった。阿嬌の母親は、阿嬌のもとに戻らない。戻ってこられない。

　それを阿嬌に知らせたくはないと思ったが、しかし阿嬌の手に一瞬だけ力が込められたのを感じ、目を閉じた。彼女もまた母親の死を悟ったのだ。

「阿嬌、家に帰ろう」

　嬉児は阿嬌の手を引く。いつも阿嬌に手を引かれる彼は、初めて阿嬌の手を引いた。素直に従う阿嬌は、いつもとはうって変わってなにも話さなかった。

　その日はずっと。







　翌日の阿嬌は元の阿嬌に戻っていた。

　いつものように笑って、いつものようによく話す。

　そして父親が背負ってきた女性を気にかけていた。

「嬉姉ちゃん、あの女の人すごく具合悪そうだったよね！　あたしお見舞いに行きたいなあ！」

　もしかして彼女は、あの女性を母親と誤認しているのだろうか……そんなことを思いもしたが、よくよく話を聞いていると、母親とは別人だと認識したうえで、それでもなお気にしているのだ。

　わかりやすい子だから、きっと怪我をしている人間がただ心配なのだろう。しかしその女性がどこにいるか、嬉児はわからない。

　自分がなにかを探ろうにも、あまりにも信用されていない自覚が嬉児にはある。それに阿嬌の父は、村のどこかにはいるようだが、家にはまだ戻っていなかった。

「ねえねえ、おばあちゃん！　あのお姉さんはどこ？」

　阿嬌は誰かに頼るということをしない。まずは自分から行動する。老婦人に問いかけるが、彼女は困った顔をして、「そのうち会えるかもしれないから、待っててね」と言う。いつもならばそれで納得する阿嬌だが、この件については執しつ拗ようだった。

　今度は祖父のところに行って質問攻めにする。老人は常よりもずっと寡黙で、あの阿嬌がしびれを切らすまで沈黙を守り続けた。

「じゃあ今度は探す！」

「やめよう阿嬌……」

　さすがに嬉児がたしなめると、阿嬌は悲しげな目でこちらを見てきた。そんな顔をする彼女を初めて見た嬉児は、それ以上なにも言うことができなかった。

　その日、阿嬌は一日中村を駆けまわった。執拗に女性の場所を聞こうとする彼女が、母を亡くしたばかりだと皆知っているせいか、誰も怒ったりはしなかった。だが皆阿嬌から逃げるように、そして隠れるように自分の家の中に入っていく。

　阿嬌は決して失礼な娘ではなかったから、そういうことをされても誰かの家に勝手に足を踏みいれることはせず、別の誰かを捕まえようとする。

　走り回る阿嬌の手はびっしょりと汗をかいていて、それでもずっと嬉児の手を放さなかった。

　こういうとき、いつも声をかけてくる少年たちを捕まえられたらいいのに、姿が見えないのだから役に立たない……と、嬉児は罪のない少年たちに内心で悪態をついた。







　阿嬌の努力らしきものが報われたのは、さらに翌々日くらいのことである。

　その日、ようやく阿嬌の父親が帰ってきた。

「お父さん！　お父さん！」

　叫んで父に飛びつく阿嬌を、阿嬌の父親も固く抱きしめた。

「ねえねえ、あの女の人はどこ？」

　阿嬌の父親のことだから、「知らん」などと言うだろう……そんなことを思ったが、嬉児の予想は外れた。

「いま連れてってやる」

「ほんとに!?　嬉姉ちゃん、よかったね！」

　ごく当たり前のように、一緒に行く前提で話している阿嬌だったが、嬉児はそのことを疑問に思わなかった。

「……お前も行くのか？　まあいい」

　阿嬌の父親にそう言われて初めて嬉児は、自分も行く心づもりになっていたことに気づく。しかし否定する気にもなれず、嬉児は阿嬌に手を引かれ、阿嬌の父親と三人で村の外れ、山の中に入る。そこには一軒の小屋があった。

　そして中から、女性の金切り声が聞こえた。




　──いやだ！




　耳にしたとたん、嬉児の足がすくむ。脳裏に母の声が響く。

　そんな嬉児を、阿嬌は不思議そうに見た。

「嬉姉ちゃんは行かないの？」

「行かない」と言うよりも早く、阿嬌の手がするりと離れていく……あんなにいつも固く握っていた手は、いともたやすく離れてしまうものなのだということに、嬉児は初めて気づいた。

「行く！」

　離れていく阿嬌の手を慌てて追って、嬉児は手をつなぎなおした。

「……阿嬌、これを持っていけ」

　阿嬌の父親は、阿嬌に小さな包みを差しだす。

「これはなに？」

「あの女の人のご飯だ」

　阿嬌は片手で包みを受けとって、無邪気に問う。

「ごはん、あげればいいの？」

「そうだ。それがお仕事だ」

「わかった！」

「お手伝い」や「お仕事」が大好きな阿嬌は、顔をぱっと輝かせる。

　まさかあんなに荒れている女のところに阿嬌を送りこみ、自分は着いていかないつもりなのか。阿嬌の父親を見上げると、嬉児の視線に気づいた彼は、責めを感じとったのかため息を一つついた。

「大人がいるほうが荒れる。あの方は子ども相手に、当たり散らすようなことはなさらない方だ」

　彼の言いようが気になりはしたが、ずんずん進もうとする阿嬌に今度こそ手を放されてしまうと思い、嬉児も歩き出した。




　近づくと、小屋の中からは同じ言葉がずっと聞こえているのがわかった。

「あの男あの男あの男!!」

　嬉児の嫌いな金切り声であることを差し引いても、言っている内容が不穏すぎる。ついでになにかを、ずんどこずんどこ叩たたきまくっている音も聞こえる。

　それでも阿嬌は、まったくためらわない。久しぶりに噓でしょ……と思いながら、阿嬌をまじまじと眺める。いつの間にか、心の中の声も女の子らしい言葉づかいになりつつある嬉児であった。

「お姉さん、こんにちは！」

　ばーん！　と扉を開ける阿嬌の手にも、ためらいは一つもなかった。なにかあったとき阿嬌を庇かばう心積もりで、嬉児はとっさに自分の体を先に小屋の中に滑りこませた。

　小屋の中は外見の印象からは想像もつかないほど、立派に整えられていた。その中に据えられた寝台に突っ伏していた女性が、あっけにとられた顔をこちらに向けてきた。無理もない。心の準備をする余裕も与えられなかったはずだ。振り上げられた腕を見るに、彼女はどうやら寝台をひたすら叩いていたらしい。

「な、なに……」

「ごはん持ってきた！」

　嬉児の横をすりぬけ、阿嬌が小屋の中に入る。その動きで我に返ったのか、女性はさっと寝台の上に座ると、髪を手ぐしで素早く整え、つんとそっぽを向いた。

「いらないわ。持って帰って」

「だめ！　お仕事なの！」

「いらないと言っているでしょう！」

　女の叱責に身をすくませたのは嬉児であるが、阿嬌はまったく動じず、女性に向かって小包を差しだしつづける。




「いらない」




「いらないの」




「いーらーなーい！」




　しつこい阿嬌に、女性もしつこく拒絶するが、阿嬌はにこにこ笑ったまま小包を差しだし続ける。こうなった以上阿嬌が折れるのは、彼女の祖父並の忍耐力の持ち主が相手にならないかぎりありえない。少なくとも、このあまりにも短い付き合いの中で嬉児が見たかぎりでは。

　そしてこの女性は、そこまでの忍耐力を持ちあわせていないように見えた。

　実際、そのとおりだった。

　もともと疲れていたのか（あれだけ怒鳴っていれば、それは確かに疲れも溜たまっているだろう）、女はやがて肩を落とすと、力なく椅子を指さした。

「そこに置いて。あとで食べるわ」

　これは絶対に食べないだろう……嬉児は確信したが、阿嬌はまったく疑いを持たず、「わかった！」と言うと、小包を椅子の上に置いた。

「お姉さん、元気になってね」

　阿嬌がそう言った瞬間、女性が泣きそうな顔になったのを、嬉児は見てとった。







　二人が小屋を出ると、すぐに阿嬌の父親が近づいてきた。

「お父さん、ごはん渡してきたよ！」

「あの方は食べていたか？」

「ううん！　でも言われたとこに置いてきた。あとで食べるって」

　嬉児は、もしかしたら阿嬌の父親が阿嬌を怒るかもしれないと思ったが、そんなことはなかった。

「よくやったな」

　そう言って、阿嬌の頭を撫なでる。

「明日あしたも頼んだぞ」

「うん！」

　嬉児は少なからず不安に思った。まさかこんな不毛な行いを、阿嬌に何日も続けさせるというのか。







　阿嬌の父親の思惑らしきものを嬉児が理解したのは、その翌日のことだった。昨日に引き続き食料を持たせられた阿嬌は、小屋に入るなり大きな声で叫んだのだ。

「あー！　食べてない！」

「うるさいわね……」

　寝ていた女性が、全然疲れが取れなかったという様子で寝台から身を起こす。

「ごはん食べないと駄目なんだよ！　これ今日の分！　今食べて！」

「いらないわ」

「食べて！」

　そこからまた昨日のような応酬が始まる。しかし昨日にも増して阿嬌は折れなかった。嬉児には、彼女がどこか怒っているようにも見えた。阿嬌が見せる感情というのはあまり種類が多くなく、その中で「怒り」というのを、覚えているかぎりで嬉児は見たことがなかった。

　阿嬌は小包の中から、小麦を練って焼いたものを取り出し、女性の口もとにずいと突きつける。

　無理やり相手の口に突っ込むというようなことはしないが、相手の口ぎりぎりのところまで持っていって、待つ。ひたすら待つ。




　女性は、やはり今日も折れた。




　嬉児は、自分の視線に女性に対する同情が混ざるのを抑えることができなかった。そんな嬉児の目前で、女性は疲れ切った顔で、一口食べた。

「食べた！」

　やったあ！　と喜んで跳ねる阿嬌の忙せわしなさとは対照的に、ゆっくりと咀そ嚼しやくする女性の目は泥みたいに淀よどんで見える。

「じゃああとは、自分で食べてね！」

「はいはい……」

　女性は虚うつろな声で返す。昨日と同様、椅子の上に小包を置く阿嬌に、多分彼女は食べないよ……と思ったが、嬉児はなにも言わなかった。

　翌日どんなことが起こるか、嬉児にはわかったからだ。正直、女性に対する同情心がすでに芽生えている。




　翌朝、阿嬌は自分が差しだしたもの以外、一口も手をつけられていないままの食料を見て激怒した。

　そして今度は、全部食べるまで女性の口に食料を差しだし続けた。小屋を出るころには夕方になっていたが、阿嬌は嬉うれしそうだった。







　翌朝、阿嬌は女の口に食料を差しだした。女性は、昨日よりも早めに食べ終えた。







　翌朝も、阿嬌は女の口に食料を差しだした。女性が「自分で食べるから」と言っても、「噓ついちゃ駄目！」と言って、自分の手で食べさせた。







　翌日、阿嬌が来るや否や、女性は小包をひったくって、自分で食料を取りだして食べた。嬉児は心の中で「おお」と感嘆の声をあげた。ついに学習したらしい。阿嬌は「やったー！」と小躍りして喜んだ。







　その日以降、女性は少なくとも阿嬌が目の前にいる限りは、食事を拒否しなくなった。むしろ積極的に食べるようになった。少しでももたもたしていると、すぐ阿嬌が餌付けを開始するからだ。

　けれども彼女は、小屋に阿嬌と嬉児以外の者が立ち入るのを嫌った。子どもはともかく、大人の姿が見えると、激しい金切り声で威嚇して、細腕に似合わない激しさで物を投げて追いだす。特に男相手には。

　その行動に、嬉児は女性がどんな目にあったのか察したが、誰にもなにも言わなかった。阿嬌に危害を加えなければ問題ないと思ったからだ。

　阿嬌とついでに嬉児は、自然に女性のお世話係のような立場になっていった。だから彼女の体調の変化にも、すぐに気づいた。

　女性が食べ物を食べても、すぐに吐くようになった。阿嬌はおろおろしながら大人を連れて来たが、女性はやはり追いかえす。

「お姉さん、お姉さん」

　阿嬌は心配しながら女性にまとわりつくが、女性はうっとうしそうにあしらうだけだった。初めて阿嬌に会ったとき風邪気味だった嬉児は、体調が悪いところに阿嬌の率直すぎる人懐っこさが害だとよくわかっている。けれどもいくらなんでも、あの態度はないだろうと思った。







　状況が変わったのは、ある日世話をしに小屋に入ったとき、女性が中にいなかったときのことだ。これまでそんなことは一度もなかった。女性は小屋から出ず、そのため手足が萎なえかかっていたくらいなのだから。

　小屋の中に女性がいないと知った阿嬌は、絶叫して外へ飛び出した。嬉児は慌てて後を追った。

　長らく閉じこもり、足が萎えかかっていたのが幸いしてか、女性はさほど遠くへは行っていなかった。雪の中に我が身を埋めるようにして倒れている女性に、阿嬌は泣きながらすがりついた。

「お姉さん、お姉さん！」

　女性の唇が真っ青になっているのを見た嬉児は、その肩を叩たたいて、「大人を呼んできて！」と指示を出す。自分が行ったほうが早いが、この場に死にかけている女性と、動揺している阿嬌の二人を残したくはなかった。

「わかった！」

　阿嬌はぱっと身を翻し、村のほうへ駆けていく。その背を止めるように、女性が声を絞りだした。

「放っておいてちょうだい……！」

　けれどもその声は、阿嬌には届かなかった。嬉児はかがみ込むと、彼女の体にかかった雪を払い始める。そうしながら、女性の顔を覗のぞきこむ。嬉児と目が合い、女性が忌々しげにそっぽを向いた。

　その横顔に声をかける。

「あなたが死ぬと、阿嬌が悲しむ」

「関係ないわ……」

「あなたの命を守って死んだのは、阿嬌の母親なのに？」

　嬉児がそう言うと、女性がこちらを向く。彼女の目が、出会って初めて光を帯びたのを嬉児は見てとった。

　彼女は唇をわななかせながら口を開く。

「あの子……あの女ひとの……子ども？」

　実をいうと、阿嬌の母親がどういう死に方をしたのか、嬉児は知らない。けれども阿嬌が執しつ拗ようなまでにこの女性を気にするのは、この女性のために母親が死んだとわかっているからなのだろう。

　阿嬌はそれで人を恨む人間ではない。その代わり、母が命をかけて守った相手を、自分も守ろうとしているのだ。

　女性はぎゅっと目を閉じると、両腕で自分の腹をくるむようにして、我が身を抱きしめる。

「あんなに……来てほしいと思ったときに来てくれなくて、今さら来るなんて……こんな、こんな……」

　嗚お咽えつ交じりの声だった。

「お腹に子がいるんだ」

　嬉児は淡々とした声で確認する。

「そうよ……」

　女の声は、今にも消えそうなくらいか細かった。

　そんな彼女に、嬉児は率直に自分の意見を述べる。

「死なせたいなら死なせてもいいと思う。生まれてきたところで、母親を幸せにしない子どももいるから」

　──たとえば自分みたいに。

　最後の一言は、心の中でのみ呟く。

　女性が、怪け訝げんな顔をする。

「さっきと言っていることが違うじゃない」

「わたしは、あなたが死ぬと阿嬌が悲しむと言っただけ。あなたのお腹の子の生き死にについてまでは言ってない」

　嬉児の言葉に、女性が苦笑する。

「あなた……あの子のことが大事なのね」

「だいじ……」

　嬉児の声が初めて乱れた。大事……そうなのだろうか。そもそも「大事」という感覚がどういうものなのか、よくわかっていない嬉児には確信が持てない。

　頰が熱くなる感覚を抑えようとしても、うまくいかない自分にただひたすらにとまどいを感じていた。




　女性は、村からやってきた大人たちの手によって助け出された。その助けを女性は拒否しなかった。







　その日の夜、寝る前に嬉児が阿嬌の髪を梳すいていると、阿嬌はことのほか嬉しそうな声を出した。

「ねえ嬉姉ちゃん、いいこと教えてあげる」

「なに？」

　優しく聞き返すと、阿嬌は「おばあちゃんから聞いたんだけど……」と前置きして、笑って言った。

「あの人、お腹の中に赤ちゃんがいるんだって」

「……へえ、そうなんだ」

　あの女性の反応を見るところ、腹の赤子を受けいれているようではない。事情を把握していない自分にでさえわかることを、周囲の大人たちもわかっているはずだ。それなのに阿嬌に赤子のことを告げるということは、阿嬌を使ってあの女性に堕胎を止めさせたいのだろう。

　いくら身内であったとしても、そういうふうに阿嬌を利用するのは、いささかならずむっとする。

　阿嬌は大人たちの思惑とは裏腹に嬉しそうな声だ。彼女はもし女性の腹の子が流れたら悲しむだろう。

　さてどうしたものかと、嬉児は思った。

　これまで嬉児は、自分が置かれている状況について、必要最低限のこと以外は知らなかった。知ろうとしなかったといったほうが正しい。そのほうが自分の身を守るということを、嬉児は察していたからだ。

　けれども阿嬌が傷つかないためには、今後自分が諸もろ々もろのことを知らなければならないのだと思った。

　それにしても、こうなった以上さっき女性に言った言葉は撤回しなくてはならないと、嬉児はため息をつき……しまったと思った。

　これまでの経験上、耳ざとい阿嬌がため息を聞きつけて、「どうしたの!?」と問いつめてくると思ったからだ。だが彼女はなにも反応しない。

　嬉児は髪を梳く手を止めて、阿嬌の顔を覗きこんだ。彼女は泣いていた。目からぼろぼろと涙をこぼしていた。

「阿嬌？」

「お母さんは……お母さんは、前に言ってた。もしかしたらお母さんは、阿嬌のところに帰ってこないことがあるかもしれないって。でもそれは誰かを守るために、帰ってこないんだって。だからそうなったら、お母さんを褒めてちょうだいねって」

「阿嬌」

「お母さんはね、一人で二人の命を守ったんだよ、嬉姉ちゃん……」

「うん、すごいね、阿嬌」

「お母さんは、すごいなあ……」

「阿嬌、阿嬌」

　阿嬌はついに声をあげて泣いた。うわーん、と喉のどの奥から声を出して。嬉児は櫛くしを放り出し、彼女を抱きしめて背を撫なでた。肩口に彼女の顔が押しつけられ、どんどん濡ぬれていくのを感じた。




　嬉児の脳裏に、いつか阿嬌の母が言っていたことがよみがえる──この娘はちょっと特別な子だ。

　けれども……と嬉児は思う。

　大事なことは、すべてわかっている娘だ。

　自分なんかよりずっと。




　やがて泣き疲れて眠ってしまった阿嬌を抱き抱え、嬉児も布団の中に潜りこむ。この子が疲れて寝るとしたら、それは楽しくて疲れているときだけであるべきだと思った。




　その日、別の部屋から「早く寝ろ！」という声は飛んでこなかった。




　　　　※




「非の打ちどころがないわね」

　言っている内容は褒め言葉であるが、言っている本人は仏頂面である。その言葉を発したのは、寝台に転がり、冊子状になった書類を手にしている真桂だった。

　姿勢からしてやる気がなさそうに見えるが、真桂にやる気はちゃんとある。ただおもしろくないだけだ。

「それはそれは……おもしろくないことですわね」

　寝転がる真桂の足をもみながら相づちを打つ細鈴は、真桂のことをそれはそれはよく理解していた。声に誠意はまったくこもっていないけれど。でもそれは、今に始まったことではない。

　真桂が手にしているのは、茹王の次女である茹仙せん娥がに関する調書である。彼女の入宮の可能性が生じるにあたって、急いで作成させたものだ。

　しかしなにせ情報が足りないので、物理的に非常に薄っぺらい。それでも書かれていることはほぼいいことばかりなので、内容的にも薄っぺらい。

　真桂が本当に知りたいのは欠点なのだが、実際欠点がない娘だったらどうしよう……と思いもする。




　茹仙娥は茹王の側室の娘として生まれた。幼少時に母が死亡したというなかなか不遇な生い立ちであるが、幸か不幸か茹王の正妻は、仙娥の母が迎えいれられる前に亡くなっているし、茹王は他に側室を持たなかったため、幼い少女が女同士の争いに巻きこまれることはなかったという。

　彼女自身がほかの女性──つまりは自身の異母姉と争いを起こすこともなく、嫡女である異母姉には常にへりくだって接していた。また父親からも信頼されており、女性がいない家中において体の弱い異母姉に代わり、かなり幼いころから女主人として下の者を取りしきっていたという（だから身のまわりに不自由のなかった茹王が、側室を他に迎えなかったといえる）。




　茹王家の家族史は読み物として読むなら、読書好きな真桂もうっかり目頭を押さえそうになるくらいいい話だし、主人公にも好感を持てる。こと読書の趣味に関しては、邪道は大好きだが、王道も大好きな真桂である。

　真っ先にこの調書に目を通した皇后の目が、ちょっとうるんだ理由がよくわかる。庶出であっても茹王が愛情を注ぐのも頷うなずける娘だ。それに家中でそこまで重要なことを任せている娘を手放そうとするところも、皇帝への忠義の現れといえる。

　問題は茹仙娥が、本当の意味で妃ひ嬪ひんとして入ってくるであろうということだ。先に卒去した王女のような、父の立場を補強するために形式的に後宮入りするのとはわけが違う。ここまで手塩にかけて育てた娘を手放すということは、茹王もそうとう期待をかけているはずだ。

　なにより茹仙娥は皇族とはいえ、庶子にすぎない。後宮にて最初に与えられる位が低く、そのため茹王の地位の補強としては心もとない。ならば茹王と彼女は、昇格を目指して後宮においてもっとも手っとりばやく、まっとうな方法──皇帝の子を儲もうけるということ──を選ぶはずだ。

　皇后はそのことをわかっているのか……あれは悟ってはいる風情だったと、真桂は思う。目をうるませながらも、どこかこわばった表情。

　しかし本当の意味で「わかって」いるのか、そして彼女がこれからどのように動くかについては、様子を見なければならないと思っている。

　このように彼女を試すような気持ちを持つようになるとは、自分でも思っていなかった。たぶんこれまでは、そうなるのが自分でも怖かったのだろうと思う。試した結果、彼女に見切りをつけてしまうようになるのが。

　けれども今の真桂は、いったい彼女がどれほど愚かしい判断を下そうとも、最後の最後まで支えていくだろう。それは忠義によるものではない。「好き」というのは、こういうことなのだ。

　確かに自分は王太妃の言うように、一ひと皮かわ剝むけたのだと思う。それだけに、これまで見えなかったことも見えるようになった。

　真桂の根底にあるのは、あくまでも皇后に対する「好き」という感情でしかないから、「支える」という行動の方向性が、彼女の持つ皇后の位を守るということだけに向かうとは限らない。

　真桂のその気持ちは、「皇后」としてありながらも当とう今ぎんと一個人として向きあいつづけたがっているように見える、あの関かん小玉という女性にとっては利になるのやら害になるのやら。

　もし、茹仙娥が皇帝の子を儲けたいというのなら……と真桂は考えを巡らせる。彼女と皇后は実質的な正しさと、形式的な正しさとで対立することになる。その場合どちらの正しさが、勝利するだろうか。なにをもって勝利とみなすかは別として、負けるつもりは真桂にはなかった。

　それは皇后を支えたいから、というだけではなく、真桂個人が負けるのは性に合わないからだ。むしろそういうのが性に合っている人間は、後宮という場所に身を置くことはできない。

　そういう点では、皇后は後宮という場所にいるための条件はきちんと満たしているのだろうと思う真桂である。

　とはいえもし茹仙娥と本当に対立したのならば、いささか分が悪い。なぜなら「形式的に」正しい真桂たちが肩入れする皇后の姿勢に、正当性が薄くなっているからだ。




　それをわかっていて、真桂がとるべき行動はひとつ。




「ねぇ細鈴、今度は腰を揉もんでちょうだい」

　真桂はそう言って、ごろりところがりうつ伏せになる。

「充媛さま……なんというかまあ、たいそう……年齢不相応に大人びた言動をなさるように……」

　細鈴は最大限言葉を飾ってくれているが、要はずいぶんばば臭くなりましたねと言っているのである。

　なんとも失礼な話である。これから訪れるであろう戦いのために、英気を養おうとしているというのに。




　　　　※




　議論は色々と紛糾したが、結局茹王の次女・仙娥の入宮が確定した。待遇はさすがに姉と同じ徳妃というわけにはいかず、九きゆう嬪ひんの最上位である、昭儀として……ということになった。




　そう、昭儀である。

　真桂によって、埋められることが内定していた位である。




　追い出される真桂をどうするかという点でもいささか物議をかもしたが、結局彼女を一つ上の位である賢妃に昇格させるということで片がついた。小玉にしてみると自分の片腕に、より広い権限を持たせられるわけだから願ってもない話ではある。

　その真桂は真桂で、「これでかつて！　娘じよう子しが！　賜っていたのと！　同じ位を！　すべて賜ることが！　できました！」と、むやみに各所で句切った自慢を紅燕にぶつけて、久しぶりに大げんかになっていた。仲よくしてください。

　真桂のこの時点での位は、充媛。確かに小玉が後宮に入ったときに賜っていた位だし、賢妃は賢妃で小玉が皇后になるまでの位だった。

　ここで「それではあとは、皇后を目指すだけですね」と言ったら、最高に悪趣味だなあ……と思った小玉は、もちろんなにも言わなかった。というか、思いつくだけでもそうとう意地が悪い自覚が、小玉にはある。

　ところで真桂は「王太妃さま、まさかこうなることまで見越して……？」となにやら青い顔で首を傾げていたが、彼女がなにをしていたというのか、あるいはなにをしていたかもしれないというのか、問いつめても答えてはくれなかった。

　なおこの場に王太妃がいたら「さすがにこれは予想外よ」と真桂に伝えただろうが、それは不毛な仮定の話である。それに実現したとしても、事情がよくなることがなければ悪くなることもない。




　結局、小玉にとって好条件で茹王の次女を迎えることができたし、彼女との顔合わせのときも好感触だったのだ。

　あくまで当初だけの話ではあるが。







　入宮直前に、茹仙娥から挨あい拶さつを受けた。紅燕も後宮入りする際に踏んだ段階である。この時点では仙娥はまだ妃嬪ではなく、一介の王の庶子という立場であるため、彼女は身に着けているものの質はよいものの、意識的に華美を避けた装いをしている。

「娘子にご挨拶申しあげます」

　平伏して挨拶する仙娥の後頭部を見下ろしながら、これはまたずいぶんかよわい声だと小玉は思った。きれいではあるが、絹の糸のように細い声だ。もっとも実際のところ、絹糸は強度が強いので、か細くはあってもか弱くはない素材なのであるが。

　小玉はなんとなく、大だい王おうのことを思い出した。なお大王とは、小玉が以前育てていた蚕の名前である。繭からして群を抜いていた大きさのあの蚕からは、実にいい糸がとれたと、数年経っても思いだすくらいだ。

　それはさておき、声だけで人を判断するべきではないが、どうしても彼女には「病弱であった姉を持つ」という先入観がある。実際には病弱だったのは彼女の姉であって、本人とはあまり関係ないのであるが、それでも彼女に対し、守ってあげなくてはいけないかも……と小玉が思うのには十分だった。

「面を上げなさい」

「感謝申しあげます」

　やはりか細い声で礼を述べ、顔を上げた仙娥に小玉は息を吞のんだ。四夫人として左右に控えていた紅燕と真桂からも似た音が漏れる。

　声と顔が、まったく一致していなかった。




　有り体に言えば悪女だった。

　男を片っ端から喰くらっては、そこらへんに投げ捨てるような悪女だった。

　美しかったが、圧倒的に悪女だった。




「…………」

「…………」

「…………」




　小玉はともかく、こういうことについて場慣れしている二人でさえ絶句するくらいなのだから、受けた衝撃たるや凄すさまじいものがあった。皇后、貴妃、賢妃と三人揃って固まっている姿はさぞや異様なものだっただろう。それを目の当たりにした仙娥は、ややあってから恥ずかしさと戸惑いが混じった様子で頰に手をやり、

「あの、わたくし……このような……その、このような顔をしておりますので、このような……ええ」

「このような」って三回言ったのである。

　彼女自身、自分の顔立ちについて思うところがあり、他者からどう見られるのかも理解しているようで、気を害した様子ではなかった。それだけに自分たちの失礼さが、よりひどく感じられる。

　自己嫌悪でどこかめまいを覚えつつ、小玉は慌てて口を開いた。

「いえ、あなたの顔立ちについて悪いところはなにも！　ただ、あまりにも圧倒的な美び貌ぼうですから！」

　とっさに言ったわりには、噓をつかず、それでいてうまいこと失態を隠せたような気がする。実際仙娥ははにかんだ笑みを浮かべて、

「お褒めの言葉に感謝申しあげます」

　と言った。ところで、悪女顔とはにかみ笑いは両立するという知見を、初めて得た小玉である。

　気を取り直して、小玉は改めて仙娥に言葉をかける。

「まずはあなたのお姉さまのことについて。まことにお気の毒でした……」

　小玉の言葉に、仙娥は悲しげに目を伏せる。

「他ならぬ娘子にそのようなお優しいお言葉を賜り、姉王女も泉下できっと喜んでおりましょう……」

　そう言って目め尻じりを袖そでで押さえる。その仕草には、悪女顔でも損なわれないほど純粋な悲しみが満ちていて、小玉もうっかりほろりときてしまった。

　年を取ると涙もろくなっていけない。







　そんな対面のあとしばらくは、まあまあの笑いと和やかさに満ちた関係を保てていたように思う。

　挨拶の際はまだ妃ひ嬪ひんではなかった仙娥は、正式に昭儀の地位を賜って自分の宮に入って落ちつくと、立場相応に身を飾って妃嬪としての姿で小玉たちに挨拶をしに来た。その姿を見て小玉はまたも驚いたものである……今度の驚きは、表に出さないようにすることができた。

　仙娥の顔の悪女要素が、善良な方向にいちじるしく傾いているのだ。別人……とまではさすがにいわないが、今の彼女を表現するならば、「艶つややかな美女」とか、「色っぽい麗人」くらいの状態になっている。

　そんな彼女の激変を目の当たりにしても、今度は驚きを表に出さなかったつもりの小玉であったが、仙娥には読まれているようだった。

　特に尋ねはしなかったがすごく気になっていた理由を、仙娥はごくあっさりとした口調で述べたのである。

「わたくし、お化粧が好きなのです」

　化粧ってすごい。小玉は心底感心した。どの業界にも、必ず一人は達人がいるのだという事実についても感に堪えない……いや、「堪えない」だと表に出してしまうことになって失礼なので、堪えられる範はん疇ちゆうで感動する。

　小玉づきの女官たちも相当な腕前であるし、皇后になる前から今日まで恩恵に預かりっぱなしの小玉は誰よりもそれを知っている。だがそれと比べても、仙娥は二馬身も三馬身も上回る腕である。間近で見てもまったく不自然なところがないし、厚化粧をしている感じもないのに、ここまで印象を変えてくるとは。その道にうとい自覚はある小玉ではあるが、そんな自分の目からみてもこれはすごい。

　そして仙娥が自分の悪女顔を相当気にしていることを改めて認識し、やはり初対面のときの態度はつくづく申しわけなかったと、深く反省した。あの時点での立場を考えて、なるべく質素にとか化粧は控えめにとかいろいろ配慮した結果、仙娥は悪女顔を晒さらすしかなかったのだろう。その上で自分たちのあの反応。そのときの彼女の心境を思うと、小玉は胸が痛いったらない。ごまかせたつもりではあったが、そこまで自分の顔に思うところのある仙娥はおそらく、しっかりわかっていてわからないふりをしてくれたのだろう。

　それにしてもここまで厚化粧に見せない技術を持っているなら、こっそりもうちょっと厚塗りしてきても誰も気にしなかったのだろうが、本人は気にしたのだろう。この娘がかなり真面目な性質であることを、すでに小玉は理解しはじめていた。その理解は、仙娥に対する好感を伴っていた。左右の様子をうかがうに、どうやら紅燕も真桂も仙娥に好感を持ちはじめているようだった。

　なにせ入宮の際、彼女は自ら荷物改めと、身体検査を申し出たのだという。これはかなり異例なことであり、しかもありがたいことだった。あの徐麗丹がにっこにこして、小玉に報告してきたくらいなのだから。

　後宮側としては、変なものを内部に持ちこませたくないという、切実な願いを持っている。しかし同時に、さすがに姉姫に比べると格段に劣るとはいえ、皇族の姫で九嬪の長の位に就くことが確定している相手に申し出るのは、あとあと遺恨が残りかねないという懸念もある。なにせ、あからさまに「あなたを疑っています」と、言いはなっているも同然なのだから。

　したがって実行するには、なかなかに繊細なかけひきがからんでくるところだった。しかし仙娥は、自分から申し出ることで多方面の手間をはぶいてくれた。しかも彼女くらいの家の出の姫ならば、荷物改めを申しでるだけでも相当な気づかいである。実際、紅燕も荷物改めまでしか行っていない。

　けれども仙娥は自ら服を脱いで、髪までほどいての検分までも許したそうだ。これはかつて小玉に毒を盛った、孫そん修しゆう儀ぎのことを多分に意識しているのだろう。さすがにこの検分は、尚しよう宮きゆうという、女官の中でもっとも偉い二人だけで行った。なおうち一人が麗丹である。

　彼女がここまで徹底して自らに疑いがかからないようにしているのは、本人が言うとおり「父王にいらぬ心配をかけぬため」という理由が大きいのだろう。だがなによりも、彼女自身が医学に多少心得があるため、自分を疑いから守れるようよけいに慎重になったからでもあるはずだ。

　とはいえそこまで徹底して嫌疑がかかるのを避けてくれたおかげで、こちら側も話題に出しやすいというのはありがたいものだ。

　事実紅燕は、「お化粧が好きなのです」という仙娥の言葉に、「亡くなった姉姫からの文で読んだわ」と、懐かしむ風情で話しはじめる。

「肌の弱かった姫のために、肌によい化粧品も吟味してあげたくらい、色々なことを知っているとか」

　仙娥は微苦笑する。その笑みは、姉姫を喪うしなったことで結局努力が実を結ばなかったことに対する、むなしさから来ているのであろうか。

「素人の域を出ないのですが……」

「ご謙けん遜そんね！」と紅燕は笑う。嫌みなところがないのは、同族の娘に会ってはしゃいでいるからかもしれない。

「妹が自分のために色々と学んでくれて、申しわけなくもありがたい……とも、文に書いてあったもの」

　仙娥は今度こそはっきりと苦笑した。

「そのようなことを、代筆したこともございました。わたくしがわたくしを褒める言葉を書くことになって、いささかならず面はゆい思いをしたものですわ」

　確かにこれは苦笑せざるをえない。小玉も真桂もつられて笑った。

　真桂がいたずらっぽそうに言う。

「故・茹王女さまは、妹姫に色々なかたちでお褒めの言葉を伝えたかったのでは？」

　仙娥ははにかみ笑いを浮かべた。

　はにかみ笑いを浮かべても、まったく違和感がないくらい悪女風味が消えているのは、やはりすごい。

「急に環境が変わりましたが、体調は大丈夫ですか？」

　小玉が問いかけると、仙娥は「お気づかいくださいまして、感謝申しあげます」と、礼儀正しく述べる。

「いささか風邪気味ではございましたが、悪化する前に医師たちから薬を処方してもらい、すっかりとよくなりました」

　やはり、と小玉は内心で頷うなずく。こと体調に限っていえば、急な変化がいい方向に向かうことはめったにない。彼女の場合、心労も少なからずあっただろうから、なおさら不調になりやすかったはずだ。

「それはよかった。けれどもあまり引きとめても疲れるでしょうから、今日はもうお下がりなさい」

　小玉が気づかうと、やはり疲れがまだ残っていたのか、仙娥は素直に頷く。

「まあ……お優しい言葉を賜り、恐縮でございます」

　そして「また改めてご挨あい拶さつに伺いたく存じます。御前、失礼いたします」と言って、優雅に一礼すると、仙娥は小玉たちの前から退出した。







　彼女が去ると、真桂は喜ばしそうな様子で話しかけてきた。

「……娘じよう子し。どうやら茹昭儀は、わたくしたちとは違う方向で、娘子のお役に立てる人材かもしれません」

「違う方向、とは？」

　腑ふに落ちなくて、小玉は首を傾げる。

　すでに充分すぎるくらい多才かつ、多方面で役立っている彼女たちである。これ以外、どこに活躍する余地があるというのか。

「医術の心得のことですか？」

　紅燕が「違いますわ」と、首を横に振る。

「娘子のお体を、医師以外に任せるようなことはいたしません」

　紅燕の言いぶんは正しい。それをやってしまったら、なんのために医師たちがいるのかという話になってしまう。

　それにもし仮に、仙娥に任せてしまったら、小玉になにか起こった際に嫌疑がかかってしまう。そうなると、あそこまで疑う余地を無くすよう頑張った仙娥に対して、非常に申しわけないことになる。

「めかすことですわ……恥ずかしながらわたくし、そちらの方向にはあまり長たけておりませんので」

　そう答える真桂は、礼にもとるような手抜かりはいっさいないので、「長けていない」というよりは「優先していない」といったほうが正しい。だが確かに美よりも知という印象が強い人間である。

　小玉は紅燕のほうを見る。彼女は際だった美び貌ぼうの持ち主であり、いつもそれを引き立たせる身なりをしているが……。

「わたくは、後宮の女たちの趣味から少し外れておりますので」

　笑いながら首を横に振られてしまった。

「貴妃さまのお召しのものは、確かにいつもお似合いですが、他の者が真似るには色づかいなど少々若すぎるのですわ」

　真桂の補足説明で、小玉は納得する。小玉から見れば妃嬪たちは皆若い娘であるが、その中でもひときわ年少なのが紅燕である。「幼い」という年ごろからはさすがに脱却しつつあるが、それでも彼女に似合う衣装が他の妃嬪に似合うかといえば、ちょっと言葉を濁すところである。

　その方面に疎い小玉でさえわかる機微なのだから、並以上の審美眼の持ち主ぞろいの妃ひ嬪ひんたちは、よけいにそう思うはずだ。

「後宮の女は、めかすことにかけてはとても貪どん欲よくです。その道に詳しい茹昭儀には、政治的な思惑以外の理由でも近づきたがるはずですわ」

「確かに」

　真桂の言葉に頷きながら、小玉はなんだか嫌な予感を覚えはじめていた……不意に背筋に寒気が走る。




　おそるおそる背後を振りかえると、女官たちが目をぎらぎらと輝かせていた。

　それを見て、小玉は確信した。遠くない将来……というか、下手をすれば明日にでも、この嫌な予感は当たる。




　　　　※




「後宮の女」というのは、妃嬪だけのことを指さない。女官たちもまた、「後宮の女」である。

　彼女たちが流行を作るといっても過言ではないし、また彼女たちは常に新しいものを取りいれようという気鋭に満ちている。そういう姿勢は色んな業界が真似をしてもいいんじゃないかなと小玉などは思うのだが、取りいれすぎてわけわからんことになることもままあるのも事実だ。まさに一長一短である。




　とはいっても、小玉には常におしゃれは「わけわからんこと」なのであるが。




　そんな小玉に仕えている紅霞宮の女官たちは、実に気の毒である。こんなにやりがいのない女主人はほかにないといえる。それでも腐らずに小玉に忠実に仕えている彼女たちは、得がたい人材ばかりだ。

　あるいは小玉があまりにも無む頓とん着ちやくだから、自分がなんとかしなければ……という責任感にかられているともいえる。

　そんな職務熱心な女官たちが、茹仙娥という人材に目をつけないわけがなかった。とはいえ女官が直接昭儀に教えを請うような無礼な真似はできないので、仙娥づきの女官と接触して情報を収集しはじめた。

　それにやや遅れるかたちで、他の妃嬪たちも仙娥に接触をはかっているのだという。新たな妃嬪に対して挨拶と値踏みを行うのは当然のことであるが、それ以降もご機嫌うかがいに行く妃嬪が後を絶たない。

　これが自分たち側に引き込もうとする動きであればやっかいなことであるし、小玉たちも警戒していたのだが……。

「問題ないようですわ」

　紅燕が嬉うれしそうに報告してくれた。

　ご機嫌うかがいに参上する妃嬪たちは、いずれも仙娥よりは家格も地位も下ではあるものの古参という立場である。その優位性を利用して、新入りつぶしに動いてもおかしくはなかった。しかし仙娥が教えを授けるという立場になったことで、精神的な優位にも立つことができている。

　そのうえで仙娥は、格上の従妹いとこである紅燕を立てる──すなわち皇后を立てる姿勢を崩していない。

「姉姫が来るよりも、娘子のご負担が減るどころか……頼もしい味方が増えたといえるかもしれませんわね」

　そう言う真桂に、小玉はあいまいに笑った。

　妃嬪たちが着飾ることは、結局のところ皇帝の寵ちよう愛あいを得るためである。その技術に長けた盛りの女性がいるということ、他の女性たちもその技術に長けていくということ……それらの意味を小玉は考えて、まことに勝手な感情を抱いている。




　かなり、嫌だった。




　それでも仙娥との付きあいは、悪くないものであった。後宮に少し慣れると、彼女も高位の妃嬪として後宮を動かす会議に出て、役割を分担するようになった。新人であるためさほど大きな事柄を任せることはないが、長らく家中を回していたというだけあって非常に気が利く。

　しかも小玉たちにとって、仕事ぶりの比較対象がかの元淑しゆく妃ひ・司し馬ば氏であるために、仙娥の評価はうなぎのぼりに上がっていく。

　後宮内でも誰かに攻撃を加えられることもないようで、小玉としては非常に安心した。紅霞宮と仙娥の宮の女官たち同士も、よく交流するようになっていた。

　茹仙娥は、非常にそつのない人間であった。

　けれどもそのそつのなさは、小玉を皇后として立てようという意志が仙娥にあってこそのものであり、決して小玉個人に心酔しているからではないのだということを、ある日小玉は知ることとなる。







　仙娥を迎えたあとの後宮が落ちついたころ、小玉たちはまた雅媛に納品するために、おむつを縫いはじめた。追加発注はかけられていないが、せっかく時間ができたから……ということで。

　けれどもさすがに今回はおむつを少なめにして、腹かけだとか帽子だとかを多めに作ることにした。

　雅媛とは面識のないはずの仙娥だったが、彼女も楽しそうにそれに参加してくれた。なんでも姉王女が病床から離れられないときは、よく刺し繡しゆうをしながら枕辺で見守っていたのだという。

　どんな技術でもそうだが、よほどのぶきっちょでないかぎり、かけた時間と上達の度合いは比例する。そんな法則のご多分に漏れず、仙娥の刺繡の腕は群を抜いていた。

「そろそろ休憩にしましょう」

「はい」と口々にこたえる娘たちは、それぞれ針を置く。茶と茶菓子を供に、談笑を始めたのであるが、ここで仙娥がおだやかに発した話題から、このおだやかな関係は崩れていった。

「ときに娘子」

「はい、なんですか？」

「こちらに参ってから乱れていた月事も整い、わたくしの体調も万全になりました。わたくしはいつ、大家の枕席に侍はべることができるのでしょうか。わたくしも早く、我が子に肌着を作ってあげたいものです」




　要はいつ、皇帝のお渡りがあるのかと聞いてきたのだ。




　ここまで直接的かつ赤裸々に、この類いの問いを投げられたことのない小玉は、思わず固まってしまった。紅燕も真桂も同様に。

「それは……」

　ここで「大家の御意向次第です」とすぐに答えられたら、もう少しましなことになっていたかもしれない。しかし小玉の胸の内にある、仙娥をはじめとする妃嬪たちに対する引け目にも似た感情が、言葉を詰まらせた。

　仙娥は、そんな小玉の顔をまじまじと眺めると、茶杯をゆっくりと置き、椅子から立ちあがってその場に跪ひざまずいた。

「恐れながら娘じよう子し。わたくしどもは、皇統を絶やさぬためにこの後宮に集められているのです。多くの金きん子すを、今この瞬間にも消費しながら」

「そう、ですね」

「大家の父帝陛下のように、多くの御子がおいでであるならば、妃嬪たちがこのように長閑のどかな時を過ごすのも、また一興かと存じます。ですが今、大家の御子は東とう宮ぐうただ一人がおわすのみ」

「茹昭儀、大家のご意向に逆らえと申すの？」

　ようやく口を開いた紅燕に、仙娥は「国家のためであれば」と返す。

「皇后という立場でおいでであるならば、より多くの御子を儲もうけられますよう、大家をお諫いさめすべきではございませぬか？」

「そのようなことも、あるかもしれませんね」

　仙娥にとって「皇后」は、本来の意味での「皇后」であり、彼女はそれを小玉に期待していた。そしてその期待を失おうとしているのを、小玉は感じとりながらそんな返答しかできなかった。

「わたくしは妃嬪でございます。娘子になじみのある表現を用いるのであれば、『部下』でございます。『上官』である娘子の指揮によって、大家にお仕えする立場でございます。けれども娘子は指揮を放棄なさるのですか？」

　仙娥の言っている内容は明快で、しかも正しかった。

　小玉が絶句するくらいに。

「娘子におかれましては、人の命を絶つことは躊躇ためらわなくとも、人の命を作り出すことには迷いがおありなのでしょうか」

　仙娥の声は、初めて会った日から変わらずか細いままであった。しかし全く揺るぎなかった。それでいて責める声音ではなく、切々とただ訴えていることが小玉にもひしひしと伝わってくる。

「茹昭儀！」

　真桂の叱責が場に響く。仙娥はそれを受けとめても全く動揺しなかった。自分は今、言うべきときに言うべきことを言っているのだという、義務感のようなものが彼女の佇たたずまいから感じとれた。

　彼女はゆっくりとその場に跪き、叩こう頭とうした。

「ご無礼をお許しくださいませ。罰はいかようにも受けます」

　御前、失礼いたします。

　あの糸のように細い声で挨あい拶さつを述べると、彼女は中座して紅霞宮から出ていってしまった。作りかけの肌着とともに。

　その肌着が結局どうなったのか、小玉は知らない。

　知ることができないくらい、その日から仙娥は小玉との私的な接触を断ったからだ。




　そしてその日から、茹仙娥との戦いは始まった。




　　　　※




　街中のなかなか小こ洒じや落れた料理屋で、清喜は人を待っていた。相手は女性である。しかも人妻。

　まるで道ならぬ関係の逢あい引きのようだが、死んだ恋人一筋の清喜はもちろんそんな不実な真似はしない。

「清喜さん」

「あっ、綵さいさんこんにちは！」

　声をかけてきたお相手は、つるんでいるとよく「意外な組み合わせだね」と呼ばれる、鄭てい綵である。彼女が結婚してからは、さすがに一緒にいる頻度は減ったものの、それで精神的にまで疎遠になったわけではない。

「待ちましたか？」

「うん、だいぶ～」

　まあこんなやりとりがごく自然に出てくるくらいには、遠慮のない間柄である。

「すみませんね……ちょっと家中がごたついてて」

「いやこっちこそ、忙しいときにごめんね。ところでちゃんと、ご家族には言った？　僕と会うって」

　綵はさらりと頷うなずく。

「はい。清喜さんと逢い引きをするって、主人に言いました」

「いちばん言っちゃいけない人にー！　いちばん言っちゃいけない言い方ー！」

　思わず大声をあげた清喜に、周囲の客がなんだなんだと迷惑そうに目を向けてくるが、清喜がそっぽを向いて知らんふりをすると首を傾げながら、またそれぞれの事情へと意識を戻していった。

　清喜に責められた綵は、心外そうな顔をしている。

「なにを言っているんですか。いらぬ疑いをかけられぬようにするためにも、いちばんきちんと説明をしなくてはいけない相手ではないですか」

「きちんと説明……え、してる？　その言い回しで？」

「へんに言い訳がましい表現をするより、心配をかけないかと思いまして」

「そうだね、うん。僕たちの感性、多分同じところに立ってるけど、向いてる方向が違うんだね」

「なにをいまさら」

　こんなご関係である。

「今日はちょっと相談があって」

　綵は外がい套とうを脱ぎながら、「わかってます」と頷く。

「今我が家が、ごたついている事情に似ていることですよね」

　その言い方、暗に「忙しいときに呼び出しやがって」と言われてるのかなと清喜は思ったが、綵はまったく表情を変えない。もっとも綵はいつも無表情なのだが、漂う雰囲気から、怒りなどは感じられなかった。

「そう、僕が今お仕えしているお家の旦だん那なさまが、お妾めかけさんを迎えることになってね……」

　いろいろと言葉を伏せている理由については、お察しくださいというやつである。相手が察してくれる人間でもあることだし。

「うちとそのまんま同じですね」

　綵はうんうんと頷く。そう、現在彼女の夫は、側室を迎えるという話があがっている。理由は清喜の「お家の旦那さま」よりも、いたって単純だ。

　結婚してから数年、綵と夫の間には子どもができていない。なかなかいいお家の嫡男である綵の夫は、子孫を残す義務があった。

　綵は遠い目をする。

「夫と勤め先が同じだと、こういうとき困りますね。腫はれ物に触るような扱いをされます」

　綵の嫁ぎ先は、武官としてそこそこ名の知れた家でもあるため、側室の話は職場に筒抜けであった。清喜はうわぁ……と思う。もっとも、話が広まりきってるせいで、清喜も相談相手に彼女を選べたわけなのだが。

　綵は暗い顔をしているが、それは夫に対して思うところがあるからというわけではない。

「信じられますか？　あの三羽烏の、あの雪せつ苑えんに気をつかわれているんですよわたし……」

　清喜はまたうわぁ……と思った。雪苑はなにも悪いことをしていないが、「あの」と言われるだけある、かつての彼女たちの振る舞いを振りかえるに、綵がものすごい衝撃を受けたことは察するにあまりある。

「まあ、でもあの子、大人になったよね……」

「さすがにもう母親ですから」

「あーごめん。僕今失言した？」

　繊細な事情を抱えている相手に、その事情を一点集中で突くような話の持っていきかたをしてしまった。

　清喜が謝罪すれば、綵は気にしないでくださいと、ひらひら片手をふる。

「いえ、そっちの話題に持っていったのはわたしのほうですから。ついでに本題に入りましょう」

「わかった。奥さまは、お妾さんとはぎくしゃくしているみたいでね」

「でしょうね」

　うんうんと頷く綵。やはり気持ちがわかるのかと思いきや、

「最近の恋愛小説の流行の展開だと、ここで……」

「ううん、ちょっと待って。僕ね、君の趣味の観点から助言をもらいたいわけじゃないから」

　清喜はすでに、ちょっと人選を誤ったかもしれないと思いかけていた。しかも今、出だしが「最近の恋愛小説の流行の展開だと」から始まりかけていたということは、「過去の恋愛小説の流行の展開」の傾向や「未来の恋愛小説の流行の展開（予想）」の傾向まで、持ち出して考察するつもりだったのかもしれない、彼女。言葉を遮ったのは、正しい判断だった。

　無表情ながらちょっとがっかりした風情の綵に対しては、ちょっと申しわけないが、話を続けさせてもらう。

　もちろん依然、いろいろ伏せながら。

「……で、僕は旦那さまの態度が気にくわないんだけど、どう思う？」

　清喜にしてみれば、最終的にはそこに行きつく。色々事情があるのはわかるが、もうちょっとお前のほうで手を回しておけよと思うんである。だってこの件について彼の存在感ときたら、空気である。本当に空気なら、吸って吐くだけで済むぶんましなのに。

　綵はふむとうなずくと目を伏せて考えこみ……やおら顔をあげて、きっぱりと言いはなった。

「わたしも気にくわないとは思いますね」

「でしょ～」

　助言でもなんでもないが、清喜にしてみれば愚痴を吐きたいだけなところもあるので、こんな反応でも問題ない。

「おたくの旦那さまにはもちろん、奥さまに対しても思いますよ」

「えっ、なんで？」

　清喜は目を見張った。綵はかすかに怪け訝げんな顔をして、とんでもない暴言をぶちかます。

「そこまでする価値のある人ですか？　おたくの旦那さま」

「ちょっ……」

　清喜はさすがに慌てた。いろいろ伏せているとはいえ、ここまでのことを関係者に知られると、非常にまずい。

　しかし綵は首をひねりながら、ぽんぽんと言葉を吐きだす。

「わたしはちょっとわからないんです。あの方がどうしておたくの旦那さまに肩入れするのか……。お二人が一緒にいた時期を、直接には知らないからなのでしょうかね」

「やー……どうだろー……」

　一緒にいた時期を知っている清喜からしてみても、なんで小玉が文林に肩入れしているのか……というか、「だいぶ好き」って感じになっているのかはわからない。全然性格合わないのに。

「なんというか……駄目な男を支えることに意義を見いだしているなら、そういう立ち位置をはっきりと見せてほしいような気はします」

「あっ……あー……！　言っちゃだめなやつ！　それは絶対に、言っちゃだめなやつですねえ！」

　さすがにもう衆目を集めたくなかった清喜は、小声で悲鳴をあげた。同時に、周囲に関係者がいなくてよかったと、心底安あん堵どする。

　そんな清喜の動揺を受けとめても小揺るぎもせず、綵は言葉を続ける。

「でも現状奥さまが、奥さまの立場のままでなんとかしたいと思ってるなら、ご本人がなんとかするしかないんですけど」

「君……今日やけに毒があるんだけど、もしかしておうちでのごたごた、けっこう怒ってる？」

「あ、はい」

　怒ってるんだ……と清喜はちょっと驚いていた。綵のことを無表情なわりにそういうところがわかりやすい人間だと思っていたので、けっこう衝撃的だ。この人も日々変わっていってる。

　それにしても、綵はなんだかんだ、こういうことはさらりと流しそうな気がしていた清喜である。

「わたしは凡人ですので。自分だけのものかな……と思っていたものを、自発的じゃなしにいきなり人と分かちあうことになったとあらば、思うところがあります」

「旦那さんのこと、かなり好きなんだね？」

　清喜は綵が、ほぼ打算で結婚したと思っていたので、意外っちゃ意外な気持ちであった。でもそういえば、結婚前に綵からのお土産の岩塩をかなり喜んでいた人物なので、確かに綵と気は合う夫ではあった。

「結婚前から、かなり気にいっていた相手ではありましたし、何年も一緒に暮らせば情も湧いてきます……あ、だからなんでしょうか。娘じよう……いえ、おたくの奥さまが旦那さまを見限らないのは。だったらわたしも、気持ちはわかります」

「綵さん……」

　この人もかなり苦悩しているんだと思うと、やはり呼び出したのは申しわけなかったと思う清喜である。

「ま、なにかしら不満はあっても、わたしたちのほうから離縁とか持ち出せないんですけどね。現状の立場でどうにかするしかないです」

「それなんだよねぇ……」

　この国では、女性から離婚を持ち出すことはできない。綵はもちろん、清喜の言う「奥さま」なんて、無理中の無理と言うやつである。

「うちも義父や義母が、あれこれ私に気を回したりしてたいへんなんですが、最終的にどうあるかは夫婦二人の……あ、部分的にお妾さんも加える必要ありますね。三人の問題なんですよ」

　綵は片手で指を三本だして、それを無意味に開いたり閉じたりして動かしている。清喜はなんとなく、真ん中の指が旦那さんかなあと思った。あと、嫁ぎ先で側室を迎える話が出ていても、嫁である綵と、舅しゆうとおよび姑しゆうとめとの関係は、決して険悪なものにはなっていないのかもしれないとも。

「なにか参考になりましたか？」

「うーん、なにも参考にならなかったけど……愚痴を言えてすっきりしたんで、まあいいやと思ってる」

　清喜の身も蓋ふたもない返事に、綵はさして怒るわけでもなく「それはよかった」と言った。基本的に温厚な人である。清喜は綵のそんなところに、恋愛感情ではないものの非常に好感を持っている。

　それだけに、夫の温おん青せい峰ほうに対してもの申したい気持ちはある。

「僕としてはね、ご主人が君を差し置いて他の女性を迎えるというのには、ちょっといらっとするんだけど」

　綵は肩をすくめる。

「これが他人の話なら、『どこにでもある話だね』ですむことです。特別扱いされて嬉うれしくないわけではないですが、自分がひいきにしている人だけに……というのは二重規範というものですよ」

「二重規範って話し言葉で使う人、君くらいだよね」

　なんかちょっと誇らしげな顔をする綵に、清喜は「あ、褒めてはいないからね」と補足しておいた。

　遅くならないうちに、店から出て綵と別れる。清喜は宮城へ戻りながら、かわいそうだなあ……などと思う。先日小玉が、「かわいそう」という言葉について、思うところがあると気持ちを吐露していたが、清喜はこの言葉、わりと嫌いではない。特に自分の心の中で使うぶんには。

　要は、言われたことそのまままるごと受け入れるような僕じゃないし……ということである。だから清喜は、文林のところへ向かうことにした。

　ちょっと機会を設けるくらいのことは、しておこう。




　　　　※




　──本日、大家のお渡りがあります。

　そう告げられた小玉の心は重かった。脳裏には仙娥のことがある。

　あの中座した日から彼女は、小玉たちとの間に一線を引くようになった。あからさまに距離を置くようなことはなく、与えられた役割に対し手を抜くこともなかったが、彼女が独自に人脈を広げはじめたのはすぐに察知することができた。

　そしてそれは、小玉たちにとって実に手痛いことであった。仙娥が自分たち側についていたことによる利点が、今やそのまま欠点となったのである。

　仙娥は、皇后が寵ちよう愛あいを独占していることに不満を持つ妃ひ嬪ひんたちを、どんどん仲間に取りいれていく。

　仙娥から積極的に、妃嬪と接触しようと働きかける必要はなかった。今や仙娥の宮は、妃嬪たちのご機嫌うかがいが絶えない。その中から、仙娥にとって都合のいい相手に声をかけていくだけでこと足りるのである。

　また仙娥の父親がある種揺るがせない要職であるためか、彼女の勢力は日に日に増していき、中立派の層にまで手が伸びていった。

　これの対処に追われているのは、賢妃である真桂であった。現在中立派の層に対する仙娥の勢力の侵食が、最低限の状態で食い止められているのは、間違いなく彼女のおかげである。

「わたくしの算段が間違っておりました」と、慚ざん愧きに堪えない様子でうなだれる彼女は、仙娥が離反の兆候を見せるや否や、すぐ中立派の妃嬪たちとの接触を密にし、断たれそうになったつながりを補強しはじめた。

　この時点ですでに仙娥の影響力は、後宮内では無視できない状態になっていたため、反皇后派が仙娥につくことについては、もはやどうしようもないと真桂は割りきったのである。

　従姉いとこに離反されたかたちになる紅燕は、当然であるが苦々しげであった。しかし彼女が、なんらかの働きかけをすることはなかった。それは怠慢によるものではない。彼女がここで動いてしまうと、馮家、茹家の争いにまで波及してしまうからだ。

　したがって仙娥が積極的に突っかかってこないかぎり、紅燕は対処する大義名分がなかった。そして仙娥は万事においてそつのない人間だ。あえて虎の尾を踏んで、我が身を危険にさらすような真似をするわけがない。ましてや紅燕との関係については、虎の尾を踏んでまで得たいものが仙娥にはない。失敗を期待するだけ無駄だった。

　あの王太妃でさえ、仙娥の動きを知るや否や、紅燕に「自重するように」と忠告しているくらいだ。紅燕が現在置かれている立場が、いかに難しいものであるかがうかがえるというものだ。

　二人とも「これが元淑妃だったら……」と呟つぶやいている。つけこみやすかった彼女の評価が、なぜか今急上昇している。つい先日までとまったく逆の現象だ。人の評価なんて、評価する側の都合でいともあっさり左右されるものである。

　苦笑交じりとはいえ、二人に司馬元淑妃を懐かしませるくらい難しい状況に追い込んだのは、ほかならぬ小玉である。

　二人は小玉のために、小玉の作ってしまった窮地をどうにかしようとしてくれている。そんな二人を前にして、小玉がなにもしないでいられるわけがない。小玉は小玉で、自分の女官たちが仙娥の女官たちと早々につながりを持っていたことに目をつけると、あちらの身辺の勢力の情報を得ようとしはじめた。

　けれども仙娥は仙娥で腹心を除き、ある程度の女官たちを切り捨ててもいいというそぶりを見せている。そして代わりとでもいうように、宦かん官がんたちとのつながりを持とうとしはじめていた。

　これには小玉も内心ほぞを噬かんだ。小玉は宦官の中では、あまり評判がよくない。側近である清喜をはじめ、紅霞宮で仕えている宦官たちは、宦官の勢力図の中では主流とはいえない。

　とはいえ紅霞宮の女官たちの中には、宦官と婚姻関係を結んでいる者がおり、その夫の中の一人か二人くらいは主流に属するが……人脈としては心もとない。さすがに彼らも、妻に悪影響が及べば協力的になるかもしれないが、そこまで期待はできない。それは彼らの妻に対する愛情の濃淡を疑っているからではない。彼らが妻である女官たちの、小玉に対する忠義心に配慮せず、妻を守ることを優先して小玉を切りすてる方向で動く可能性が高いからだ。

　真桂にしても紅燕にしても、宦官に対する影響力はそこまではない。特に真桂は、先日の曹才人の火災のせいで、内ない侍じ省しようの書庫の管理不行き届きが明らかになった一件について、叱責の原因となった関係者として宦官たちから忌避されているところである。




　ただしこれについては、どう考えても先方の逆恨みなのであるが。

　後宮って実に理不尽な場所である。




　そんな後宮内の陣取り合戦が熾し烈れつを極めている最中、小玉のところに文林がやってくる……これは、仙娥を刺激するのではないかという懸念がある。

　しかもそのうえ、小玉の住まう紅霞宮では体調不良者が続出していた。ちょっとした腹痛だとか、息苦しさだとかを訴える人間が出てきて、皇后である小玉の主治医までもが駆り出されている状況である。当然側仕えの仕事は滞っており、身のまわりのことについて小玉自身は特に困ってはいないものの、皇帝を迎えるのはちょっとどうかと思うところである。

　医師たちからは、疫病ではないという診断は下されている。だが原因はなんなのかということについては解明されていない。紅霞宮は今もっとも心労がかさむ宮なうえに、特に心労にさらされている女官たちばかりが不調を訴えているので、やはり気疲れが原因なのでは……という意見がちらほらと出ているところである。

　それはそれで、女官たちの心労がよけいに増えるので、小玉としてはやはり文林の訪れはご遠慮願いたいところだった。けれども疫病でないのであれば……ということで、相手側のほうが押し切ってきた。

「顔色が悪い」

　文林は開口一番、そんなことを言った。

「そう？」

　小玉は右手で自分の頰をつるりと撫なでる。つるり……と思ったが、実際に触れるとかなりかさりとしていた。なるほど、確かに顔色も悪く見えるだろうと、軽い驚きとともに納得する。

　最近周囲の女官たちのことばかりが気になって、自分にはあまり目を向けていなかったが、もしかしたら自分もそろそろ体を壊しかけているのかもしれない。最近あまりよく眠れていないことでもあるし。

　それにしても、文林の顔色もたいがい悪いものだったので、実に似たもの同士だと小玉は思う。夫婦は似るというが、いやな方向で似てしまったものだ。

「忙しいのに、ここに来て大丈夫なの？」

「茹王のことも、ある程度落ち着いたしな……」

　今頭を悩ませていることの関係者の名前が出て、小玉の口から思わずため息がもれてしまう。

「だいぶ参っているな」

　それが体調に対する言葉か、仙娥に対する言葉なのかはわからなかったが、小玉は両方の話題に共通する返事をする。

「んー……大丈夫」

　文林が疑いの目を向けてきたので、「まだね」と付け加える。

「もしかして、心配してくれたの？」

「そうだ」

「あら、そうなの……」

　素直に認められてしまい、小玉は思わず窓の外を眺めてしまう。せっかく春が来たのに、また雪が降ってしまうのではないか。

「話をしようと思って」

「話……」

　なにか話すことがあったっけ？　と、小玉は思考を巡らせる。なんだかんだ言って、自分たちはいろいろなことを、かなり話しあっている。そのわりにどうしようもない、閉へい塞そく感かんを覚えることがあるが、これは二人の相性の問題だと思っていた。

「茹昭儀のことだ」

「ああ、それ」

「お前の頭をかなり悩ませている、だろう？」

「仕事をしていて、頭を悩ませないことなんてないよ」

「そうじゃない……」

「でも実際のところ、話しあったとしてもなにか解決することがある？」

　小玉が率直な意見を述べると、文林が眉まゆをひそめた。

「あんたが、茹昭儀の宮に行かないかぎり、この件についてはにっちもさっちもいかない。でもあんたは、行きたくないんでしょう？」

「そういえばお前は、俺に他の女のところを勧めなくなったな」

　小玉は言葉に詰まる。同時に思う。

　──そうか、こいつはあたしがどう思っているのか、知らないんだな……。

　確かに自分たちは、話しあう必要があるのかもしれない。けれども、今文林に他の女のところに行かないでくれと縋すがりつくのも、小玉の本音とは違う気もした。

　だいたい、現在政治の場で茹王と折衝を行っている彼に、そういうことで精神的に縛りつけるべきではないと思う。それは皇后のすべきことではない。

　もちろん彼は、小玉がそのように縛りつけたからといって、必要とあらばまったく意に介さないだろうが、だからといって負担を与えていいというわけではない。

「俺は、行かないからな」

　きっぱりと言う文林に、嬉うれしく思ってしまう自分はどうしようもないなと小玉は思った。

「気づかい？」

「俺自身、嫌だ」

「そう……」

　やっぱり気づかいかなと思ったが、文林は苦い顔でこんなことを言う。

「茹昭儀は馮貴妃の従姉にあたる。しかも庶出の姫にすぎない。これで茹昭儀のところに渡ったら、今度はより身分が高く、嫡出でもある馮貴妃のもとへどうして行かないのか……ということになる」

「あっ、それは……」

　やっかいなことになるんですね、はい。

　拒否するのに欠点があれば利点もあるのだということは理解した小玉に、文林は「そういうことで」と疲れた声で言った。

「俺はその線で動くから、お前もその方針で動いてくれ」

「御意」

　あまりにも雰囲気が暗いので、小玉はあえてちょっとふざけて答えたが、文林の表情は浮かない。

「あとお前、本当に顔色が悪いから医師に診てもらえ。すぐにだ」

「そこまで具合悪そう？」

　小玉はまた頰を撫でた。やっぱりかさついている。確かによろしくないかも……と小玉も考えはじめたが、小玉は次の文林の言葉で顔のかさつきのことを一瞬で忘れた。

「あともう一件。薄はく元充儀が出産したぞ」

　むしろそっちを伝えることのほうが、よっぽど訪問の主目的になるべきだろうといわんばかりの大きな話題を文林が持ちだしてきたのである。

「えっ!?」

　小玉は思わず身を乗りだす。

「先ほど早馬が来た」

「無事？　母体と、子と……」

　息せききって尋ねた小玉に、文林は大きく頷うなずく。

「無事だ。それから生まれたのは男児だ」

　回答を聞いて、小玉は大きくため息をついた。それは先ほどついたものとはまったく趣のちがうものだった。

「肩の力が抜けたみたいだな」

「ほんとよ」

　思わず椅子の背にもたれかかる小玉に、文林が苦笑いする。それに小玉は快活に笑いかえした。心になんの曇りももたらさない知らせを、久方ぶりに聞いた気がする。

　しかしその晴れた心も、すぐ曇ることとなった。










　　　　※




　文林が自分の宮へ戻ると、小玉はすぐに主治医を呼んで診察を頼んだ。ひととおり診断を終えると、主治医は難しい顔をしていた。

「あまりよろしくない？」

「うむ」

　そう言って考えこむ主治医に、小玉は思いついたことを尋ねる。

「それって、今女官たちの間で流行はやってる病気と関係あるの？」

「おそらく。近々同じような体調不良を起こす可能性が高い」

　答えを聞き小玉は顔を険しくさせた。つまり原因不明の病気に、小玉も罹り患かんしたということになる。

「薄々……気にはしておったのだが、たまに診たことがある」

　たまに色々と言葉が足りない老医師であるが、そこは小玉も長いつきあいなので、不足分を脳裏で補う。同じ症状になった患者を、彼はこれまでに診たことがあるので、共通するなにかがあるのではないかと思っていたのだと。

「後宮で？」

「いや違う」

　違うということは……つまりは、花街で見たということだ。彼は短くない期間、そこの女たちを診てやっていた。そして不思議なことに、最近紅霞宮で発生しているこの体調不良は、男ではなく女たちのみに見られるものだった。その二つの事実が小玉の中で結びつき、ある疑問を生じさせた。

「それじゃあこれは、性病？」

　言って小玉は、自分の発言のおかしさに気づいて、軽くため息をつく。言う前に気づけばいいものを。

　自分も含め、女官たちは誰かと性交渉をしていない。もちろん女官たちが小玉の目を盗んで……ということはありうるが、さすがに皇后づきの女官たちは自らの仕事に誇りを持っている者ばかりで、自らその立場を陥れるような人間はいない。

　仮にいたとしても、ほとんどすべての女官たちが体調不良なのだ。これで皆が外部と性的接触を持っているとしたら、それに気づかない自分は目をくりぬいて、自主的に節穴にするべきだと小玉は思った。

「いや、そうではないだろう」

　とはいえ主治医にはっきり否定されると、やはり安心するものである。なにせ女官たちの中には、宦かん官がんと結婚している者もいる。もし彼女たちが浮気していたということになると、後宮を騒がせた罪と不貞の罪の二重の意味で裁かなくてはならないという、非常に重い事態になる。

　なにより単純に、紅霞宮全体の空気が気まずくなること間違いなしである。

「根拠は？」

「こうなったのを診たことが数回だけある。だが相手は一例を除き、現役の妓ぎ女じよではなく、引退した女たちだ」

　花街で、なおかつ「引退した女たち」が、この医師の診察を受けるということは、立場が限られる。

「妓ぎ楼ろうの女主人たち？」

　主治医が一つ頷く。

「そうだ。だから最初ここで似たような症状を見ても、関連しているとは思わなかった」

「病気になったのが彼女たちだから、性病じゃないと言える根拠は？」

「客をとっていないとはいわないが、たいていは自分の情夫としか関係を持っていない女たちだった」

　話が生々しい……と思いながらも、小玉は話の腰を折るような真似をしない。どうせ元から生々しかったし。

「でも妓女もいたんでしょ？」

「そうだ。だが……後者はともかく前者は、金銭的に余裕があるから、ほかのきちんとした医師に診てもらうことが多い。だから私が……診ていないだけで、同じような症状になった女主人たちが大勢いたのかもしれないし、いなかったのかもしれない」

　いきなり仮定の話をされて、小玉はとまどう。

「つまり？」

「もしそういう女主人たちが、他にもいたとしたら……性的交渉以外の、別の共通点に注力したほうがいいと思っている」

「別の共通点？」

「引退していない妓女は、かなり年がいっていて、やめたくてもやめられずずるずる続けているような女だった」

　今度は話が重い……と思いながらも、やはり小玉は話の腰を折るような真似をしない。重い事情を持った女の話は慣れている。

「それがどうしたの？」

「皆、年かさの女だということだ」

「あっ、はい」

　紅霞宮の女はみんな年増発言をいきなりかまされ、小玉は思わず真顔になった。とはいえ実際、紅霞宮にいる女官たちのほとんどは、いわゆる「古ふる強つわ者もの」である。あの梅花のしごきに耐えた女たちばかりなのだから、文字どおりの強者ばかりだ。小玉より若年の者もいるが、現役妓女の平均よりは皆年齢が上なのは間違いない。

「一考の余地があるとは思っている」

　かなり真面目な顔で、主治医が言う。

「それで……原因は、つかめそうなの？」

「つかめそうであったら、こんな仮定に仮定を重ねた話はせん」

「そうですね……」

　この人を自分の主治医にしたことは、間違いだったのかもしれない……と思いかけた小玉である。

「それで……以前診た女性の中に、死んだ人間はいるの？」

「いや、いない。一人は故人だが、死因は別のものだ」

　はっきりと言われて、小玉は少しほっとする。同時に、この人がちょっと悠長な理由もわかった気がする。

「じゃあ引き続き……治療と、原因の究明をお願いします」

「わかっておる。今、他の医師たちにも聞き込みをして、該当する病名がないかどうかを調べている」

　この人、こういうところで意地を張らないのがいいところだな……と、しみじみ感心する小玉である。現在宮城に勤めている医師たちは、ほとんどが彼より若年のはずである。

　この時点で小玉は、紅霞宮の状態をなんらかの病によるものだと思っていた。しかし、それを目前の医師が否定する。

「一つ、懸念がある」

「なに？」

　主治医は、自分が体調不良であるかのような顔色で、言葉を絞りだす。

「これは、なにかの薬物によるものではないか……と、いう可能性を捨てきれん」

「毒？」

「そうだ。心当たりは……あるだろう？」

「あるわね」

　けれども、紅霞宮の女官たちを狙う理由がわからない。これが小玉を狙っているのであれば話はわかるのだが、近々発症することがほぼ確定しているにせよ、小玉はこの宮で数少ない健康を害していない女性の一人である。

「毒物なら、真っ先にあたしを狙うものじゃないの？」

「狙っているのが、お前さんの宮の不祥事だとしたら？」

　小玉は腕組みをした。一考の余地はある。

　すでに医師たちから否定されてはいるものの、紅霞宮で流行り病が発生したと言う目もく論ろ見みで、毒を盛ったのかもしれない。または女官達の体調を崩すことで、衆目の前での失態を狙ったのかもしれない。それで評判が下がるのは皇后だからだ。

「でも、わからない……仮に、あたしの周囲を集中的に狙ったんだとしたら、こんなにきれいにあたしを『最後』に回すことができる？　それに薬物だったら、さっき言ってた花街の事例については、どう説明がつくの？」

「そうだな……」

　今度は主治医が腕組みをした。毒だとしたらどういう毒なのか、どのように盛られているのかがまったくわからない。これについては主治医も首をひねるばかりだった。

　医師ほどではないが、毒物については実体験で知っている小玉も、摂取してこのような症状になる有毒植物に覚えはなく、現在八方塞がりの状態だった。

「ところで寝つきがちな者は、宮から出してはどうだ。新しい者と入れ替えるかたちで」

「それは駄目よ」

　小玉はきっぱりと拒絶した。現在体調不良の女官を酷使したいわけではないが、入れ替えた人材がこの毒なんだか病なんだかわからない状態の犠牲にならないとはかぎらない。

　それになにより、仕える宮から出される女官は、劣悪な環境に置かれる。特に今、仙娥が台頭している状況とあってはなおさらだ。もしかしたら宮から離れることで状態が改善するかもしれないが、その「劣悪な環境」で別の病を得て死ぬ可能性のほうが高い……それくらいの場所だ。

　小玉のほうでその「劣悪な環境」を改善したうえで女官たちを送りこむには、ちょっと小玉の手が届かない範はん疇ちゆうの話である。頑張れば介入できないわけではないが、そうするにはあまりにも時間が足りなかった。

「やはりなあ……」

　主治医も苦々しげではあるものの納得しているのは、これまでそういう嫌な実例を何度も目の当たりにしてきたからだろう。




　この状況が……もし本当に毒によるものだとしたら、原因は十中八九間違いなく、仙娥であると小玉は考える。




　仙娥がいかに力をつけようとも、文林は彼女の宮には渡らなかった。それにしびれを切らしたとしたら、実力行使に訴えたとしてもおかしくはない。

　その事実に、どこか安心している自分を、小玉は感じていた。

　あの決別の日、仙娥が言ったことは圧倒的に正しく、そして小玉の心の後ろ暗いところを白日のもとに晒さらした。

　これまで生ぬるい優しさで守られていた部分を、容赦なく。

　あのままの状態が続いたのならば、自分は耐えられなかったかもしれない。「間違っている」自分に。そして「正しい」彼女と対立している自分に。

　けれど仙娥は、対立する者に毒を盛った。これは「間違っている」ことだ。相手の「正しさ」の根本に瑕か疵しができたことを喜ぶ自分は、これがただの先延ばしにすぎないのだとわかっている。

　そのままでいれば、いずれ破滅するであろう。

　だがその前に、毒物から自分を守らなくてはならない。

「あたしのほうでも、探らせてみる」

「それがいいだろう」

　主治医が退出すると、小玉はすぐに真桂と紅燕に招集を掛けようとして……すぐに思いとどまる。毒物の可能性がある以上、紅霞宮に彼女たちを呼ぶわけにはいかない。

　したがって小玉は、紅燕の宮への訪問を打診することにした。近ごろ体調不良（という名目で、仙娥との接触を避けている）貴妃への、見舞いという名目でだ。ついでに、紅燕の義姉である雅媛の出産という情報も手土産にひっさげているので、口実としては申しぶんない。

　実際のところ、見舞われる必要があるのは体調不良予備軍の小玉であるという事実には目をつぶることにした。







　小玉にとって幸いなことに、紅燕の宮には真桂もいた。これが都合のいい偶然ならば、小玉にとっては幸いなだけだったが、そんなことはなかった。

「まあ、娘じよう子し！」

「娘子もお越しになるなんて！」

　華やいだ声で出迎えてくれた紅燕と真桂と、皇后派の中で一度も離反しなかった数少ない妃ひ嬪ひんたち。全員からなにやら独特の香りが漂っている。




「……お取り込みでしたか？」

「いいえ！」

　紅燕が久々に快活な声をあげる。

「さあこちらへ」と、真桂が小玉の袖そでを引く。最近負担が増えたせいで顔に疲れが色濃いが、彼女の表情も暗くはない。

　促されるままに一室へ招かれた小玉は、設けられたお香が盛大に焚たかれている祭壇を見て、事情のなにもかもを察した。なぜならその祭壇には、多数の冊子がうやうやしく供えられていたので。

　これはもしかしなくても、多作な大作家・雅媛の……。

「皆で義姉の無事な出産を、祈願しておりましたのよ！」

　紅燕の弾んだ声が、小玉の予想が当たったのだということをお知らせしてくれる。ちょうどいいと、小玉も皆にお知らせすることにした。

「……そうなのですね。わたくしがここに参りましたのは、あなたたちの祈りが天に通じたということを、お知らせするためだったのですよ」

　女たちに言いながら、今のは我ながらなかなか凝った言い回しだったと、小玉は内心で自分をほめてやった。

　小玉の言葉を聞くやいなや、雅媛の作品の愛好家たち（女官も含む）は歓声を上げ、祭壇からそれぞれが持参したとおぼしき冊子を手に取って舞いはじめる。ただの奇行であるが、所作自体は美しいうえに動きがゆったりとしているので、見た目だけはやたらと優雅な光景だった。

　女たちはひとしきり舞い終えると、会場を提供していた紅燕が高らかに言いはなつ。片手に持った本を高々と掲げながら。

「出産という人生の一大事を終えた義姉の今後の執筆活動が、より実り豊かなものになることを願い……解散！」

　小玉を除く一同が唱和する。

「解散！」

　そしてそれを合図に、妃嬪および女官たちは祭壇をさっと片づけ、さっと去っていった。彼女たちの手際のよさに、小玉はもはや感心することしかできなかった。

　人払いを終えると、紅燕と真桂は真剣な顔を向けてきた。

「お待たせいたしました娘子。茹昭儀のことで、なにか問題がおありだったのではないでしょうか」

　そこはさすがにわかっていたらしい。




　小玉の説明を聞くと、真桂と紅燕の顔がどんどんこわばっていく。




「……あの女狐」

　紅燕が、彼女にしては中々口汚く罵ののしった。たしかに仙娥は、化粧の力を借りなければ女狐と言われるのが似合う悪女顔ではある。

「まだ毒が用いられたということが、確定したわけではありませんよ。それに犯人が茹昭儀であることも」

　と言いつつも、小玉も犯人は仙娥なのだろうなと思いはしている。けれども可能性を示唆することは、事態の解決のためには重要であった。

　真桂は焦燥を滲にじませながら、首を横に振る。

「いえ、間違いないでしょう。早急に入手経路と、毒物の正体を突き止めなければ娘子のお体が……」

　疲労もあってか、真桂はいつもよりかなり動揺している。一方、出来ることがないという身も蓋ふたもない事情のせいで、休息をしっかりとっている紅燕は、かなり冷静だった。二人の精神状態は、いつもとは逆のようだ。

　紅燕は少し考えると、「もしかしたら、彼女ではないのかもしれません」と、硬い声で小玉たちの見解を否定する。

「なにを根拠におっしゃるのですか？」

　純粋に不思議という様子で、真桂が問いかけると、紅燕は困った顔を真桂に向けた。

「入手経路が……ないの」

「ない？」

　小玉は「あ」と声をあげた。確かに仙娥は、入宮の際に薬物の持ち込みについて、可能性を自主的に潰つぶしている。

「……後宮に入ったあとで入手したという可能性は？」

「わたくしが、なにもせずに無ぶ聊りようを託かこっていたとお思い？」

　真桂の問いに、紅燕はなぜか偉そうに胸を張る。

「女ぎ……茹昭儀の尻尾をつかめないかと思って、医師から取りよせた彼女の処方記録を一から洗い終わったところよ。従姉いとこでもある新入りの妃嬪の体調を、心配しているという名目でね！」

　実際聞くと、偉そうにするだけのことはしている。残念なことに、成果は特に得られていないようだが。




　後宮で妃嬪が薬物を入手できるとなると、医師から処方された薬くらいなものである。けれども仙娥はそれについても慎重だった。体調が悪くなった場合は多少効果が弱くても、毒物として使いようがない薬のみを所望しているのだ。

　もちろんどんな薬物も、すべて毒物になりうるので絶対に安全とはいえない。けれども仙娥は、たとえば「一週間連続で桶おけ一杯分飲まないと効果が出はじめない」ような薬物のみを処方に使うよう指示している。

　さすがの小玉も一週間連続で桶一杯分なにかを飲んだ記憶はないし、そんなもので毒殺を図られたら、一日目で気づく自信がある。

　あとは孫修儀のように、外出から戻った際に持ち込むくらいなのだが……仙娥は後宮に入って以来、一度も外に出たことはない。

「ですが、最初から持ち込んだのであれば？」

「李賢妃、あなた寝ぼけているの？　『賢妃』の地位を返上したら？」

　けっこう切羽詰まっているはずのこの状況にそぐわない言い回しではあるが、さすがに突拍子もない意見に、紅燕の毒舌が炸さく裂れつする。

　けれども真桂は、決して疲れすぎて頭の動きが鈍ったわけではないようだった。

「身体検査に不正があったのではないか、ということです」

　彼女の言葉に、小玉は自分の目が険しくなっているのを感じた。

「それは……尚宮たちが抱きこまれている可能性があるということですね？」

　仙娥の身体を検分したのは二人。麗丹を含めた尚宮たちである。彼女たちが見逃せば、確かに仙娥は毒物を持ちこめたことになる。

「……むろん、尚宮を二人とも抱きこむというのは、非現実的な話ではあります。特に尚宮たちは、それぞれ違う勢力に属しておりますし」

　麗丹と小玉の、梅花を介した関係を思いだしたのか、真桂は声に慎重さをまぶして補足する。しかし小玉が先ほど紅燕に毒ではないかもしれないと言ったように、可能性を示唆することは、事態の解決のためには重要なことなのだ。

「とはいえ……徐尚宮への接触は、現状ではいささか慎重になったほうがいいのかもしれませんね」

「ですが娘子、茹昭儀がこちらへの反意を明確にしたのは、つい最近になってのことです。最初から危険を冒してまで毒物を持ち込むには、益が少ないかと。また茹王は、今でこそ影響力を持ちはじめておりますが、茹昭儀の入内の時点では尚宮と密な関係を持てるほどではございませんでした」

「…………」

　皇族の事情を知るがゆえに紅燕の言葉ももっともであって、小玉は黙考する。

　ややあって小玉は口を開いた。

「少し、わたくしのほうで探ってみます」

「恐れながら娘子。御身の……」

「まだ時間に猶予があるはず。それを有効に使うべきでしょう」

　気づかわしげな声をかける真桂、声には出さないが不安そうな紅燕に向けて、小玉は作った笑みを浮かべた。







　小玉は宮に戻ると、自室で一人きりになり考えた。

　現在紅燕は下手に動くと実家を巻きこむ可能性を抱えているため、表立ってどころか裏でも動くのに慎重さが求められている状態だ。

　真桂は真桂で、仙娥の勢力を削そぐためにやっきになっている。

　そんな中、使える人材は限られている。清喜は駄目だ。彼に動かれると、小玉の身の回りの守りが薄くなる。かといって他の宦かん官がんでは、小玉が信用できない。

　女官たちは論外である。彼女たちのほとんどが万全の体調ではないし、なかには寝ついている者もいる。

　また、今や毒物でほぼ確定として話を進めているが、病気である可能性もまだ捨てきれていない。仮に病気だとして、そして更に仮に主治医の言うとおり、年かさの者のみが対象であるとするならば、なるべく若い人間が望ましい。それでいて、小玉が信用できる人間……。




　──杏きよう。




　鴻につけた女官の名が頭に浮かんだが、小玉はすぐに首を横に振った。彼女は信頼できる女官であるが、この件については適した人材とはいえない。

　彼女はほとんど口がきけないため、情報を集める際には余人とは違う手段を用いるしかない。「違う」というのはそれだけで目を引く要素だ。だから彼女は情報を守ること、情報を漏らさないようにやりとりをすることには向いてはいても、こっそりと集めることにかけては話が違う。いっそ不向きでさえあった。




　──となると……。




　最終的に小玉が、真相を探るために選んだ人材は彼女だった。




「梅花さまの名を辱めるようなことは、誓っていたしませぬ」

　あの元げん杏よりも梅花に私淑している女性で、鴻の乳母だ。

　彼女は梅花と近しい間柄であり、鴻についての報告のついでに、紅霞宮の梅花の私室だった部屋を今も訪れる。そのため後宮を出入りしても、おかしくはない。

「お願いね。けれど無理はしないでね」

「お任せくださいませ」




　　　　※




　人間関係において、そりが合うか合わないというのは重要だ。麗丹はそんなことを思っている。

　そしてそのそりが合う合わないというのは、最初の印象で決まってしまうということはままある。その事実はときに絶望的なことだ。関係がうまくいくかどうかが、ほぼ一瞬で決まってしまうのだから。

　麗丹にとって、皇后・関かん小玉は圧倒的にそりが合わない人間だった。ひと目見た瞬間、彼女とはいい付き合いができないな……と思う程度には。出会い方が違えばだとか、お互いの立場が違えばというような問題ではなく、主観的に……なんというか……とにかく合わない。

　彼女に対する麗丹の、率直な気持ちである。

　逆に麗丹と長い付き合いだった同輩であり、麗丹自身は友人だと思っていた劉りゆう梅花は、彼女と会った瞬間そりが合うと思ったのだという。その彼女は皇后に仕えて、最終的に満足のうちに果てた。天意が本当にあるとしたら、この二人のめぐり合わせのために動いたのだなと麗丹は納得している。

　そして、天意は麗丹と皇后との関係のためには、動いてくれてはいないのだとも。お互いにとって、じつに不幸なことだ。

　しかし麗丹も、人を使う立場になってから長い。いい大人になってから会った人間については、客観的に観察して評価を改めるということができるほうだと自負している（完全にできるとは思っていない）。

　けれども今皇后の立場にある女性については、客観的に見ても評価をよい方向に改めることができなかった。

　麗丹が実際に目で見ることの出来る彼女の姿は、「皇后」としてのものでしかない。だから皇后としての評価で以もつてでしか、彼女の評価を上方にも下方にも修正できない。

　皇后としての彼女はあまりにも優柔不断で、そして成長が遅い。成長していないとは思わない。だが遅い。

　けれども「武官」という一面に憧あこがれを持つ妃ひ嬪ひんたちがちやほやする姿は、自分とは相容いれない信仰じみた熱気を持っていて、麗丹をときにぞっとさせた。最近になってようやくその状況が改善されて、少なからずほっとしているところだ。

　確かに皇后がちやほやされていた時期は、麗丹がこれまで暮らしていたなかでも、最も後宮が平和だったといえる。だが後宮の女たちが思考力を失って誰かに群がるというのは、一歩間違えると政治を内側から崩しかねないのではないのか。そういう不安が、常に麗丹に付きまとっていた。梅花はその状況も踏まえたうえで、よしとしているようだったけれども。

　彼女は国家のために、なにかをしようとする人間ではなかった。大事な人のために、なにかをしようとする人間だった。もちろん国がどうにかなってしまえば、人もどうにかなってしまう。それはわきまえていた人なので、梅花は国を決してないがしろにしているわけではなかった。けれども優先順位は明確だった。

　これは麗丹にとって、梅花とは決して相容れなかった姿勢だった。麗丹は人も含めて構成されている国を大事だと思っていて、それを可能なかぎり損なわずに未来へつなげていくべきだと考えている。そしてその損傷を最低限に済ませるために必要であれば、自分も自分の大事な人間も、切り捨てられてしまってもいいと思っている。それで大多数が救われるのだから。

　もちろん麗丹は「武官」としての彼女を見ていないうえで、評価を下しているということを自覚している。だが「武官」としての彼女を観察する機会を設けようとは思わない。無駄だからだ。

　後宮の女官たちが所属する六局、その長である尚宮として、麗丹が重視しているのは皇后として過不足なく振る舞えているかどうかだ。皇后──関小玉の人間性ではない。彼女が今に至るまでどれほど「おかわいそうな」いきさつを持っていても、彼女の育ちがどれほど不利に働いていようが関係ない。

　大事なのは常に今だ。国母として現在在る以上、できませんでは済まない。もっとも……麗丹が後宮にいた間に見た皇后たちは、一人を除いて麗丹のお眼鏡にかなっていないのだが。

　先々帝の皇后は産んだ皇子の体の弱さ、そして自身の寿命の短さという天運に関すること以外は、実によくできた女性だった。麗丹の基準は彼女である。

　何度も麗丹をがっかりさせる「今」を連ねて、現在も関皇后は麗丹をがっかりさせている。事態を解決するために、今こそ使うべき人材があるだろうに。

　麗丹は個人としての「関小玉」には、ほとんど興味を持っていない。ただ一つ、梅花を安らかに死なせてくれたことについては感謝をしており、それにだけは報いようと思っている。

　だから麗丹は、公として自分の職掌を全うする以外で、私として最低限彼女を守るために動こうと思っている。なおこの場合の「最低限」というのは、彼女が後宮で本当に死にそうになったとき、または彼女が皇后という立場から逃れようとするとき、手を差し伸べるというものだ。おそらくそろそろ、その「最低限」のために腰を上げる必要があるだろう。

　そうしようとする自分に対し、ためらいはない。それでも麗丹は内心、今は亡き梅花に、こんな愚痴めいたことを思ってしまうのだ。




　──あなた絶対、彼女のこと甘やかしてたでしょう。




　娘がいない梅花には、我が子のような存在だったからなのかもしれない。いや……嫁か。皇帝のことを息子のように思っていたのは事実である。けれどもそれを差し引いたとしても、あそこまで尽くしてやる必要はなかったと思っている。

　自分にも子供はいないが、もしいたとしても、あそこまでしはしない。もちろん嫁にだって。いつまでも親は助けられないのだから。

　そういうところにも、方向性の違いというのは出ていたのだろうか。性格から体型まで、見事に自分と異なっていた梅花をしみじみと思い出す麗丹だった。体型は彼女、たびたび激動していたけれど。

　彼女の、持って生まれた性さがのせいでもあるのだろう……麗丹はそんなことを思う。友人として彼女のそういうところは、欠点であったと思う。彼女は誰かの世話を焼くことに対して、生きがいと言えば聞こえがいいが、依存のような状態になってしまいがちだったところがある。皇帝夫妻は、梅花の性から生まれ出た欲求を大いに満たしてくれていたに違いない。

　けれども麗丹は梅花ではないので、梅花とは違うやり方でしか動かない。また梅花のように、なにもかもを許容することもしない。だから心の中で大きな不満──これについては評価ではなく、ただの不満──を、ぶちまけていたりするのである。




　──優秀な女官たちを、使い潰つぶしかねないことをしてくれて！




　　　　※




「徐尚宮が娘じよう子しにお取りつぎを、と」

　清喜に言われ、小玉は警戒せずにはいられなかった。しかし会わずに済む口実もなければ、そもそも会わないことで益が生じることもなかったので、取りつぎを命じた。

　小玉の前に現れた麗丹は、いつもどおり権高な印象の女性である。

　実をいうと小玉は、この徐麗丹という女性単体には、かなり苦手意識を持っている。もっとも、彼女のことを苦手な人間だと思うようになったのは、比較的最近のことなのであるが。

　それまでわかっていなかったのは、小玉の側近くにずっと梅花がいたからだった。それは二重の意味で麗丹への苦手意識を気づかなくさせていた。梅花がいると麗丹にあまり接触しなくても用が済んだり、梅花と一緒にいると麗丹が少し愉快な人間になったりしたのだった。

　自分が麗丹のことを苦手な理由を、小玉はなんとなくわかっている……甘えられないからだ。それは彼女の性格のきつさとは、あまり関係がなかった。

　小玉はこれまで女性──特に年上の女性には可愛がられてきた。幸か不幸か年上の女性と、どうやっても対立しなくてはいけないという機会が回ってこない人生を送ってきた小玉である。そのうえ、うっすらと母を重ねてしまっているものだから、小玉はそういう女性たち相手だと心の扉の鍵かぎをかけ忘れがちになってしまう。

　仮に後宮に小玉より年上の妃嬪がいたなら、その相手が小玉のことを個人的にどう思うか以前の問題で、立場的には敵対していたはずなので、年上の女性に敵意を持たれるという状態に慣れることができていたかもしれない。だが、あいにく小玉が最年長であるときた。

　そしてなにより小玉は、後宮で梅花という頼もしい「年上の女性」に大事にされてきた。そんな男運はいまひとつでも、女運にはかなり恵まれていた小玉の人生のなか、満を持して現れた試練のような存在が麗丹である。

　もし彼女がどうやっても対立するしかない関係性であれば、小玉は苦手意識を持つ以前の問題で相手に臨むことができたはずだった。しかし別にそうだというわけでもないだけに、小玉にとって麗丹はちょっと対応に迷う相手である。

　もっとも麗丹は、小玉に対して無礼なふるまいをするわけでも、仕事を疎かにするわけでもない。ただ同時に、小玉個人のために心を砕くことだって少しもないのだ。もちろんそうしてやる義理が麗丹には少しもないので、それで小玉がどうこう思うことは、やはり甘えとしか言いようがない。

　麗丹の厳しさについてどうこう思うよりも、四十にもなって年上の女の人に甘やかしてもらいたいと思うのもどうなの、と自らを顧みる思いはさすがに小玉にもある。というか、正直そんな自分が恥ずかしくもある。

　だから小玉は麗丹のことを、必要がないかぎりは、敬して遠ざけすぎない程度に距離を置きたい相手だと思っていた。それも一つの人間関係の保ち方である。

　けれどそういう心の距離感を保つのには、ある程度の余裕というものが必要である。そして小玉は今、心に余裕というものがあまりない。

　だからなにを言われるか、最大級の警戒をしていた小玉だったが、その警戒に見合うようなことを麗丹は言ってのける。

「おそれながら娘子、宮城から離れられませ」

　あれ、これって造反かな？　と、とっさに小玉が思ったのは、決して苦手意識による偏見ではなかったはずだ。




　けれども次の麗丹の言葉で、小玉の警戒は一瞬でただの「なんで？」になった。

「行啓として、離宮へ」




　率直に「なんで？」と聞きたかった小玉であったが、相手が相手なので、こういう聞き方になる。

「理由を聞いても？」

「療養のために、です」

　麗丹の回答を聞き、小玉は眉まゆをひそめる。

「わたくしには、どこも悪いところはありませんよ」

　医師から「これから悪くなるのでは」とは言われていて、たしかに絶好調とは言いがたい状態ではあるが、少なくとも小玉の体調不良はまだ顕在化していない。

　けれども小玉の言いぶんに、麗丹はこんなことをきっぱりと言ってのけた。

「わたくしがこのように申し上げておりますのは、娘子のお仕えする女官たちの療養のためにですわ」

　再び「なんで？」である。

　しかしそれを別の言葉に置き換えて尋ねる前に麗丹が発した言葉に、小玉は表情を厳しいものにする。

「それに娘子も、近々ご体調を崩されると拝察しております。その前にここを離れられるのがよろしいかと」

　彼女の発言の意図がどうであれ、不穏なものを感じたからだ。まるで……お前に毒を盛っているのは、この私だと言っているかのような態度。

　やはり彼女は、小玉と決定的に対立するのであろうか。それならそれで苦手意識以前の認識になるのでかえって気が楽だなというのは冗談であるが、小玉は麗丹に探る眼まな差ざしを向けた。

「なんでも娘子は、女官たちを宮から出すのはお嫌だとか」

「わたくしの女官です。わたくしどもで面倒を見ます」

　確認するような麗丹の言葉に、小玉は無難な返答をする。宮から出した末に、女官たちの待遇が悪くなることを恐れていた小玉である。そこに今、麗丹があからさまに怪しい言動をしはじめたことで、自分の警戒は正しかったのではないだろうかと思いはじめていた。しかし彼女がなにを目的にしているかは、まだわからない。

「それで彼女たちが、より辛つらい目にあったとしても？」

「宮から出すほうが、より辛い目にあったとしても？」

　相手の言葉を借りるようにして返す小玉に、麗丹は苦々しげな顔をした。なかなか露骨な表情の変化に、小玉はおやと思う。

　麗丹もまた後宮の女である以上、にこやかなまま「交渉」を続けていくのではないかと思っていたが、そうではないことに意外性を感じた。

　なお小玉は、自分が病床に伏していたころ、文林がこの徐麗丹という女性に「お前よく後宮でやっていけたな（意訳）」という言葉をかけたということを知らないくらいに、彼女のことをわかっていない。

「娘子のそのお考えには、一理あります。ですからわたくしは代案をお出ししたつもりです」

「代案？」

「はい。このまま紅霞宮にいれば、女官たちと娘子らが朽ちていきます。それを見過ごしたくはないのです」

　優先順位が女官たちというのに、好感を持てばいいのか作為を見み出いだせばいいのか、小玉にはまだわからない。

「わたくしが手を打っていないとでも？」

「劉りゆうの義理の姪めいを使っておいでですね。それが実を結ぶかどうかわからないというのに、ずいぶん悠長に過ごしておいでだこと」

　鴻の乳母の動きを完全に摑つかまれていることに、小玉は内心ほぞを噬かむ。もっと麗丹の動向にも目を配っておけばよかった。

　なお劉というのは梅花のことで、鴻の乳母は梅花の義妹の娘である。梅花から彼女のことを遠縁の娘と言われて紹介されたときに、あまりに絶妙な縁の遠さに、まさしく「遠縁の娘」だと小玉は妙に感心した覚えがあった。

　ともあれ、そこまでこちら側の動きを読まれているとなると、よけいに警戒する気持ちが強くなる。小玉はやけに口の中にたまっていた唾つばを、こくりと飲んだ。けれどもその緊迫した雰囲気を、一瞬で吹き飛ばしたのは麗丹だった。

「ええい、まだるっこしい！」

「……はい？」

　麗丹が、いきなり声を張りあげた。それを聞いた小玉とついでに清喜（実はずっと側にいた。存在自体が騒がしいくせに、こういうときだけ大人しいやつだ）は、思わず顔を見合わせてしまう。

　今いきなり叫んだのは、本当に目の前にいるこのおばさんなのか。本当にこの人、後宮という場で女官を監督するという、裏表ありまくりなはずの立場についているのか。

「女官の命とあなたの命、どちらも安全な場所に移したいと言っているのですよ！」

「あ、はい」

　圧倒されている小玉が言えたのは、たったそれだけである。

　──なんであたし、今怒られてるの……？

　と思いはしたものの。

「だいたいあなた、ご自分の立場をおわかりなのですか!?　皇后ですよ、皇后！　それが女官たちと同じ症状で寝込んで、あまつさえ死んだということになったら、どうしてこうなる危険があったはずなのに皇后の御身を隔離するよう働きかけなかったのだと、医師となにより女官たちが処罰されるわけです！　おそらくは殉死というかたちで！　間違いなくあなたのとばっちりで死にかけているうえに、おそらくはあなたの浅慮で死ぬわけです！　いいですか!?　この宮にいる女官たちは選えりすぐりの人材で、あの劉梅花が手塩にかけた秘蔵っ子たち！　はばかりながら申しあげますと、軍の階級でいえば将軍級の女官たちです！」

　最後のほうを聞いて、

　──えっ、そうなの？

　と口に出したかったが、今はなにも言ってはいけないと判断した本能に従い、小玉は口をつぐむ。

「本人たちも娘じよう子しに万が一のことがあらば、我が身がどうなるか察しているうえで娘子のご意向にしたがっている……それをありがたみもなく侍はべらせて……いえ、皇后ですから優秀な人材がつくのは当然のことですが……それでもこの宮は人材がかたよりすぎなのですよ！　おかげでやりにくいったら！　梅花がきちんと言わなかったから、わたくしが今申しあげますけれども！　あなた本当にご自分の立場がおわかりなのですか!?　おわかりのうえで女官たちの命を危険にさらしているのならば、その犠牲を払うほどのなにかを得られる見込みはおありなのですよね!?」

　なにを、得られるか。

　率直に言えば勝利だ。今対立している相手、仙娥との戦いにおける勝利だ。けれどもこの勝利は、武官として小玉が得てきた勝利とは違い、国家のためという大義名分があるわけではない。建前を取りのぞけば、文林を他の女にとられないためのものだ。

　他人の人生を踏みにじる覚悟はしていたつもりだ。けれども、自分の側近くで今も忠実に仕えてくれている女官たちが軒並み死んでもいいのかと突きつけられると、あまりの生々しさに「それは、違うのではないか」という思いがする。

　このことについては小玉の芯しんは、まだぶれているのだ。そのために仙娥の離反を招き、そして今麗丹に追及されている。

　けれどもこの芯をしっかり立てようにも……脳裏に女官たちの顔が浮かぶ。小玉が顔を洗う水を用意してくれている女官は手荒れが気になるなどと言いながらも毎日元気に水を汲くんできてくれる。茘れい枝しの皮むきの腕が達人級なあまり、他の仕事のこなし方が並に見えてしまうという損な女官は、今年の夏も茘枝の皮を見事にむきあげて得意げな顔をしていた。小玉の付け毛をよりよいものにしたい会の代表は、最近つけ髭ひげの領域にまで手を出しはじめたものの、完成前に文林の髭がまあまあ立派に整ってしまったので舌打ちしながら実験台を探していた。

　小玉の近くで、それぞれの個性を持ちながら生活を営んでいる女官たち。彼女たちだって、小玉の大事な部下だ。彼女たちを犠牲にしてまで、文林を自分のものにし続ける……そうするだけの価値は自分にあるだろうか。

　あるいは、文林に。

　露骨な言い方をしてしまえば、関係ない人間たちが犠牲になるのは許容できても、関係ある人間たちを犠牲にすることは耐えがたい自分は、実に汚かった。




　──駄目だ、どうして揺らいでしまうんだろう。

　小玉は自分自身を情けなく思う。でも揺らいでしまうことは悪くないのではないかという気持ちもある。同時にそれは、ただの正当化ではないのかというささやきも脳裏から聞こえてくる。




　──人の死に関わることに、常に自問しつづけることが正しい？

　──それとも一度決めたことを覆さずに、貫き続けることのほうが正しい？

　──もう四十歳になっているのに、生きるか死ぬかでこれほど惑うのはおかしくないのか？

　──けれどもたかだか四十年しか生きていないのに、生と死に惑わないようになっていいものなのか？




　今はっきりした答えを出せることは、ただ一つ。

「おありではないですよね!?」

「ありません……」

　目をつり上げて念を押す麗丹に対する、返答のみだった。麗丹はふーんっ、と鼻から激しく息を吐くと、急に落ちついた声を出した。

「ですから次善策をお示ししたのです」

　十中八九どころか、十中八十九くらいの勢いで、女官たちの体調不良は紅霞宮の環境が原因である。けれども女官たちのみを宮から出すならば、彼女たちの置かれた環境が劣悪なものになりかねないし、ごく少ない可能性ではあるが彼女たちの命が目的であるならば、相手の思うつぼである。赤子の手をひねるほどたやすく、女官たちの命は奪われてしまうだろう。宮城の外に出せれば多少は安全を図れるだろうが、女官を一人出すのでさえ煩雑な手続きが必要なのである。複数人を出すなど夢のまた夢とさえいえる。

　けれども皇后が宮から……それも紅霞宮から出るというだけではなく、後宮の外に出てしまえば話は異なる。その世話をするという名目で、女官たちがついていくのは当然だからだ。そして行啓という名目で皇后が宮城から出るならば、当然相応の護衛をつけることができる。それは皇后だけではなく、女官たちも守る盾になるのだ。

　特に小玉の場合、神しん策さく軍ぐんという小玉の息がかかった兵を動員できる。これで小玉と女官たちの安全はより保証される。

　一考の余地があるどころの話ではない。非常に魅力的な話であった。

「……けれども行啓の名目は？」

「娘子の療養ということでよろしいでしょう。先ほども申しあげましたが、娘子のご体調に影響が出るのは時間の問題ですので」

「……そんなにうまく、行啓の許可が出るものかしらね」

　中々に尖とがった物言いをする麗丹に、小玉は少し意地悪な言い方で返す。けれども麗丹は「なにをおっしゃいます」と呆あきれたような顔をした。

「先に娘子が赴かれた湖こ西せいへの行啓のような、かなり私情が入った行啓でさえすんなりと受けいれられたではないですか」

　訂正する。「中々に」ではなく、「非常に」尖った物言いをする。

　実際湖西の行啓は、明慧の死について、小玉が片をつけたいと思った意向を文林が汲くんだために行われたところが多々ある。客観的にどころか、小玉自身の主観的な認識ですらそうだ。けれどもこんなふうに、こういう人に言われると……。

　──非常に腹が立つ。

「あのころは司馬氏が、娘子の留守を喜んだため、父親も諸もろ手てをあげて娘子を送り出しました。今回も茹昭儀が娘子の留守を喜ぶでしょうから、茹王も娘子の行啓の後押しをするでしょう。廷臣たちも、娘子が不在の間大家が茹昭儀に寵ちようを与えたいのだろうと勝手に意向を汲んで、反対しますまい」

　要約すれば「行啓したいという希望は、各方面で受けいれられますよ」、と保証してくれているわけだ。それ自体は問題ない。問題ないのだが……その裏付けとなる事情を、あまりにもあけすけに、かつ小玉を効率的に不快にさせるように麗丹は言ってくる。

　このとき、小玉の隣で清喜が、声もなく口を「うっ、わー」という形にした。

「この案の欠点を申しあげますと、行啓の最中、娘子の後宮への影響力は限りなく弱くなりますし、当然茹昭儀が台頭するということですね。おそらくこの間に、大家の寵ちよう愛あいを受けるために最大限努力するでしょう」

　麗丹は自らの提案の欠点もきちんと把握したうえで過不足なく述べてくるが、やはりその内容は、小玉を効率的に以下略……という感じである。

　なお今度の清喜は、口を「うわわわー」と動かしていた。

「……それでもわたくしに動けと？」

「まあお嫌でございましょうね」

　麗丹はなぜか得意げな顔をしている。小玉はなんとなく、椅子の手置きを右手でがしっと摑んだ。

「ですからこうしてはいかがでしょう。大家には行啓の申し出をなさいませ。そのうえで娘子の体調不良があらわになるまで事態が改善しないのであれば、素直に後宮からお出になる。けれどもそれまでに、劉の義理の姪めいがなにか摑つかんでくるようであれば、その対処をしなくてはならないわけでもありますから、行啓を取りさげては？」

　言うほどあっさりと、中止できるものでもないのではないか。一般家庭の物見遊山とはわけが違う。

　しかし麗丹は小玉の懸念にたいし、さらりと返す。

「こういうときこそ占いの出番ですわ。不吉な卦けが出たとか、適当にでっちあげて、中止させることなどわけもないことです。もしくはさっと行って、さっと帰ってきてもよいのですよ」

　長年後宮で働いていた女官は、こういうところ万事抜かりない。

「なるほど……」

　頷うなずいた小玉は、手置きを摑んだままの右手の人差し指だけを動かすと、とんとんと手置きを叩たたく。とんとん……という音がしばらく響く。

　小玉は、にわかに音を止めて言った。

「わかったわ、そうしましょう。あとわたくしあなたのこと、大っ嫌いだわ」

「娘子ー!!」

　小玉が一気に言うと、さっきから無音のまま口を激しく動かしていた清喜が、ここにきてようやく声を発した。

　一方の麗丹は、小玉のいきなりの暴言に動揺するどころか、受けて立つとばかりに即座に、かつ高らかに言いはなつ。

「ええ、ええ、わたくしもあなたのような甘ったれた小娘、大っ嫌いですよ！」

「甘ったれた小娘!?」

　これも清喜の叫びである。

「そもそも自分は甘えているんだろうか……という葛かつ藤とうが見え見えのあたりが、甘ったれているというものですよ！　他の小娘たちのほうが、根っこのところは揺らいでいないうえに、まだ伸びしろがあるぶん、よっぽどましというものです！」

　小玉はよろしい、受けて立つ、とばかりに椅子から立ちあがる。その勢いで椅子が倒れることはさすがになかったが、がたがたっと大きな音を立てて思いっきり後ろに下がっていった。

「そんな偉そうなことはね！　こちらに対して、なにか貢献してから言ってほしいもんだわ！　あなたこの一年、なにか役に立ったっていうの!?　梅花の葬儀と供養については、その節はお世話になりました！　でもその他は！　なにも！　ない！」

「お宅に貢献することで、自己満足以外のなにが得られるというんですか！　そんな自分を気持ちよくさせるだけのものは、わたくしの求める満足ではないので！　梅花の件については、どういたしまして！」

　多分、お互い私情とか、とっさに出た言葉とかもろくに検討しないままぽんぽん投げている。そんな四十歳女と、推定六十歳超え女の完全に勢い優先の言い合いの場で、置いてけぼりになっている清喜は、ひきつった顔で二人を眺めながら、口元に手をあててのたまう。

「やだ……僕の職場環境、ひどすぎ!?」

　なにを言っているのやら。彼の職場環境がひどいのは、今に始まったことではない。ただし、これまでのひどさは（方向性はともかく）現状に比べると、かなりましだったというのは間違いない。その事実を指摘する人間がこの場にいなかったことだけは、清喜にとって幸いなことに違いなかった。

　宮城で一番お気の毒な人間選手権を開催したら、期間を今日に限定した場合、清喜は上位に入賞したに違いない。




　　　　※




　麗丹とひとしきり言い合ったことで、小玉と彼女との間になんらかの友情が芽生えるということはなかったし、小玉の心がすっきりとすることもなかった。ある種の高揚というか興奮状態になれはしたものの。

　だがそれは別として小玉は、彼女の「代案」を実行に移すべく動きはじめた。

　まず文林に面会を求め、行啓を願い出る。さすがに「毒を盛られているかもしれない」という報告を控えていたことは怒られはしたものの、行啓という案については悪くはないという感触であった。

「あまり遠出するのは、お前の負担になるし、すぐ戻ってこられるよう近場の離宮を用意する」

　ふと気になって、小玉は文林に尋ねる。

「あんたのほうでは、あたしの状況を理解してなかった？」

　文林は苦い顔をする。

「うすうすは。この前お前の顔色の悪さを見て、確信はした。だが……」

　後を引き取って小玉は言う。

「物証は摑んでいない、か」

　そうだろうなと納得はしている。文林がもし何らかの情報を摑んでいたら、こちらには言うだろう。そして文林の後宮内での手のものが、そこまで手が回っていないという事実に、小玉は彼らに余裕がないのだということを理解する。

　仙娥が切り捨てようとしている女官たち、または小玉の宮で不調を訴えている女官たちの中に、その数少ない誰かが潜りこんでいるのかもしれない。前者であれば不穏な動きをして仙娥に気取られるのを危き惧ぐしているのだろうし、後者であれば細作として動く余裕がないのだろう。もしかしたら他のところにも潜んでいて、他の事情で動けないのかもしれないけれど。

　微に入り細に入り事情を理解したわけではないが、文林の細作方面での助力は期待するだけ無駄なのだなということは理解した。ならばやはり、小玉にとって鴻の乳母が頼みのつなである。

　いつ来てもおかしくない期限の前に、彼女がどうにかしてくれたなら……と切に願うが、それで鴻の乳母が狙われても元も子もないので、引き際は慎重に見定める必要があると、小玉は自分に言い聞かせた。

　正直、このまま行啓が確定……ということになると、あの麗丹に負けたような気分になるので、非常に業腹ではある。けれどもそんな気持ちのせいで、鴻の乳母を死なせるなど、愚行でしかない。絶対に私情に走ることがないよう、小玉は自らを厳に戒める所存であった。

「……どうした。そんな顔して」

　文林の顔は、今日も相変わらず疲れている。自分も疲れている。ここにいるのは、疲れたおっさんとおばさんの夫婦だ。客観的にその事実を見つめると、自分たち二人の個人的な絆きずなというか結びつきのために、多くの命を犠牲にする価値ってどこにあるんだろうなと思いはする。

　もっとも成就するならば、皇帝と皇后のあらゆる障害を乗り越えてお互いのみを見つめる物語として、美しいものができあがるに違いない。けれども美しさは命を養分に保つべきものなのかは、意見が分かれる。美のために自他の命をかける人間は確かにいるけれど、おしゃれにすら未いまだに意識が低い小玉は、そういう類いの人間ではなかった。

　脳裏には言い争いの最後のほうで、麗丹が吐きすてた言葉がこびりついている。




『檻おりを壊していいのは、檻の中に囚とらわれていた者たちの処遇に、責任を持てる者だけですよ！』




　認めるのはやっぱり負けた気がして腹が立つのだが、実際小玉の姿勢は麗丹に罵ののしられるに足るものだ。小玉の姿勢のせいで、後宮の本来の役目から放り出されてしまう女性たちに対して、最後まで世話をする義務は確かにある。

　子を産めずに後宮で朽ちていくかもしれない妃ひ嬪ひんたちにせよ、小玉につきあい小玉のために戦ってくれている真桂や紅燕たちにせよ。

「なんでもない……髭ひげ、いい感じね」

「そうだろう」

　ちょっと得意げになった文林に、日々の目標というか、やりがいができたのはいいことだねと小玉は微笑ましい気持ちになった。それに麗丹の得意げな顔に比べると、文林の得意げな顔のほうが万倍心を和ませるので、やっぱり自分は文林のことは好きだなあと思ったのであった。

　もっともこの二つ、比べるようなものではないのだが。

「そういえばちょうどいいから、話をしておきたいことがある」

「ん？　なに？」

「近々、茹王と茹昭儀と食事をすることになった」

「おお……っと、今話題の人とね」

　茶化して返したものの、穏やかな気持ちにはなれない。そんな小玉に、文林がもう少し詳しく説明する。なんでも茹王の労に報いるために、愛まな娘むすめとの食事の機会を設けてやることにしたのである。

　しかし、茹昭儀はすでに妃嬪の身。「お父さんと一緒にご飯食べておいで」で、ことがあっさり済むようなものではない。したがってまず茹王が文林と陪食するという場を設け、その際に文林が妃嬪の代表として茹昭儀を伴う……という体裁を整えることになったのだという。

「じゃあこの場合の文林は、おまけってこと？」

「そうだな」

　非常に豪華なおまけである。

「会食自体は俺の宮で行うから、後宮の……お前の仕事の負担が発生することはないと思ってくれ」

「はい、わかりました」と小玉は頷く。

「この会食にあたって、皇后として茹昭儀になにか声をかけたり、許可を出したりする必要ってある？」

　仕事をこなす状態に頭を切りかえ、小玉は必要事項を尋ねたが、文林は首を横に振る。

「それは特にないな。妃嬪が立ち入りを許される区域で行う予定だから。お前のほうは、俺に注意しておきたいことはあるか？」

「んー……茹昭儀が初めて外部と接触する機会だから、振る舞いでおかしなところがあったら教えてほしい」

「わかった」




　ところでさっきから小玉はめまいがしている。

　さっき麗丹と怒鳴りあいをして、頭に血が上ったせいでこうなっているのであって、例の体調不良によるものではないことを切に願っている小玉である。




　　　　※




　──あの女が死んだ！




　心の中で快かい哉さいをあげる。梨り妃ひは今勝利の高揚に酔っていた。

　梨妃が寛の皇帝の子を生んで、数か月が経っている。皇帝の最初の子だ。そして男児──この国の世継ぎの皇子だ。

　その肩書きだけでも嬉うれしい。けれども梨妃がなによりも嬉しかったのは、皇帝である夫が、「これで君を皇后にできる」と言って、息子の誕生を喜んでくれたことだ。

　事実夫は、息子の名づけとともに、梨妃を皇后に立てたいと廷臣に諮った。世継ぎの皇子の母親が皇后でないのはおかしいことだと。けれどもそれに頷うなずく者は、ほとんどいなかった。夫がかねがね、梨妃の立后を内々とはいえ打診していたというのにだ。

　自らがこの国の上層部によく思われていないことを、梨妃はよくわかっている。けれどもここまで拒否されると、いい気持ちはしない。それは耐えられるという事実とは両立する感情だった。なによりも夫の意向に沿わない者たちがいることに、激しい苛いら立だちを感じる。

　──けれども……。

　怒りに身をまかせてはいけなかった。廷臣たちは顔色をうかがっているだけに他ならないという事実を、見失ってしまうからだ。その顔色をうかがっている相手こそが、梨妃の敵だ。

　敵は二人いた。一人は夫の母である皇太后の元げん氏、もう一人は梨妃がつくべき位に居座る女、夫の正妻であるこれまた同じ姓の元氏だ。

　百歩譲って、この世に夫を産み落としてくれた皇太后に対しては、最終的に手を下すにしても、嫁として日々敬意を払っていた。だから死後の供養についても、もちろん抜かりなく行うつもりである。梨妃が手を下した太皇太后に対して、今も手厚く供養を行っているように。

　だが元げん皇后に対しては、好意的な感情は一切持ちあわせていなかった。とはいえ梨妃としては、夫からの愛さえあればいいと思っているから、元皇后に対して個人的な害意は持っていなかった。早めに退いてくれれば、長生きできるのに……と、哀れむような気持ちを持っていたくらいだ。

　だが、今は違う。

　彼女は梨妃の産んだ子を拒否した。現在梨妃は妃嬪の一人であり、その梨妃が産んだ皇子は、元皇后を嫡ちやく母ぼとする。だが彼女は、梨妃の息子を形式的にとはいえ自らの息子と認めなかった。

　皇帝の正妻である皇后がそう振る舞うということ──それはつまり、梨妃の息子を夫の子だと認めなかったということだ。それが梨妃を、なによりも怒らせた。

　そこに加えて、廷臣たちからの拒否だ。必ず殺してやろうと思った。それも「いずれ」ではなく、「可及的速やかに」だ。夫にはしばらく休んでいなさいと言われていたが、もうじゅうぶん休んだ。今こそ動くべきときだ。

　機会は比較的早く訪れた。近ごろ体調を崩しがちだった皇太后が、姪めいである元皇后を連れて、離宮に療養に行ったのだ。表向きの理由は、嫁である元皇后が、皇太后を看病するためというものである。

　しかし消息筋によれば、梨妃に先を越されて皇子を儲もうけられてしまった元皇后を、皇太后が慰めるためということであった。どちらももっともらしい理由であるが、実際は違うと梨妃は思った。

　そうでなければ、こんな時期に皇太后そして皇后が揃って警備を手薄にするはずがないからだ。

「お二方とも、あのように寂しいところへ行かれて……御身に危ういことがなければよいのですが」

　梨妃がそう言うと、夫は穏やかに微笑んで言った。

「そうだね……あの辺りは、あまりよい噂を聞かないから」

　ここにもし隣国の皇后あたりがいたら、じゃあなんでそんなところに離宮を作るの……だとか、そんなとこ行っても体調余計に悪くなるだけじゃん……だとか思うだろう（でも口には出さない）。

　けれども梨妃は、夫と心が通じ合っている自信があったから、そんな無粋なことは言わずに、また思いもせずに「そうですわね」と答えるにとどめた。そしてさっさと刺客を手配した。




　皇太后、皇后がともに山賊に襲われて死んだ。皇后は山賊に身を汚される前に、物見台から身を投げた。




　その報を受けて、梨妃はあからさまに喜ぶような愚かしい真似はしなかった。だが心の中で叫んだ。あの女が死んだ、と。

　これで、息子を夫の子だと認めない存在が消えたのだ。隣に座る夫の顔を見る。沈痛な表情をしていたが、目の色は自分と同じだった。彼も喜んでくれている。

　梨妃は口元を片手の袖そでで覆って、声を震わせた。

「なんてお気の毒な……警護の者が、ここまで役に立たないなんて。責任者はいったいどなたですの？」

　その言葉に、報告しにきた者がさっと青ざめてうつむいた。このあと、話がどう動くのか察したのだろう。梨妃はもちろん、その察した内容どおりにするつもりだった。

「姫き将軍だな……」

「まあ……」

　夫の答えに、梨妃は嘆かわしいといわんばかりの声をあげる。

「国家の功臣でございましたのに」

「だが皇太后、皇后と国の宝を二人も喪うしなわせた罪は重い」

　それは姫将軍の、死刑宣告だった。

　梨妃は隠した袖の下で、ほくそ笑む。邪魔な者が二人どころか三人も始末できてしまった。この喜び、ぜひとも夫と二人で分かちあわねばならない。二人の共同作業の成果だ。

「あらお前……まだ報告することがあるというの？」

　跪ひざまずいてがたがたと震える男を、梨妃は追い出しにかかった。




　二人きりになった途端、梨妃は破顔した。

「あなた、ついに……」

「ああ！」

　夫も同じ表情で、梨妃の手をとった。

「よくやってくれた！」

「そんな……」

　あなたのおかげですわ、と続けようとした梨妃だったが、続く夫の言葉に口をつぐんだ。

「まさか二人を離宮におびき出すことができるなんて……いったいどういう手妻を使ったんだい？」

　梨妃は目を見開き、首を傾げる。その仕草を見て、夫も首を傾げた。どこかかわいらしい。

「……あなたが、おびきだしてくれたのだと思っておりました」

　だから梨妃は、迷わず刺客を送りこんだのだ。

　夫の首の傾きがより深い角度になる。どう見ても彼は関与していなかった。

　梨妃は眉まゆをひそめる。これは一体どういうことだろう。

　二人とも歯切れ悪く言葉を交わす。二人とも楽観とは遠い慎重な性質であったが、さすがに「偶然」という、「幸運」と同義の表現を使わざるをえない。そうでなければ皇后、皇太后と、命を狙われていることを知っているか察しているかしていたであろう二人が、あえて宮城から出る理由がないからだ。

「もしかしたら母后陛下は、本当に体調が悪かったのかもしれないな……」

「そうかもしれませんが……」

　不安げに言う梨妃の肩を夫がだきよせる。

「いや、そうであればこそ君の有能さが際立つ。それほど機を見るに敏ということだから」

　そう褒めてくれる夫に、梨妃はようやく笑った。

「機を見ると申しますと……わたくしの実家に関する『機』につきましては、どのようにご覧になりますか？」

　梨妃の問いかけに、夫は考えこむ風情である。

「そうだね……」

　つい先日の話であるが、隣国の女王であり、梨妃の姪であった女性が死んだ。産さん褥じよく死である。幸い生まれた子供は無事で、しかも女児であった。

　したがってこの生後間もない女児が、即位することになる。順当にいけば、この「新女王」の父親が、摂政となるはずだ。あの子はうまくやるかしら……と、梨妃は懐疑的だ。

　梨妃が思うところの「あの子」とは女王の夫で、「新女王」の父親である男だ。彼は梨妃の次姉の息子で、要するに甥おいであった。亡き女王よりも付き合いは浅かったが、それでもその人となりはそれなりに分かっている。彼自身の素養だけを見れば、まあまあうまくやるだろう。しかし外部的要因を加味すれば、はなはだ難しいと言わざるを得ない。




　外部的要因──女王の大おお叔父おじであり、梨妃の叔父である男。




　前の女王である梨妃の姉と離縁したあと、まだ幼い梨妃に言いよったあのいけすかない男は、握った権力を手放すことをよしとはしないだろう。しかも一度無理やり手放させられそうになったとあっては。

　幼子が奪われたおもちゃを取りもどそうとするような激しさで、そして幼子にはない執念であの叔父は動き出すはずだ。きっと梨妃の叔父は、奪われそうになったぶん必死になって、取りかえそうとするはずだ。それに対抗するには、姪の夫であり新女王の父である甥は、あまりにもまだ若い。

　数か月前、女王は妊娠中に流産しそうになった責任を梨妃の叔父にかぶせた。それでうまいこと、権力から遠ざからせたつもりだったのだろう。しかしそれは、今となっては悪手だった。

　結果論にすぎないとはいうものの、これについては康の女王──姪は、考えが浅かったと梨妃は考える。たとえ女王であっても、女であれば出産が無事に済むなんて保証はどこにもないのだ。

　少なくとも梨妃は、自らが子を産むにあたって相応の「手」は打っておいた。それだけに、なおさら姪の詰めの甘さに、どこか苛立ちのような、あるいは落胆のような、同情のようなものを感じる。

　しかし同時に、そんな感情を抱く必要はないのにとも思っている。女王である姪の失策は、隣国であるこの寛にとっては喜ぶべきことだからだ。理解していてそれでも姪の失敗を残念に思っているのは、多少なりとも残っている姪への情のためか、今でも多大に残っている叔父への悪感情のためか。

　前者であれば、自分はまだ姪のことを自分で思っていたほど完全に切り捨てることができていなかったのであろう。あるいは彼女の死に、切り捨てたはずのなにかが、ほんの少しだけ戻ってきてしまったのかもしれない。

　けれども感傷に浸ることを、自らに許してはならない。この国で生きていくからには、それは危険なことだからだ……自分の甘さにため息をつきたい気持ちを抑えて、梨妃は気持ちを切りかえる。

　なにはともあれ、梨妃の生国が近々荒れることになるのは間違いない。それを夫もわかっていて、頭を悩ませているのだ。

　まあいい、自分は夫の判断に従うのみだ。さっさと結論を出して、梨妃は夫の様子を見守る。彼はどんな判断を下すのだろうか。

　そんなことを考える梨妃の脳裏には、亡き皇后のことなどかけらも残っていなかった。




　　　　※




「あの子ども……この国の子ではないのであろう？」

　お姉さんと言われた女であり、この国──寛の皇后……であった女は、さして感慨もなく言った。けれども彼女の口から出た言葉に、老夫婦とその息子が肩を震わせるのを見て察するものがあった。

　あの嬉児という少女が訳ありであり、また少女がここにいるということは、この寛という国に対して彼らが少なからず背任行為を働いたことなのだと。

　けれどもそのことに対し、責めるつもりは女にはなかった。

「よい、よい。罪に問わない……わたくしはもはや、それを問えるような立場ではないからな」

　女の言葉の後半には、自じ嘲ちようが含まれている。その言葉に、老婦人が「滅相もないことです！」と声をあげた。

「あなたさまは国母でいらっしゃいます！」

「国から追われたのだがな」

　今度の言葉は、先ほどよりも自嘲の含有率が高かった。今度は老夫婦の息子が口を開く。

「我々は、決して皇后陛下を追い落としたつもりはございません」

　女は、老夫婦の息子の言葉を否定するようなことを言おうとして……それをやめた。だめだ。

「……そなたたちの嫁が、わたくしを救った。それに免じて許そう」

　本当は許すも許さないもないことだ。なぜなら女はもう、この国への背任行為に対して怒りを覚えるほど、この国、そしてこの国の皇帝に対しての情も責任感も失っていた。けれどもこういう言い方をすれば、この一家が安心する……そう思ったから、そうしただけのことだった。

　女は建国以来の功臣の家に生まれた。祖母は皇帝の娘である公こう主しゆであり、父方の伯母おばは皇后、ひいては皇太后となった。女は生まれついての后がねとして育ち、そしてそのとおり皇后になった。




　──人よりもすんなりと皇后になれるのだから、人よりもよく皇帝陛下に仕え、この国に尽くすのですよ。




　嫁ぐ日の前の夜に、女の母は女に言い聞かせた。祖母や伯母よりも公の存在感は薄いが、女に対する影響力は誰よりもあった存在だ。

　母の言いつけどおり、つい先日までの女は、模範的な皇后を目指した。事実、この国で自分ほど皇后として申し分なく振る舞えた女は、ほかにいないはずだ。子を産むという仕事以外は。

　夫が隣国の王女を連れ帰り、梨妃と呼んで寵ちよう愛あいしても、そのこと自体に女は不満を口にすることはしなかった。梨妃に与えられた宮を調えたのは、他ならぬ女だった。

　嫉しつ妬とは女性の悪徳の一つである。国の女性の模範となるべき皇后として、女は夫の寵愛が他の女に向かうことについては不満を抱かなかった。少なくとも女本人は、そのつもりでいた。

　しかし、敵対国の王女を駆け落ち寸前で妃ひ嬪ひんに迎えたことで、朝廷をめちゃくちゃにしたことについては、話が別だ。しかしそのことについて諫いさめれば、それを醜い嫉妬だと夫に罵ののしられた。

　いつのころからか、女は気づきはじめた。この夫は、女に不満があることと、女に不足があることを同一視しているのだと。けれどもその事実を直視しないように気をつけながら、日々を過ごしていた。

　直視してしまえば、自分の中のすべてが崩れてしまうと察してしまったからだ。夫である皇帝は神聖な存在ではなく、つまらない男の一人にすぎない。その皇后である自分は、その尻しり拭ぬぐいをしている、ただのくたびれた女なのだ。

　伯母である皇太后が、女を誘って離宮を訪れたのは、梨妃が子を産んで間もないころのことだった。

「康賊の女に後宮を牛耳らせてはならない」と主張する伯母は、自分が抱えていた間かん諜ちようを、女に引き継がせようとしていた。

　この間諜は、元は亡き太皇太后が罪人を救って育て始めたものである。その人材が一つの村を為し、国家の有事の際は太皇太后の命で動いていた。

　それが太皇太后の妹の娘である皇太后に引き継がれ、さらに皇太后の姪である女に引き継がれることになった。とはいえこれは別に、代々皇后に引き継がれるためのものだというわけではなかった。




　──本当は吾あ子こに渡すために、育てていたのだがな……。




　離宮でそんなことを呟つぶやいてうなだれる伯母の姿を、女はある種の胸の痛みとともに眺めていた。伯母は息子を見限り、姪であり嫁である女に期待をかけたのだ。

　女には伯母の気持ちがよくわかった。異民族の女を寵愛するまではまだ許せる。だが長子を生ませてしまった以上、または秘密裏に長子を始末しなかった以上、この国の頂点に異民族の血を濃く引いた皇帝が立つ可能性が生じてしまった。

　赤子を殺すことの是非はともあれ、この国でそれは決して許されることではないのだ。廷臣たちの冷ややかな眼まな差ざしを、夫は気づいていないのか。気づいていたとしても、梨妃との愛の試練だとでも思っているのだろうか。

　襲撃を受けたのは、間諜たちの代表に引き合わせられたときのことだった。伯母は間諜の一人を女の影武者に仕立ると、お逃げと言って自分は残った。

　伯母はいい人間ではなかった。姑しゆうとめという立場相応に嫁に厳しかったし、私情で間諜を動かして、そして政治にも干渉することがあった。けれどもこの国の前皇帝の嫁としては、まず申し分なく働いていた。

　あんな死に方をするだけの人間ではあったが、あんな死に方をしたからには、それまでの罪は帳消しになったと女は考えている。だから女は、伯母の死を皇太后の死としてではなく、幼いころからかわいがってくれた身内の死として、惜しみ、悼み、悲しんでいた。

　同時に、これまで見るまい見るまいと心がけていた事実を、女はついに直視してしまった。直視してしまったからには、夫はただのつまらない人間で、自分はもうただのくたびれた女でしかないし、もうそれ以外の何者でもない。




　　　　※




　──思いのほか、簡単なものだったわ。




　床に臥ふしながら、雅媛は安あん堵どのため息をついた。お産が終わって丸一日が経ち、疲労がようやく去りはじめたころだった。

　出産の最中はこのまま死んでもおかしくないと思ったし、子どもなど二度と産みたくないほどの痛みを確かに感じていたというのに、なぜかその記憶はすでにおぼろなものになっていっている。

　まるでなにかに書いてあるものを、何度も読みかえしただけのような……実体験ではなく、追体験でしかないもののようだ。とても不思議な感覚だった。




　それはともあれ、雅媛は男の子を産んだ。

　跡継ぎの男の子だ。




　族長である夫は、それはそれは喜んでいた。すでに他の夫人たちとの間に何人かの子を儲もうけていた彼だが、男児はことごとく死産もしくは夭よう折せつし、今のところ育っているのは女児だけだ。

　そこに雅媛が第一子でいきなり男児を儲けたのだ。しかも安産。まさに手の舞い足の踏む所を知らずという有様で、寝ている雅媛が「うるさい……」と遠慮なく思って、言葉づかいだけは遠慮がちに言うほど夫は騒がしかった。

　雅媛が彼との子を儲けることを重視しているのと同様、彼もまた雅媛との間に子を儲けることを重視していた。宸から贈られた夫人が無事に出産したとなれば、宸への好意を示すなによりの材料になる。

　自分の出産能力が証明されたということは、雅媛にとって大きな意味を持っていた。子を産める女は、この地で尊ばれる。これまである種のお客さま扱いをされていた雅媛は、これから本格的にこの坏胡の地で実権争いに加わることになるのだ。

　そしてもう一つ。




　──あの娘の利用方法について、ようやく決めることができるわ。




　媵ようという、ありていに言えば出産要員の予備として連れてきた衛えい氏の今後について、選択の幅が広がった。

　現在は侍女のようなものとして扱っているが、あまり役に立たない彼女をようやく有効活用できるのも、雅媛にとっては嬉うれしいことだった。




　──まあ、無事に育つかはまだわからないけれど。




　無事に産まれたとはいっても、息子はまだ生まれて一日目だ。夫の他の息子たちと同様、夭折する可能性はある。したがって息子がある程度育つまで、またはもう一人……できれば二人目の息子を儲けるまで、まだ衛氏を完全に手放すことができない。年単位で計画を練る必要があると雅媛は考える。




　──焦る必要はない。まだ時間はたっぷりあるわ。




　それにしても、と雅媛は思う。自分は自分で思っていたよりずっと、情の薄い人間であったと。自らの腹を痛めた我が子に対しては、さすがに愛情を抱けると思っていたが、ずいぶんと突きはなした見方をしている。

　父に対する気持ちも参考に考えると、自分はもしかしたら、他人のほうに愛情を抱ける人間だったのかもしれない。なんだかんだで、血のつながっていない夫に対しては、それなりに愛着を持ち始めている自覚があった。




　──あの子とはまったく違うわね。




　雅媛の目の先では、自分で生んだわけでもないのに、嬉しそうに雅媛の赤子を見ている衛氏の姿があった。あれがわざとでなければ、雅媛にとっては非常に使いやすいことになる。

　彼女はかつて妃嬪であったころに不義の末、自らが身ごもったと勘違いしたときも、立場を省みず腹の子を守ろうとしていたという。雅媛からしてみれば、度しがたいお馬鹿さんであるとは思うが、情の濃い女であるのは間違いない。

　まるで血のつながりのない雅媛の赤子に対してさえあのような態度である衛氏は、自らの子に対してはどれほど献身的になるであろうか。




　ところで坏胡の住まう地は、寛の地に近いだけあって、そちらからの情報がかなり手に入る。雅媛はこの短い間で、なかなか面白いことを知った。

　寛は雅媛の祖国である宸に対して、文化的には憧あこがれ混じりの反感を抱いているのであるが、女性に関しては宸の美女への憧れが大きいのだとか。それこそ寛の間諜が、元淑妃・司馬氏に惚ほれこんだくらいには。

　まがりなりにも宸の後宮に入れられるほどの美び貌ぼうを持つ衛氏は、寛という国ではどれほどの利用価値があるだろうか。そのことを思うと、雅媛の中で衛氏の可能性は無限大に近いくらいに広がっていく。




　──もしかしたら、皇帝の寵愛を受けるかもしれないわね。




　梨妃とかいう、現在の寵ちよう姫きをさしおいて。




　　　　※




　皇后の宮である紅霞宮は呪われているだとか、あるいは疫病が流行はやっているだとか、後宮内ではもっぱらの噂である。

　後者については医師たちが否定しているのでささやかではあるが、それでもとどまることがない。前者については言わずもがなである。どう考えても、どこかの誰かさんが噂をあおり立てている。




　そんな中、季節は再び秋を迎え、まことに残念なお知らせが発生した。




　小玉は壁にもたれかかって、はあとため息をついた。

　最近めまいがする。口の中に唾つばが溜たまる。

　近ごろ紅霞宮で猛威をふるっていた体調不良が、ついにここに来て小玉をも襲ったのだ。

　けれどもその残念なお知らせが、ぎりぎりのところで間に合うか否か……実は今、瀬戸際に立たされていた。

　小玉たちはあと数日で、帝都郊外の離宮へと出発するというところであった。そんな中、鴻の乳母から連絡があったのだ。犯人とおぼしき人間の見当がついたと。

　彼女から詳しく話を聞くため、小玉は後宮の人気のないところで待ち合わせをしていたのだが……慌ててやって来た鴻の乳母に連れられて向かった先で、あまり喜ばしくないことが起こっていた。




　小玉は一人の妃ひ嬪ひんの死体を見下ろしていた。

　小玉に毒を盛っていたとされる、妃嬪の死体を。仙娥ではない。姓は韓かん、位は婕しよう妤よ。

　もうずいぶん前、小玉の宮に足を運んでは、他の妃嬪たちと戯れていたこともある女性だ。

　その女性がここで息絶えている。




　──あたしたちは毒を盛られたことが、これでほぼ確定した。けれどあたしに毒を盛っていたのは、茹昭儀ではなかった……？




　小玉の隣では、鴻の乳母が平伏している。彼女は犯人とおぼしき人物を発見したはいいものの、結局毒の正体について口を割らせないまま、みすみす死なせてしまったのだ。

「娘じよう子し、なにとぞわたくしに罰を……」

　誠心誠意謝る彼女には申し訳ないのだが、小玉はちょっと今それどころではない。

「それよりもちょっと、手伝って」

「は……？」

　死体を覗のぞきこむようにかがむ小玉に怪け訝げんな顔をした乳母であるが、二度聞き返すような愚鈍な女性ではない。死体を検分する小玉の手伝いをしはじめる。




「他殺、か……」

「ということは」




　小玉は乳母と顔を見あわせた。他に黒幕がいるということだ。

　それは仙娥……と考えたところで、小玉は渋い顔をして首を横に振った。

「娘子、お体の調子が……？」

　心配げな声を出す乳母に、小玉は「大丈夫よ」と、なるべく明るい顔で笑ってみせようとした。

　なにがなんでも仙娥であってほしいと思ってしまう自分に、小玉は気づいてしまった。

　ともあれ自分は、麗丹との賭かけ──自分の中でもいつから賭けになってしまったんだかわからないのであるが──に負けてしまったことになる。そうであるからには、素直に行啓して療養するしかない。

「……ご苦労さま。わたくしの留守中、太子をお願いするわね」

「誠心誠意お守り申しあげます」

　平伏する乳母を、小玉は立たせてやった。







「おい、大丈夫か」

　かけられた声に、小玉は肩を大きく揺らす。そこまで大きな反応を示したことに、声をかけたほう──文林のほうが驚いた顔をする。そしてすぐにその表情は気づかわしげなものになった。

　行啓へ向かう前に……ということで、文林が宮に渡ってきていた。女官たちは具合の悪いところを押して、小玉の行啓の支度と自身たちの旅支度を行っているものだから、応対は現在ほとんど宦かん官がんたちの仕事になってしまっている。

　おかげで清喜の仕事が増えに増え、小玉の側近くに控えることが少なくなった。でもこういうときに文句を言わないのが清喜のいいところである。

　ただ、「僕が近くにいられないこの隙に、他に娘子のお世話を奪おうとする泥棒猫を寄せつけないでくださいね！」などと、よくわからないことを言っていたのは、さすがにふざけないでほしいなと思っている。

　今のところ清喜の中で泥棒猫認定されているのは、文林、真桂、紅燕であるが、この三人のことを指しているのか、それとも不特定の誰かを指しているのかはわからない。

　それはともかく、今は文林の問いに対する返事だ。

「だいじょ、ぶよ……」

「少し、休んだほうがいいんじゃないか」

　もう一度大丈夫、と言いかけて、小玉は「そうね」と頷うなずく。休んだほうがいい、確かにそうだ。

「でもね、休む時間がないの。どうしてかしらね」

　口から出た言葉は、自分でも思いがけないほどの刺とげ々とげしさに満ちている。お腹が痛い、貧血なのか頭がくらくらする……四六時中そんな状態なせいで、気持ちがささくれ立っているのは事実だ。文林が配慮のないことを言ったのも事実だ。でも今小玉が言ったのは八つ当たりだというのも、事実だ。

「……すまない」

「いえ、あたしも……ごめんなさい。せっかく宮に来てくれたのに、きちんと対応もできなくて」

「……鴻がお前のことを心配している」

「ありがとう」

　小玉はかすかに微笑んだ。けれども気まずい雰囲気は、二人の間から中々去ってはくれなかった。

「そ……」

「あ……」

　ややあってお互い口を開こうとして……同時に最初の音を発してしまう。ぴたりと口をつぐみ、これまた同時に「あ、文林話して」「お前、先に話せ」と相手に譲ろうとして、気まずさにまた口を閉ざす。

　結局、文林のほうから話し出すことになった。

「明日の儀式が終わったら、出発だな」

「そうね」

　小玉は頷く。秋の大きな行事を終えてから、小玉は郊外の宮へ旅立つのだ。

「衣装も今回はこちらで手配したが、着付けの人員も手配しなくて大丈夫だったのか？」

「うん……あたしもそうしてもらおうと思ったんだけど、うちの人たち『こればかりは死んでもわたくしたちが！』ってね……」

　小玉としては死なれるくらいなら、衣装の支度は他の誰かにやってもらってもよかったのであるが。

　けれども明らかに弱り切っているのに、激しい勢いで小玉に詰めよる女官たちの姿は、率直に表現して恐かったので、賢明な小玉は彼女たちの意向を受けいれた。

　それにしても彼女たちを評した清喜の、「元気な生ける屍しかばね」という表現は字面だけだとわけがわからないが、実物を見るとこれ以上ないほどぴったりである。清喜は実は文学的才能があるのではないかと、小玉は常々思っている。

　でも詩の中に「元気な生ける屍」という一節を組みこみかねないような才能は、伸ばすほうが世界の損失だと思うので、小玉は彼に詩作の勉強を永遠に勧めないでおくつもりである。

「それならばいい……それで、お前の言いたかったことは？」

「ああ、それね。そういえば茹王と茹昭儀とのお食事会、その後どういう感じなのって思って。聞いておきたいと思ってたのよ」

　小玉が関与する内容でもないうえに、余裕がまったくないので優先順位が低かった事柄であるが、いい機会だから状況を確認しておこうと思った。一回目については特に問題はなかったと聞いている。

　茹王親子は文林というおまけはいるもの、親子団らんを非常に喜び、あのあともう二回会食の機会が設けられていた。

「まあ……大したことはない」

　文林の言葉尻じりが少し濁った気がして、小玉はおや？　と思ったが、けれども「そうだよね……気まずいよね……」と納得して、その場では特に追及しなかった。




　　　　※




　後宮では今年も重陽の節句については、縮小傾向である。経費の問題であるのはもちろん、主催者である皇后の体調の問題もあって。

　けれども宮城自体の宴は、例年どおりきちんと行われる。もちろん皇后が出ないわけにはいかない。

　もう完全に意地の境地で、小玉は出席を表明したし、小玉の意地以上の気概で女官たちは小玉を着飾らせた。最後はもうみんな「明日になれば離宮に行くから……」と、心を一つにして動いていた。




　後に清喜はこんなことを語った。

「あんなにぐったりとしながら日々を過ごしていたみなさんが、あのときだけは生き生きとした眼まな差ざし、ほのかに染まった頰で娘子のご衣装を整えていて……さながらそれは、命が尽きる前の一瞬の輝き」

　もちろん衣装の準備のあとに、誰の命も尽きることはなかったので、清喜のたちの悪い冗談というやつである。




　しぶる腹を気合いと主治医に処方してもらった薬で抑えながら、文林に手を引かれた小玉は、しずしずと歩む。昔ここで高こう貴妃の乳母子に襲撃されたな……と、今はまったく必要ないことを思いだした。




　──いや、必要あるわ。




　今襲撃されたら、相手が素人でも負けかねない。もう最初から文林の肉の盾になるしかないね！　と半分やけくそで覚悟を決めながら、小玉は歩を進めた。

　ああ、見てください梅花。あたしはこんなにも優雅に歩けるようになりましたよ！　お腹痛いの我慢しながら！　お腹痛いの我慢しながら!!……などということを、心の中で絶叫しながら。

　自分で自分を褒めたたえながら、小玉は儀式の諸もろ々もろをこなし、そして文林と共に群臣たちからのあいさつを受ける。その中で茹王の順番が来たとき、小玉はこいつが腹痛の原因の親か、とまだ確定していないのに憎しみにかられた。

　けれども次の茹王の言葉で一瞬腹痛が吹きとぶ……こともなく、やっぱりお腹は痛いままだったが、発言の内容はおそろしく衝撃的だった。

「昭儀さまご懐妊のよし、おめでとうございます」




　小玉はとりあえず文林のほうを見た。彼の表情に、「なに言ってるんだこいつ」という字が大書されているのを確信しながら。




　──えっ？




　けれども小玉の目に入ったのは、「まさか」または「いやそんな」という混乱を、無表情の下に押し隠している文林だった。




　──そうか。




　小玉の頭の中で、なにかがぷっつんと切れる音がした。

　つまりこいつは「絶対に行かない」と断言した妃ひ嬪ひんのところに通って、そして子どももこしらえたと。

　いや、いいんですよ。おたくは皇帝だし、相手は妃嬪だし。本来なら他の女を抱くなんて、なにも悪いことではないんですよ。ええ、人妻に手を出したわけでもないし。




　──そうか、そうか。




　そう、文林を責める必要はない。

　でも、小玉が腹痛だの貧血だの心痛など……特に腹痛で悩んでいる最中、文林はそういうことをしたのだ。そんな人間のために、自分がここまで悩んだり、我慢したりする必要があったのか。特に腹痛。

　以前麗丹に、女官たちの命を犠牲にしてまでどうのと言われたことがあるが、今の小玉ならば迷わず女官たちを優先する自信がある。これが「芯しんがぶれていない」状態なのかと思うと、なんだか愉快な気持ちさえする。若干どころではなく、やけくそになっている自覚はある。




　──そうかあんたは、そういうやつだったのか。




　たった一瞬で、びっくりするくらい文林から心が離れていくのを感じた。嫌いになったり憎んだりしたわけではない。そうするほどの価値がある男だとさえ思えなくなっていく自分を、小玉は特に驚きもせずに見つめていた。




　だって、あまりにもお腹が痛かったから。




　　　　※




　──やっと行ったか……。




　麗丹は皇后たちを送り出して、はーやれやれと言わんばかりに、肩をとんとんと叩たたいた。行啓というのは、出て行くほうも準備が大変だが、送り出すほうにしても片手間でできるようなことではない。それでも全員まったく欠けずに送りだすことができて、本当によかった。主に女官たちの身の安全のために、麗丹は安あん堵どしている。

　それにしても皇后は案外冷静だったなと、麗丹はちょっとだけ彼女を見直していた。あんないきなりの状況で茹昭儀の懐妊の話を持ち出されたわりに、皇后は感情を高ぶらせるわけでもなく淡々と対処していた。まず彼女は、その場では茹昭儀の懐妊に対して型どおりの祝いの言葉を述べた。

　後宮に戻ると「本来ならば直接祝福したいところではあるが、自分の体調の悪さが妊婦に影響してはいけないから」などと丁重に書き添えたうえで、茹昭儀に祝いの品物を送った。馮貴妃も、李賢妃もそれに倣った。

　その際ついでに医師を派遣して、その品物に変なしかけや毒が施されていないかを、茹昭儀の目の前で確認させた。そのうえで渡したわけなので、辛口の麗丹からしても満点にかなり近いやり方である。

　足りない点数については、選んだ品物の趣味がもうちょっと洗練されていたら……というところなので、手際については申しぶんないと言っていい。

　そしていきなり昭儀の懐妊を持ち出されるはめになった皇帝については、かなり点数を辛めにつけざるを得ない。皇后が大人な対応をしたからよかったものの、あれは一歩間違えれば、皇帝が妃嬪を御しきれていないと廷臣たちに思わせるところであった。実際御しきれてはいないと麗丹は見ているので、正しい評価ではあるが。

　あの皇帝が夫だと考えれば、皇后に対してはもう少し点を甘くつけてやってもよかったかな……と、麗丹は皇后に対する認識を、少しだけ上方修正してやる。以前言いあいをしたおかげでだいぶすっきりしたことでもあるし。

　やけに偉そうであるが、麗丹はそんな自分を自覚したうえで、その「偉そう」な態度を改める必要はないと思っている。それで嫌う人間がいるならば、遠慮なく嫌えばいい。自分も嫌うだけだ。




　──さて、これからどうなるかしら……。




　麗丹は宮のほうをちらと見た。皇后が不在になった紅霞宮ではなく、茹昭儀が住まう宮のほうをだ。妃嬪たちが祝いの品を持ってひっきりなしに訪れている。あの中には親しん戚せきたちから言づかった賄わい賂ろもあるのだろう。ここしばらくは見たことがなかったが、以前はよく見た光景だ。

　対して……麗丹が向かう宮のほうは、実に寂しい印象になっている。宮の管理をする数人の宦かん官がんを残して、他には誰もいなくなっている。そう、紅霞宮だ。

　皇后不在の間の監督者として足を踏みいれた麗丹は、管理係の宦官にいくつかの指示を飛ばす。その背後に人影が近づいていた。

　けれども麗丹は気づかずに後ろをとられるということはせずに、くるりと振り返って「おはようございます」と声をかける。

「ああ、徐殿もずいぶん早いな。身支度も完全に整えて」

「娘子たちのご出立に合わせましたので。身支度につきましては、尚宮として当然のことですわ」

「貴女あなたたちはまったく似ていないのに、そういう姿勢はよく似ているなあ」

　どこか感心するような、あるいは懐かしむような彼に、麗丹はくすりと笑った。

「劉のことですね。わたくしたち、確かに驚くほど似ていない自覚はありましたが、少しは似ているところがないと、長くは付きあえないものなのでしょうね」

　梅花と麗丹の両方のことを知っているこの男性は、皇后の主治医である。今回は皇后に随行せず、後宮に残った。

　その理由はただ一つ。毒の出所を追及するためだ。

　皇后の主治医が、麗丹の命によって運び込まれた水みず瓶がめのほうを見る。

「それでこれが、例の水か」

「はい」

　麗丹が見当を付けたのは水であった。こういうときに真っ先に怪しむべきなのは、これだということを経験上よくわかっている。時間差で皇后が最後に体調を崩した原因は不明であるが、そちらの追及は二の次である。

「それにしても、わざわざ徐殿が自ら実験を買って出るとはな」

「わたくしは条件を満たしておりますでしょう」

　主治医曰いわく、「年増の女」。主治医はなんともいえない顔で肩をすくめた。




　麗丹が考えているのは、こういう実験だ。

　まず麗丹はしばらく紅霞宮で起居し、その間口にする飲食物には他のところから持ってきた水を用いる。

　同時並行で、紅霞宮以外のところにいる、該当年齢の女性には紅霞宮で調達した水を摂取させる。




「わざわざあなたが身体を張ることもないだろう」

「堂々と紅霞宮で起居できる該当年齢の女は、わたくししかおりませんわ。比較的安全とおぼしき立場のほうの被験者ですし。それにこのようなこと、他人に頼むだなんて図々しいを通りこしています」

「そのとおりだがな……読みが外れれば、あなたが倒れるだろうに」

「そうなったら、宮から出て様子を見るだけですわ。わたくしは尚宮という立場上、一定期間は掃きだめに送られることもなく、きちんと治療も受けられますし」

　なお、紅霞宮で調達した水を飲ませる相手は、誰かに頼んだわけではなく、適当な罪人を用いている。そう、たとえば……存命中の梅花の食事に毒を盛ろうとしていた人間だとか。

　やはり人というものは生かしておいてこそ役に立つものだ。麗丹はそんなことを、しみじみと思っている。

「あなたがそこまでしてやっていることを、娘じよう子しに伝えればよいものを。きっと信を得られる」

　麗丹はつんと鼻を高くする。

「わざわざわたくしのほうからそんなことを見せつけて主張しなくても、わたくしが信のおける人材であることを娘子が理解すればよし、理解しなければそれだけの人間だということですわ」

「相変わらずだなあ」

　呆あきれ半分感心半分の主治医に、麗丹は「お話はまた後日ゆっくりしましょう」と返す。

「それでは実験とまいりましょうか」




　結果が出るまで一月ほどか。

　麗丹の予想が正しければ、井戸をさらって今度は毒の特定を行う。娘子がご不在の間に、設備を整えるという名目であちこちの修繕を同時に行えば、その動きはまったく目立たないだろう。




　──それに今……。




　麗丹は、茹昭儀の宮のほうを眺める。茹昭儀は今、こちらに注目する余裕がないはずだ。懐妊したという疑惑によって、挙動の一つ一つが否応なしに目立つ現在、こちらに働きかけるどころか、こちらを監視する動きすら茹昭儀はままならないはずだった。だから自分が探りに動き出しても、よほど不手際をしないかぎりはこちらが有利だ。




　おそらく茹昭儀は、皇后が行啓の準備にかまけている間、また行啓を行っている間を好機とみて動き出したのだろう。

　だがおかげで、自分たちにとっても、今が好機となった。




　麗丹はにやりと笑った。

　それはどう見ても悪人の面構えであったが、主治医は特になにも言わなかった。見なかったふりをしたわけではなく、麗丹がそういう人間だと元から知っていたので。
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　第二部も二冊目に突入し、内容が広がりつつあります。

　第一部は小しよう玉ぎよくを中心として、宸しんという国から見たひとつの時代を書いてみました。けれども第二部では他の国の人間たちも絡み、この時代についてこれまでとは違う見え方もしてくるのではないかと思います。またその結果、小玉という女性についての人物評も変わるのかもしれません。

　彼女が完全な人間でないことは、折に触れて書いてきたつもりですが、それでも彼女がよかれと判断した事物に沿って紡いできたこの物語だからこそ、小玉に好感を持たれていた方もおいででしょう。けれどもこれからは、彼女の欠点や理不尽さがより多く目につくのではないかと思います。

　その結果小玉が魅力を失ったと感じたり、嫌いになったりする方もいるのかもしれませんが、それは仕方がないことだと思っています。けれども最後の最後に、彼女がこの世界から去るときに、誰かが寂しさを覚えてくれたなら御の字です。

　世界は小玉のために動いているわけではなく、彼女は嵐のようなこの世界に翻弄される人間の一人です。そしてこの第十幕では、同じように翻弄される人間が出きている、あるいは既存の登場人物がそういう人間だということが明らかになってきているということがあります。第十幕の表紙では、桐きり矢や隆たかし先生がそのうちの一人を描いてくださいました。誰なのかおわかりでしょうか。

　この人たちも小玉同様に愛されるべき、また憎まれるべき存在で、この人たちに目を向けてくださる方がおいでなら嬉しいなあと思っています。この人たちが去ることについても寂しがってくれたら、とも。

　そんなふうに広がっていく物語ですが、けれども後宮にいる者、後宮にいた者、後宮に関わりのある者……というように、根っこのところでは後宮を意識している自分を感じています。

　実をいうと「紅霞『後宮』物語」というタイトルは私がつけたわけではありません。特にラノベ文芸賞（現・富士見ノベル大賞）に投稿した時点では、後宮要素の少ない第零幕あたりのエピソードを書いていましたので、拙作が「後宮」という名を冠するなど思いもよらないことでしたし、タイトルが決まったときは違和感も覚えました。

　けれども今、こんなふうに「後宮」というものを根っこのところで意識しつづける自分を省みると、名づけというのは実に大事なものです。

　もっとも、その理屈でいいますと「雪お花か菜ら」を元にペンネームをつけた私自身は、大豆たんぱく質の摂取を日々意識していなければいけないわけなのですが……健康にはよさそうですね。皆さまも健康に留意しつつ、ついでにこの物語を見守っていただけたら私が嬉しいです。

　今回は栗くり美みあい先生作画の『紅霞後宮物語～小玉伝～七』と同時発売です。今回のキャンペーン企画は当選した方のリクエストにお応えして、栗美先生が色紙にイラストを描いてくださいます。それにわたしの短編小説がくっついてきます。イラストから小説を書くのはなかなかない経験なのでほのかに不安が漂いますが、きちんとお仕事をまっとうする所存です。

　またこの第十幕が発売するこの六月は、ちょうど富士見Ｌ文庫五周年のフェアをやっております。私も短編小説で参加させていただきました。ちょうど梅ばい花かが亡くなった直後、小玉が皇后になって五年目の物語です。でもぜんぜんしんみりした内容ではないです。これは今月発売の書籍を買うと読めます。なので拙作でなくても大丈夫です。

　今月から池袋でコラボカフェも行っているそうで、グッズも作っていだだきました。デザインを拝見しましたが、鴻こうがまことにかわいらしかったです。これも色々と企画があるようなので、詳しい内容は富士見Ｌ文庫五周年特設ページ（https://lbunko.kadokawa.co.jp/special/5th_fair.html）をご覧ください。
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